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ていました。
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コーヒーを飲んでいた人はあまりに気持ちが

よく、ぼおっとしていたので、テンに気付きま

せんで した。

でも、見た人はいなかったので、

ほんとうにテンがいたかどうかは

だれも知 りませんで した。
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OBの皆様いかがお過ごしでしょうか。

最後の未知の分野、ヒトの遺伝子の解明が進

み、もうじきその全容が明らかになると言われ

ています。これまで不治の病とされてきた難病

が克服できたり、将来かかりそうな可能性の大

きい病気なども予見できる。そうなると、自分

は40才を過ぎると体質がこんな風に変わつて、

こんな病気になりやすいといったことが分かっ

てくる。喜ばしいことかどうか甚だ疑間である。

ある男が結婚しようとしている女性の家を訪ね

たところ、その母親がそっくりの顔立ちをして

いたので将来の彼女を見てしまったようで、少

なからず落胆 してしまった。先が見えるのは決

していいことばかりではない。「知りすぎたの

ね」とはならない方が人生はおもしろい。恐竜

がその図体の大きさ故に減びたように、人類も

その頭脳の発達故に減びかねない。地球が誕生

して50億年、生命が誕生して45億年、誕生

した生命は50億種類、現存する生物は500
万種類、実に99.9%は 絶滅してしまった。

その一つにヒトが入つても決して不思議ではな

いが、我々の英知を結集し節度を持つて臨めば

免れることができるに違いない。同じように我

らが山小屋ベルクハイムも、現役の諸君と我々

OBの力でいつまでも残しておこうではありま

せんか。

北海道の有珠山がまたもや噴火活動を活発化

させ、付近の住民を不安に陥れ被害も甚大のよ

うです。本当に気の毒なことだ思いながらも、

新しく山ができるその活力、躍動感には目を見

張るものがあり、一種の生命の誕生のような感

動すら覚える。白山は水に削られ、砂防工事も

むなしく莫大な土砂を流し続けて壊れていく一 .

方である。片方で山が生まれ、一方で山がなく

ざ と二」 :こ よ t士 ¬ご

OB会会長 15期 奥名 正啓

なっていくのは自然なことであって、ヒトが望

むように残すのはむしろ不自然と言うべきかも

しれない。

さて、今年は西暦 2000年 を記念して (そ

んな義理はないのだが・ → 野沢でのスキー合

宿も例年になく参加者が多く、出来事もいろい

ろありました。沈床口でのお花見コンパは、桜

の開花がいつもより1週間ほどおくれてちょう

ど満開の日にあたりました。物事はすべてがう

まくいくはずもなく、昼前まではなんとか曇 リ

空が雨をささえていましたが、いよいよという

時になって支えきれず、本格的な雨となってし

まいました。そんな中で 2組の宴会が春雨に煙

り、白い光のライ トアップを受けた石川門とサ

クラを眺めつつほろ酔い加減で、通か普ワンゲ

ルにはいった頃を思い浮かべていました。

ベルクハイムは床の傷みが激しく、全面張り

替えることにしました。舟と現役を利用して資

材や工具など運搬し修復作業を始めました。春

は山菜取りの人が多くそして釣りに入つてくる

人も多くちょつとした賑やかさを感 じます。秋

には継続作業だけでなく、日炉裏を復活させよ

うかとたくらんでおりますので、皆様のご協力

をお願いします。秋は、ゆつくりとした時の流

れを感じさせて、すてきな安らぎという報酬も

与えてくれます。

8月 には白山南竜への集中を計画しています。

日頃の生活習慣からはなかなか抜け出せるもの

ではありません。しかしながら、普段の通勤の

帰り道を少し変えただけで別の世界へ迷い込ん

だような新鮮さを感じることもあります。そん

な気持ちでふと白山にでも出かけてみませんか。

南竜で忘れかけていたあの人に会えるかもしれ

ません。
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海 外 ト レ ッ キ ン グ の
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一 超 l‐ 私 的 放 浪 記 一 29期 :深井 嘉浩

以前、『やまざと』誌上で “アジア放浪・帰国報告"を させていただきましたが、今回はOB
会舟田様より “海外 トレッキング"に関する執筆の機会を頂きましたので、僣越ながら駄文にまと

めてみました。ご興味のある方は是非ご一読下さい。

●1984/04～ 1989/03:金沢大学ワンダーフォーゲル部在籍

在学中の記憶は、何故か「ワンゲル活動とバイ トと酒宴」のみ。おかげで当時ワンゲルの主流で

あった 「留年 (た めどし)会」の一員となり、その後の人生の歯車が狂い始める。

●1988/03～ 1988/06:ユーラシア放浪PARTI
大学 5年を迎える春、エベレス トを見たくてチベットを目指す。バイ ト代 (総額 20万円)を手

に、神戸より「鑑真号」片道切符 (当 時 2万 円)で上海に上陸。生まれて初めての海外に戸惑いな

がらも、今にして思えば結構ディープな辺境地 (雲南 。四川省の山岳地帯)を寄 り道。日本を出て

3ヶ 月後、ようやくチベット高原・定日 (テ ィンリ)で、地平線の彼方の “チョモランマ"に対面

(あ の時の感激は今思い出しても胸が熱くな ります)。 その後、バスとヒッチ・ハイクでヒマラヤを

越え、あこがれの都カ トマンズヘ。

しかし、ネパール側は既にモンスーン (雨季)を迎えており、また資金も底を尽きたため、ヒマ

ラヤ・トレッキングに未練を残しながらも、カ トマンズよリバンコク経由で帰国。金沢で “赤痢 (の

疑い)騒動"を起こし、当時の現役部員の皆さんには大変ご迷惑をお掛けいたしました。

●1989/04～ 1996/05:」 TB日 本交通公社勤務

団体旅行営業のため、担当ツアーは主に “温泉宴会旅行"が中心であったが、時にはアメリカ・

ヨーロッパなど “おしゃれな海外"へのグループ・ツアーも手掛け、世界各地で貴重な経験を得る。

7年後退社。転職して、しばらく “2度 目の放浪"に向けての資金稼ぎに精を出す。

●1996/12～ 1997/07:ユーラシア放浪PARTⅡ
「タイ航空」片道切符で、懐かしのバンコク・カオサンロー ドヘ。今回の放浪もルー ト・帰国日

は未定。当初は『深夜特急』 (あ るいは “猿岩石")みたいに、ユーラシアを横断してヨーロッパ

を目指すつもりで出発する。まずは、タイ南部の “楽園"ピ ピ島 (今は『ビーチ』撮影で有名にな

ってしまったが)で、サラリーマン 。モー ドからバックパッカー 。モー ドに頭を切り替えた後、念

願の “ヒマラヤ・ トレッキング"実現のため、カ トマンズヘ渡る。

数日間の準備の後、現地ガイ ドー名と共にルクラヘ飛び、「どうせ行くならエベレス ト直下まで」

と欲を出し “カラパタール"へと歩き出す。周囲をタムセルク、アマダブラムといったヒマラヤの

巨峰群に圧倒されるエベレス ト街道を、ナムチェ、タンボチェと進む。途中高山病で「頭が爆発し

そうな痛み」にのた打ち回つたりしながらも、 9日 目にカラパタール (5545m)へ 到達。宇宙みたい

な濃紺の空の下、日の前に響える世界最高峰と対峙した時、「あぁ、生きてて良かった、会社辞め

て旅に出て良かった (帰国後、結構後悔することになるのだが…)」 と、溢れる涙を止めることの

できない感動を体験してしまう。

これがきっかけで “ヒマラヤ"にはまり、15日 間の トレッキングを終えてカ トマンズヘ戻ると

問もなくポカラヘ移動。 “アンナプルナ内院&ジ ョムソン街道"を、聖地ムクチナー トまで 21日

間ぶっ通しで歩き続ける。内院 (ア ンナプルナBC.4000m)では周囲を取 りまくヒマラヤ核心部

のパノラマ、アンナプルナ山群南麓では聖峰マチャプチャレからダウラギリヘと連なる山岳展望、

そして北麓ではチベット的な荒涼とした世界。日々様変わりしていく風景と、そこに生きるヒマラ
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ヤの民の日常が非常に印象的な旅であった。

その後、3ヶ 月かけてインドを放浪。途中パキスタン国境に近いラジャスタン地方 。ジャイサル

メールの砂漠では、ラクダを借りて 2泊 3日 の “キャメル・サファリ"も体験。後半はガンジス河

を遡 り、インド・ガルワール・ヒマラヤ最高峰 “ナンダデビィ"山域へも足を延ばす。4月 はまだ

残雪も多く最源流まで到達できなかったものの、このエリアはヒンドゥー教最高の聖地のため `'サ

ドゥー (修行聖者)"と の出会いなど、なかなか怪 しい体験もあり、この頃には「自分が日本人で

ある」という自覚がすっかり希薄になっていた。

ニューデリーの大使館でパキスタンとイランのビザを取得 (ト ルコから西はビザ不要)。 「Go Go

West! にんにきにきにき… (『西遊記』のテーマ知ってますか ?)」 と、気合を入れてヨーロッ

パヘ向けて西進を再開するが、軽い気持ちで立ち寄った北パキスタンで、再び足は止まってしまう。

せっかく来たからにはと、山岳ガイ ドと交渉し、“ナンガパルバット"南面ベースキャンプまで

行ったのだが、BCか ら見上げる落差 5000m(!)の南壁と、横たわるルバル氷河の迫力にまたも

や魅了される。更に、フンザからパスーにかけてのカラコルム・ハイウェイ周辺では、ラカポシ、

ディラン、シスパーレを筆頭とする 7000m級 の峰々が、ネパール・ヒマラヤをも凌駕する荒削 り

な山岳風景を展開させていたのである。

「こうなったらカラコルムの核心部・K2まで踏み込まねば後悔する」と、インドの吉本屋で入

手していた英文ガイ ドブックでコース研究の上、山岳ガイ ドに相談する。しかし “K2"は 、総延

長 50Kmの バル トロ氷河の最奥 “コンコルディア (4600m)"ま で行かねば、その姿を見ることができ

ず、往復に 15日 を要する。しかも村々の点在するネパール・ トレックとは異なり、全くの無人地

帯を歩くため、全ての食料・燃料・テント等を、遠征さながらのキャラバン隊で運ばなければなら

ないと言う。従って自分の乏しい資金では無理だと判 り、後ろ髪引かれる思いで断念。気持ちを切

り替えて次の国イランヘ進むことに決めた。。

ところが、スカル ドの安宿で同宿した ドイツ&オース トリアの女性二人組み (しかも若い |)に

この話をすると、彼女達もK2へ行ってみたいと意気投合。更にこの夜、イギリス人のパーティー

が正にK2・ トレックを終えて我々の宿に戻つて来た。しかもバル トロからゴン ドコロ・パス

(5600m)を 越え、フーシェ谷を回つて下山したらしい。興奮してガイ ドのMr。 バシールに相談を持

ち掛けると、「5人以上集まれば、君達の予算でもう一度行ってもいい」と言う。話は盛 り上がり、

この日から “同志集め"に奔走、スカル ドの各安宿に「英文&日 本語の募集ポスター」を貼 り、ま

た街で見かけたバック・パッカーには片っ端から声を掛けて回つた。数日のうちにドイツ人青年一

名とオランダ人カップルー組が加わり、まるで “ブレーメンの音楽隊"みたいに 6名 の国際パーテ

ィーが結成された。パーミッション (入山許可証)の取得や、バザールでの食料・装備調達などで、

計 2週間近くの日数を費やした後、遂に出発の日を迎える。

ガイ ド以下、ポーター、コックそして我々 6名 を含め、総勢 30名の大キャラバンは、“即席パ

ーティー"のため、当初は揉め事の連続であった。ガイ ドVSポーター、そしてメンバーVSメ ン

バー (ヨ ーロッパ人は本当に自己主張が強い)。 わずか数日にして既に分裂の危機を迎えていたが、

その度に仲裁に回る。自分も相当に我の強い方であるが、それでも彼らよりははるかに「和と協調

性 (日 本人の美徳か ?)」 を持ち合わせていたようで、いつしか 「添乗員」になってしまう。

さてコースの方は、氷河歩きとは言っても堆積した岩石に覆われているため、ピッケル・アイゼ

ンは不要である。 (今回は復路ゴンドコロ・パスという一般的でないルー トをとるため、峠越え用

に中古のピッケルを現地で入手したが。)しかし、クレバスが多く、時には 0℃の水流を渡渉した
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りと、ガイ ドが居なければルー ト・ファインディングは困難である。また、バル トロ両岸に次々と

現れるパイユ、トランゴ・タワー、ムスターグ・タワーといった岩峰群は、どれも “怪峰"と呼ぶに

ふさわしい迫力で、地球創世期の風景 (見たことないけど)に居るような感覚である。

出発 8日 日、コンコルディアに到着。バル トロ氷河はここで、正面に立ちはだかるガッシャブル

ムⅣにより左右に三分される。北側 “ゴッドウィンオースティン氷河"の奥にブロー ド・ピークと、

巨大なピラミッド・K2を臨む。神秘性と威厳を兼ね備えたその存在感に、強い衝撃を受ける。

翌日、K2の BCまで往復、日本隊・スペイン隊のベースでお茶などをご馳走になる。 (こ の一

ヶ月後、日本隊はK2西壁ルー トの初登頂に成功。)その後、我々は進路を南に取 り“ビグネ氷河"

を遡つて行く。いよいよ最難関 “ゴンドコロ 。パス"へ向けて。

午前 2時起床、満点の星空のもと、氷河の最源頭を詰める。徐々に傾斜が増し、クラス トした雪

面をピッケルでカッティングしながら登る。斜面の途中で「超人ラインホル ト・メスナー」に遭遇。

感激の余 り、鼻水垂らしながら抱きつくと、とっても迷惑そうであったが。やがて高度は 5,000m

を越え、足取りは重い。しかし、既に “カラパタール"を経験していたためか、高山病の兆候は無

い。夜が明ける頃、突然前方の視界が開ける。 “ゴンドコロ・パス"だ ! 振り返ると、朝日を浴

びて真紅に染まったK2、 ブロー ド・ピーク、ガッシャブルムⅣ・Ⅲ・Ⅱ・Iが、視界へ飛び込んでき

た (な んと、8,000m峰 4座が一挙に !)。 第三の極地・カラコルムの全貌一一想像を絶する光景で

ある。かつて、立花隆の『宇宙からの帰還』で読んだ「宇宙空間から地球を眺めた時の飛行士の感

覚」が、なんだか身近に感じられ、ナチュラル・ トリップヘと導かれて行く…。やがて、メンバー、

ポーターの全員が無事に到着。数日前までのぎくしゃくした人間関係はもはや過去のものとなり、

一人一人と固く抱き合ってお互いの “偉業"を祝福しあう。言葉なんて要らない。極限の地での達

成感が、我々を一つに結び付けていた。

しばし “至福の時"を満喫した後、フーシェ側ゴンドコロ氷河への下降を開始する。峠から覗き

こむと、高度差 1,000m近 くも垂直に切れ落ちた雪壁だ。たった一本のザイルを何度もフィックス

しながら、慎重に下る。幸いにも快晴のコンディションで雪が適度に緩み、ステップは確実であつ

たが、条件次第ではアイゼンのみならず、各種登攀具が必携のルー トであろう。数時間の緊張の後、

雪と氷の世界から解放される。我々を待ち受けてくれた 6月 下旬のフーシェ谷は、色とりどりの高

山植物が咲く “シャングリラ=桃源郷"の世界であつた。

15日 間の トレックを終え、久しぶ りにスカル ドヘ帰り着くと、我々 “K2・ ゴンドコロ国際パ

ーティー 1997(自 称)"は解散した。各々が西へ東へ、再び “バック・パッカー"に戻るため

に。翌朝、宿を出る時ガイ ドとメンバーの皆が見送ってくれた。 “SEE YOU AGAIN!いつか、また

どこかで"。 この長い旅の途中で、いくつもの “出会い"と “別れ"を経験してきたが、こんなに

もつらい瞬間はなかった。乾いたスカル ドの街が涙で霞んで見えなくなっても、バスの窓からずっ

とずっと手を振 り続けた…。

さて、イスラマバー ドヘ戻つた時点で、残金は $500を 切っていた。もう旅は続けられない。旅

の潮時を既に迎えていた。「日本へ帰ろう。」街の旅行エージェントを回ると、日本までの航空券

はどんなに安くても $700はすると言う。大ピンチ ! しかし名案が浮かぶ。「まだ、陸路がある !」

中国ビザを速攻で取得すると、再びバスでカラコルム・ハイウェイの北上を開始。ギルギット、

フンザと連 日バスを乗り継ぎ、やがてフンジェラブ峠を越え中国側のパミール高原へ。途中カラク

リ湖では、あまりの美しさに思わずバスを乗り捨てる。コングール、ムスターグ・アタ両峰に囲ま

れた草原地帯は、カザフ族の遊牧民が羊を追う季節を迎えてお り、夢の中に居るような光景であつ
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た。翌日、通過しようとするバスを必死に追って捕まえ、カシュガルヘ。バザールに集う “青い目

のエキゾチックな美女達"に心を奪われつつも、数日後ホータンヘ移動。ここから、タクラマカン

砂漠の中央を南北に縦断する新ルー トを、2泊 3日 のバスの旅。座席の代わりに狭い 2段ベッドが

何台も並ぶ妙なバスで、ずっと横になってなければならない。食事とトイレ休憩 (と言つてもトイ

レなどないが、)以外は、とにかく40時間余 りひた走 り、ときお り顔を上げて車窓を眺めるのだ

が、見えるのは一面の砂漠のみであつた。シルクロー ド最大の街ウルムチに着くと、今度は列車の

切符を手配。学生時代の「地獄の硬座 (2等座席)上海～昆明 4日 間」の忌まわしい想い出が、ふ

と頭をよぎり、なけなしの金で「硬臥 (2等寝台)」 チケットを奮発する。車中では、またもや中

国人民の筆談攻めに遭いながらも、酒や弁当まで恵んでくれる “国際友好的好意"に甘えつつ快適

な 4日 間を過ごし、一気に上海へ到着。

9年前、生まれて初めての海外で、最初に泊まった安宿「浦江飯店」へ再び転がり込む。長旅の

疲れで放心状態のまま、宿の前を流れる黄浦江をばんや り見つめていると、9年前の旅から、日本

でのサラリーマン生活、そして今回の放浪へと、全てがここで一筆書きで繋がつているような、そ

んな気妙な感覚を味わう。

遂に資金は底をつきていたが、なんとか “裏技 ?"で 「鑑真号」に乗船。桟橋から出港する瞬間、

8ヶ 月に及ぶ “ユーラシア大陸"への別れを実感し、感傷的になる。 3日 後神戸に接岸。久し振 り

の日本に戸惑いながら、考えたことは「明日から何して生きて行こう ?」 であった。

●1997/08～ 1998/03:社会復帰への道

すっかリネジの抜けてしまった状態で、帰国直後の会話はやたら “宇宙"とか “輪廻転生"な ど

の単語が多く、「インド帰り=やばい人」の図式にみごとにはまり、回りの友人は思いっきり引い

てしまう。約 lヶ 月程の “リハビリ期間"を要した後、日本社会への復帰活動を開始。 “縁"と は

誠にありがたいもので、名古屋市内の旅行代理店を紹介されて半年間お世話になる。また、この間

の “飛び込み就職活動"で、春からアルバインツアー東京本社への再就職も決まった。

●1998/04～今のところ :アルバインツアーサービス勤務

「業界経験十ヒマラヤ放浪=アルバイン」という極めて安直な発想で入社。32歳を迎えての転

職、初めての東京生活、そして “くせもの"揃いの職場 (社風はモロ体育会系山岳部 !)。 様々な

ス トレスを感じながらも、波瀾に富んだ展開を「人生、旅の連続」と開き直ることに決め込む。

さて仕事の内容であるが、“世界の山旅・辺境の旅"をテーマとする旅行会社なだけに、営業の

傍ら、世界各地の山岳地帯へ “ツアー・リーダー"(こ こでは決して “添乗員"と は呼ばない)と

して赴いている。この 2年間で、得意のネパール・ヒマラヤを皮切りに、ヨーロッパ・アルプス、

カナディアン・ロッキー、ニュージーランドなどへの “トレッキング・ツアー"及び、アフリカ最

高峰キリマンジャロ、ボルネオ島キナバル山、台湾玉山・雪山などの “登頂 トレッキング"へ同行

した。この年末に、念願の地元 。名古屋営業所へ転勤。今夏は、南米・アンデスなどでツアー・ リ

ーダーを務める予定である。

こうやってコースを羅列すると、なんだかすごい登山技術を必要とするように思われるかもしれ

ない。確かに “登頂ツアー"の一部 (モ ンブランなど)で、ピッケル・アイゼン技術、及び現地ガ

イ ドとのアンザイレン登行を必要とするものもあるが、ほとんどは “ワンゲル出身者"であれば体

験できるコースである。優れた登攀技術を要求される “エキスペディション (遠征登山)"と は異

なり、 “トレッキング"において必要とされるのは「体力」の他は、次の 2点であろう。

まず第一点は、「辺境地への適応力」だが、これはワンゲル出身者には全く問題無いでしょう(笑 )。
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そして第二は、キリマンジャロやヒマラヤ高所 (特 に 4,000m以 上)での「高所順応力」である。

しかし「高所順応力」は経験と体質・体調に負うところが大きく、また日常 トレーニングが可能な

ものでもない (日 本では富士登山くらいか)。 必要なことは、とにかくゆっくり歩く、水分を多く

取る、一日の登行高度を抑えるといった、基本的な「高山病の予防知識」の修得と厳守です。高山

病は非常に危険な問題であり、実際に自分も取 り返しのつかない事故に遭遇してますので、特に初

めて高所に赴く場合は、肝に銘じておいて下さい。

以上、極めて個人的な経験をもとに「海外 トレッキング」について書いてきましたが、興味をお

持ち頂き「昔取った杵柄」を奮い起こすきっかけとなれば幸いです。私の場合は「会社辞めて放浪」

と言う特殊なケースですが、今は「休暇でヒマラヤ・ トレッキング」も充分可能な時代です。先日

は、 33歳 の現役銀行員 (熱 田 渉氏)が 「世界 7大陸最高峰登頂」なんて言う衝撃的なニュース

まで耳にしています。もちろん、それぞれ職場の事情など、取り巻く環境は千差万別でしょうが、

是非とも世界の高峰と対峙して 「人生観に影響する程のインパクト」を体験 してみて下さい。

最後に 【CM】 となりますが、私が勤務しております「アルパインツアーサービス仰」の業務を

紹介させていただきます。OB、 現役の皆さんに、情報提供などお役に立てることがあればご協力

させて頂きますので、宜しくお願いいたします。

【ツアー内容】海外 。国内 トレッキングのパッケージツアー (カ タログに掲載 )

海外 トレッキングの個人手配・グループツアー手配

ヤマケイ登山教室など「山と渓谷社」タイアップ 。ツアー

【カタログ 】『世界の山旅 ,辺境の旅』=夏版 (3月 発行)・ 冬版 (9月 発行)の 2分冊。

ヨーロッパ・アルプス、カナディアン・ロッキー、カラコルム、アンデス →夏版

ネパール・ヒマラヤ、インド・ヒマラヤ、ニュージーランド、パタゴニア →冬版

キリマンジャロ、ボルネオ、台湾、中国 。チベット、日本の山旅 etc.→ 通年

【説 明 会 】現地で撮影したスライ ドやビデオを上映、トレッキングコース&ノ ウハウを解説。

特にカタログ発行時 (3月 ・ 9月 )は、全国各地で 「地方説明会」も開催。

私も中部地区 (東海・北陸)を 担当しますので、ご興味のある方是非お越し下さい。

【問合せ/資料・カタログ請求 】

アルバインツアーサービス株式会社 名古屋営業所  深井 嘉浩 〔KUWV29期 〕

住所 :〒 450-0002名 古屋市中村区名駅 3-23-6第 2千福ビル 8階

TEL : 0 5 2-5 8 1 -3 2 1 l  FAX : 0 5 2- 5 6 1 -8 3 3 8

追伸 :東京勤務の折に、11期 。長岡さん、15期・南保さんにお会いする機会がありました。こ

れも「やまざと」掲載がご縁と、この場を借 りてお礼申し上げます。

また、放浪帰国後は一文無しで、しばらく山にも行けない状況でしたが、最近は 27期・竹内さ

ん (福井山岳会所属。33期 。西村さんも同会員)と ロッククライミング 〔北岳バットレスⅣ尾根〕

や山スキー 〔白馬蓮華、取立山〕に同行させて頂いたり、 30期 。大村君 (何故か今も近所)と は

北八ヶ岳宴会山行&ク ロカン・スキー (初体験)に行って参 りました。山から遠ざかってる皆さん

も、たまには仕事忘れて遊びませんか ?
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カラコルムヘの旅より

マッシャーフルム(7821m)に かか

雲湧きはじめたマッシャーブルム  ll写 真の右方の谷|11か
`

約3000mだ が、地形の規模が大きいために,覆いかぶさるよ

一
．・一
一

，

●||
一
．．

一一一一一一

lr.

llす 明oB長岡正利

|]が差 し始めるまでは氷点 ドの世:界。バル トロ氷河コンコルディア(標高4650m)よ り望見。
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この原稿をまとめつつ,ふ と気がつけばカラコルムに出発したのがちょうど 1年前のことでした。職を辞し

て後, lヶ 月間余をかけて,長年の憧れであったバキスタン北部を歩いて参りました。

今回,「やまざと」誌の海外特集とのことで,一時はなにがしかの紀行的文をとは思ったものの,慌ただし

い中では思うに任せず,せめてもと,山の写真を紹介させて頂くことにしました。

出かけたのは,その前半が,K2峰 に連なるバル トロ氷河源頭への 5人での トレッキング (29期 oB深井様

ご勤務のアルパインツアー社催行),そ の後は 1人 (む ろん現地ガイ ドらと共に)で ,フ ンザ地区の5000mの

山を歩いたりなどして参 りました。この稿では,本当は,ご覧頂くために地図などもとは思っていたのですが ,

つい時間が無くてそのままです。もし, ご興味の方がありますれば,深井様に連絡なされれば, トレッキング

部分については美しいパンフレットを送って頂けます。短期間のコースもありますので,是非お出かけを。

実は,地球の歩き方・パキスタン編の広島三朗様と,小生が職を辞めたら,ア フガニスタン国境に近いヒン

ドゥークシュ・ヒンドゥーラジ山中の多くの峠 一玄実三蔵や,大唐の高仙芝将軍など歴史上の故実の地― を

結ぶ山歩きにご一緒にと言ってはいたものの,氏は 2年前にバル トロ上部で遭難・ご逝去。しからば単独でと,

現地の登山関係エージェントと連絡を取って見たものの,6月 ではいくつかの峠は雪で越えられないとの山で ,

上述のような山歩きとなりました。

ここに紹介する写真は氷河の山々だけですが,夏のこと故,山中には様々の植物も。一方,山麓での人々の

生活と山々の眺めも素晴らしいものでしたが,こ こでは害1愛 しました。

バル トロ水河の懐深くにて,80001nの 山々に囲まれた中にいると,これまでの山の記憶も総てどこかに消え

てしまうような壮大な眺めでした。静寂につつまれた眠 りの中で,テ ントの下の凍りついた岩片を載せた氷の

底から伝わってくる氷河の微かな震えに気づいて起き出せば,氷雪の稜線を背景に満天に総ての星は爆々と輝

き,本当に物音一つない夜の静けさがありました。

人家のある辺 りまで下山してくると,さ すがに気候はなごみ,夕 暮れともなれば巨樹のもとに作んで,暮れ

なずむ氷河の山々が夕焼けに染まるさまなどの,涼 しい風の気配。もう,酷寒と低酸素に悩まされることもな

い,満ち足 りた眠 りの安らかさのことなどが想い浮かびます。山麓でも,空が澄んでいると,夜 ごとの人工衛

星の光輝や流れ星の数々など,それが当たり前のことのように思えてきました。

早いもので,それからもう 1年。退職直後には, これでようやくに心のゆとりを得ることが出来ると浮き立

つ心持ちで,今後は古今の書に親しみ,和洋の音楽を愉 しみ,西域関係の探検史を学び,な どと思ったのもつ

かの間。再就職して以来は毎朝 6時 20分出発の慌ただしい生活にて,列車中での読書時間だけは確実に増えた

ものの, この山歩きのアルバム整理も未だままならぬ状況です。

いつの日にか再びと思えど,今や,カ ラコルム山中での日々は夢まばろしのようです。

バル トロ氷河側壁に連なる山々

歩き始めて, ここまでで 5日 目。

氷河はまだ序の日。氷河に磨かれた

怪奇な岩峰が延々と続く。氷河の上

はご覧のような岩屑の堆積で,起伏

に富んだ広大な砂利山状。近くの岩

峰までの比高は,2000～ 3000mo lll

は,左より,パイユピーク(6610m),

トランゴタワー(6763m)な ど。

■■■■■■■|

■■■■■■・ ■■

・
・
1瘍 ‐
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クルクスム (6600m)

巨大なバル トロ氷河本流には,左右

から多くの支流氷河が合流している。

その何れにも,源頭には美しい山々

が覗いているが,7000～ 8000m級の

山々が多い中では,あまり登山の対

象とはならないようで,ほぼ無名。

左もその 1つ。

ビアルチェディ氷河源頭の

ビーク (6810m)

これも,上記同様のピークの

1つ。懸垂氷河と氷河の雪装が

見事。

ムスターグタワー (7284m)

同じく,脇から合流する氷河の奥の

ピーク。

一一
・
一一． ・・・一一
一
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ガッシヤーブルムⅣ峰 (7980m)

山イ1は,現地バルテ ィ「liで「美 ヒ́い

IJ I」 σ),ま とグ)由
`,

トレッキングの半ばか ら
~lミ つと ,「lrti

に見え続け, liLi引 の曙光か ら夕暮れ

の間に沈む まで,終 IIの 美 しい眺め
l

手前は,パ キスタン陸年+1の連絡キャ

ンプ1、 トレッキングの間|(〉 ,こ の ビ

ーク右奥のシアチェン水河域では ,

イン ド軍とのFlでの砲撃戦が続いて

いたて,

中央写真 :ブ ロー ドピーク (8051m)

11の 写真でのガッシャーブルム山lpli

がコンコルデ ィア ー そグ)地 に近′づく

とと羊〉に, このどつ しりとヒ́た山が

左方に見え始める´

下の写真 : K2(861lm)
バル トロ氷河は, 上吉|`の コンコル

デ ィアで南北に分岐するぃ ここか ら

しばらく進む と, ようや くにK2の

企景が見え始める(.左 に小さく覗 く

純 白の峰は,エ ンジェルヒー ク̀
‐

先に述べた広島様の永眠の地は, こ

の方i奥 の水河の中ゅ最後の会話は ,

カザフのアルマ トィ|IFか らの電 :i舌 に

て,lJ境地域 ・帯の ソ連邦製 10万 分

1図等が入 千ir能なので先生の分 1)

ご ・緒に…・と.後 日,その地図に対

して,初 めて詳 しい地形が判つたの

でいよいよこれか らとのお礼が届い

たのが最後 となつて しまいま lン たo

その地図も,き つと共に水河の中にti

ここでは,山 を中心に紹介 させて頂

きま した。 しか し,カ ラコルムの本当

の美 しさは,氷河の山々を背 とした

山懐の村での風光や村 々を結ぶlthに

一パ ミールを想わせる草バ〔の山|か ら,

夏 t)氷雪の中の 1瞼 しい峠 まで、

広島様 ()登 頂 した K2を‖りしめつつ
,

氏 とのそんな峠歩きの夢 1),1)う 永遠

に叶わぬ夢 となつて しまつたな…と,

ばんや り/と 考えていま し́た.
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かなり以前に書いたものですが,今も心に残る地の故に,

(日 本地図センター刊『地図ニュース』

ここで紹介させて頂きました。

No.218よ り)H期oB長岡正利

図―i ラダック周辺の衛星画像図、上部がインタ
‐
ス河、その有がレー

'(Olizane、
1:350,000 Ladakh Zanskar、 約10分 の6に 縮小 )

左はラダンクヘの最後の叶フォツ ラ。中央はザンスカール

ラダックとザンスカールは、イン ド亜大陸北方

のヒマラヤ とカラコルム山脈の間の河源近 くのイ

ンタ
゛
ス河流域にあり、その主邑はそれぞれレー と

パダムである。

ラダックとは、チベ 、ント語で言 う「峰 (関嶺 )

の彼方」の地である。

その語 の とお り、周辺 の いずれか ら見て も

3000～ 6000mの 関嶺の彼方の、幾つ もの峠の向 う

に弧立 した地である。標高は低いところで3500m、

気温の年較差50℃ 。日較差20℃ 以上、年雨量100mm

以下の荒蓼・静寂の地であ り、遠 く氷河の山々を

望む。その気候 と高度のゆえに、気味の悪い くら

いに澄んだ蒼空 と強烈な日差 しの もとで、僅かば

か りの耕地 と小さな集落には釣合わないようなチ

ベ ン`トタ、教 (ラ マ教)僧院 (ゴンパ)が岩山の麓

や頂に古城のようなたたずまいを見せている。

これらの地への起点、イン ド北部のシュリーナ

ガル (本誌 8月 号で紹介 :本稿はその続 きです )

からラダックヘ至るには、4000m前 後の 3つの峠

を越える 2日 行程を要する。道は、最初の険 しい

峠、ゾジ・ラをすぎる頃から風景が一変 し、次第

に沙漠の様相を見せる。中間地カルギルを過ぎれ

ば、谷間で僅かな水を利用できる土地のほか、山々

と大地はことごとく不毛。 ヒマラヤ造山運動で隆

起・招曲した地層の異様な色彩を見るのみ となる。

また、これ以奥では人々の容貌はモンゴル系 とな

って各所に白亜の仏塔やゴンパが点在するなど、

それまでの イスラム文化圏からチベ ンヽト仏教圏に

入る。なお、ザンスカールヘは、途中のカルギル

より南へ、ジープでさらに 2日 を要する。

このように、この地は、地理・文化的にはチベ

ッ ト圏にある。かつてはチベ ンヽトの一王国であっ

たが、近世以降はイン ドの一部 として長 くチベ ノヽ

ト世界 とは分離 さオtて きた。 しか し、今 日で もな

お小チベ ッ トと呼ばれているように、かつての文

化 を保 ち続けている。これは、天然の要害 と苛酷

な自然に守 られて、外国の支配が強いもの とはな

り得なかったためにほかならない。

ラダックとザンスカールでは、1947年 のイン ド・

パキスタン独立直後からのカシュ ミールの帰属 を

め ぐる 3回 の戦争、東部のアクサイ・チンの領有

をめ ぐる中印紛争等の政治的理由から、紛争地域

として長 く外界との接触を絶たれてきたため、古

くから人々の生活の中に生 き続けていた仏教 とそ

の美術一かの地の人々にとっては信仰の対象その

もの一が1974年 の人域解禁によって突然に現代に

甦 り、伝承されてきた民俗・文化 とともに密教系

f/、教美術研究の面で世界の注 目を浴びた。

この付近の地図

イン ド亜大陸全域の地図の利用については、本

誌 8月 号「ス リナガル」の稿で紹介 したとお り、

米国AMSがかつて作成 した25万分 1図 シリーズ等

が利用できる。ほかに、この地方については1987

年に作成された衛星画像地図 (図-1)があ り、等

高線はないものの、道路や集落については唯一正

確 な最新情報 として重宝である。

東西交流史の中で

この地は、今でこそ、中印 。中パの両国境紛争
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図-2 ラダックの中心地 レー (図の右 )と 、その起点シュリーナガル
図中紫色の点線は印パ停戦ライン、破線は中印係争国境 (Bartholomew、
1:4,000,000 1ndian SubcOnthent、 10分の9に 縮小 )

によって三方の国境を閉ざしたままとなっている

が、近世には、ヘディン、スタインらの東 トルキ

スタンヘの地理的探検隊 も通過 し、さらに奥地へ

と峠を越えていった交易上要衝の地であ り、かつ

てはチベ ッ トや新彊へ開かれた国際都市であった。

さかのぼれば、イン ドに生まれ、早 くから中国、

日本へ と伝わっていた仏教は、チベ ンヽトには 7世

紀に中国 とネパールから伝えられたが、さらに 8

世紀には当時イン ドで全盛であった密教がカシュ

ミールとこの地を経てチベ ンヽトに伝 えられ、隆盛

を見た。その後、中国、イン ドと相次いで仏教お

よびその文化が消滅する中で、奇跡的にこの地に

遺った曼茶羅等の図像 (写真⑦)は かつてインド

において全盛であった大乗仏教の流れを正統的に

伝えているもの といわれている。

なお、 日本 とこの地域 との歴史的な繋が り。交

流は、仏教伝来に関するものを除けば何 もない。

最近の調査・登山隊を除いて、この地への 日本人

入域者で知 られているのは、明治末期から昭和初

期まで中央アジアに広 く足跡を残 した大谷光

瑞の探検隊の一部 と明治末の 日野陸軍少佐の

踏査行位の ものである。

王朝の興亡 と現在

ラダックが吐蕃 (チベ ンヽト)の史書に登場

するのは、10世紀末である。 もとより、人口

希薄の地のゆえに、周辺への大 きな勢力は及

ぼ し得なかったが、15世紀にはナムギャル王

の もとで、レーを中心に今に残る多くの寺院

が建設されるなどの繁栄を見た。その後、中

央アジアからの トルコ系民族の侵入、次いで

西のバルチスタンの軍勢の侵寇を受け、王国

は崩壊の危機に立たされるものの、16・ 17世

紀には再び全盛をむかえ、ナムギャル王朝は

仁、教の興隆に努めてチベ ンヽトとの交易 も盛んに行

われた。 しか し17世紀には、チベ ッ ト・蒙古、カ

シュ ミールの軍勢に蚕蝕され、衰退の道を歩むこ

ととなり、19世紀以降は英国統治下のカシュ ミー

ル藩王国に併合 されて現在に至 っている。

このような歴史を経て、ラダックの中心地 レー

には、市街のどこからも見え、丘の上から町 を降

呪するような 9層 の王宮の廃虚 (写真④)が今に

残っている。 しかし、僻遠の地ザンスカールでは、

かつての王国の都邑とは名ばか りに過疎化が進ん

で、今では日干しレンガの家が数十軒のみとなっ

たパダム (写真⑤)と さらに奥の寒村ザンラにそ

れぞれナムギャル王家の末裔が住み、今も村人か

ら「王」 として遇されている。

ラダックを世に矢口らしめ、 今も口住一―ともいえる

観光資源となっているのは、既に述べたとお り、

密教系美術の数々が残る僧院 (図 -1中 に′点在する

*)であるが、その代表は、ラダックで現存最古

のアルチ・ゴンパ (11世紀)であり、整然と描か

れた精緻な曼茶羅その他の壁画は壮観を極める。

ほかに、陸路ラダックに入る際に岩石砂漠のよう

①不毛の大地を縫うラダックヘの道 ③たくましく生きる人々 (同、路上の行商)②蒼空と路傍の仏塔 (ザ ンスカールにて)
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④ラダックの中心地レー、背後の山上は旧王宮 ⑤今では見るかげもないザンスカールの中心地

パダム、仏塔が点在する土色の街

な山中に見えて くるラマユル・ゴンパレーを過 ぎ

て周辺の無数の仏塔 とともに風景 との美 しい調和

を見せ るティクセ・ゴンパ、最奥にあって仮面舞

踏を伴 う初春の大祭が有名な最大規模のヘ ミス・

ゴンパ (写真⑥)等々。ザンスカールではカルシ

ャその他の僧院がある。

谷間に点在する僧院の壁面には、数多くの曼茶

羅を始めとして、未、青、黄白に彩られた守護尊、

護法尊の多くが盆怒の異相をなし、時に明妃を抱

く。見るものを呪縛するような画像の数々である。

苛酷な自然と風土に生きてきたチベ ットの人々の

内に秘めたる鋭い情緒感による凄ましい限りの創

造物であろう。

しかし、村々には、仏の加護と来世を信ずるよ

うに穏やかな表情でマニ車 (廻す毎に、納めた経

文を唱えたことになるという)を手にして真言を

唱え続ける老人はいても、修行が続けられている

筈の僧院には、ほとんど堂守のような、宗教的気

迫・緊張感を感 じさせ得ないような僧以外には見

あたらず (高僧は主都デ リー等に滞在の由)、 堂内

には異彩異形の諸尊と曼茶羅が、周囲を飾る千仏

とともに退色 し損傷 しなが

らも、不思議に色鮮やかに、

冷えびえとした空間をなしているのみである。

この地では、夏 も終わ りに近い頃から風が吹 き

始め、微細な土沙を巻 き上げて視界を閉ざす 日が

多くなる。やがて、秋 ともなると日々に気温は低

下 して空は澄み渡 り、天地に満つる月の光の白い

輝 きが地上の霜に見まごうような酷寒の夜が訪れ

る。

峠は雪に閉ざされ、外界から訪れる人も絶える。

ほとんど人々に顧みられな くなった僧院の閉 ざさ

れた内陣の間の中では、幾多の仏の、人々の心を

見据えるような眼が永遠の命を長 らえているので

はないか と一一。

(国土地理院 )

【文献】

F. de Filippi :“ Himalaya, Karakoram and East‐

ern Turkestern",E Arnold,1932.

HAAJ:「 チベ ンヽト・ ラダック研究」、1973

岩村武二 :「 ラダック曼茶羅」、岩波書店、1987.

0.Follrni:“Zanskar―A Himalayan Kingdorn'',

Thamesで &Hudson,1988.

⑦ 僧 院の壁画の教 かず、左 :護法尊マハカーラ(日 本に渡って大黒さま )、 中
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熱 い 大 地 の 想 い 出 話

P a r t ‖

33期  佐藤 かおり

もう何号も前に (編者注 会報 6号)、 熱い

大地の想い出話 (バ ラグアイの話)を書かせて

もらいました。また今回も、熱い大地 (南米大

陸)の話を書かせてもらいます。

あ、そうそう、申し遅れましたが、私、結婚

しました !(編者注 旧姓西村かおりさん)そ
の甘～い?新婚旅行の話です。私を知ってる方

は、私がず―と自由な独身生活を楽しむだろう

と思っていたでしょうが、ふとしたタイミング

でこうなり、新婚旅行で、南米大陸最高峰・ ア

コンカグア・ へ登つてきたのであります。今回

、その日程、費用などまとめて何かの参考にな

れば、そして、是非行つてみてもらいたいと思

つております。

アコンカグアというと、ヒマラヤ以外では一

番高い山、標高6959m、 もしくは6962mと いう

ことで、高所登山になります.皆、高山病の不

安から「行けない !」 と敬還してませんか ?あ

せって登れば高山病も出るでしょうが、マイベ

ースでゆつくりと、余裕をもって高度順応すれ

ば、必ずこのくらいの標高なら登れると思いま

す.しかし、休みがとれない !こ れが一番の問

題でしょう.だって、アルゼンチンのメンドー

サ (登山基地)まで 3日 はかかります。もちろ

ん直行便はありません。私達は、サンチアゴ (

チリ)経由で国境を夜行バスで越えました。 (

37曲がりの急カープ立山なんて目じゃない !)

舟田さんに「キーッ !私も行きたい !と 思え

るような原稿を」と頼まれたのですが、登山自

体はそんなに楽ではなかったので、キーッ !と

いう感 じはしないと思います。

キリマンジャロの時は小屋泊りで、ガイ ド、

ポーター付き、食事もいっぱいおいしいものを

作ってくれたので、個装だけ持つてぶらぶらゆ

つくり行けばよかったし、ジャングルから車原

までのいろいろな美しい植物も見れました。ヒ

マラヤ トレッキングの時も、ポーター、コック

との大名行列で、至れり尽くせりの待遇で快通

でした.途中の村や寺や人々、シャクナゲや風

景も美しく、興味深かつた。アコンカグアは、

そんな風に行けるところではないということを

お断りしておきます。お金を出せば大名行列も

出来るかもしれませんが、ビークアタックとな

ると、そう甘くはありません。B.C.が4000m以

上だし、6000m以上での歩行は 1歩がつらくて

5歩ずつ歩くのが精一杯でした。やはリー般人

が全て行けるわけではないので、ガイ ド登山は

南壁 トレッキング (4000m付近)が多いようで

す。

ちなみに、今年は2000年をまたぐ登山という

ことで、人が多く入っていて、3000人 くらいが

シーズン中アタックに入るだろうとのことでし

た。私達は、 237、  238番 目でした。

私達は全て二人でやつたので、食事は全て自

分達で準備 (買い出しから、パッキング、調理

まで)し、生活用品もほとんど持つて行きまし

た。 (テ ント、コンロ、シュラフなど。レンタ

ルもあるが、それほどいいものはない。)

Bo C。 までは、 ″
ムーラ

″
(馬みたいなの !?

)が食料を運んでくれたけれど、高度順応の為

、私達は、B.C。 まで行くのも荷を1 3kg程 ずつ担

いで トレッキングです。B.C.か らC(キ ャンプ

)を一つずつ上げる荷据げも、全て自分達でや

りました。そしてつまらないことに植生が乏し

【チリ、アルゼンチン

国境】
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諦聘:

【登山申請後の トレッキング道.正面奥がアコンカグア.

トレッキングづン多く遊びに来る。】
ここら辺は、ハイカー

メンドーサは各国の トレッカー達がうろうろ

していて、登山用品店、レンタル店、ムーラの

手配、レンジャー小屋 (入山届をチェックする

ところ)までの交通機関の手配などをするエー

ジェントが多くあり、登山許可証をもらうとこ

ろもこの街にあります。交渉は英目かスベイン

語です:ちなみに一般の人々は英語も分かりま

せん。

宿泊施設は街の中心に、安いのから高いのま

でありますが、日本人にお薦めするのが「民宿

アコンカグアJです。 (街から空港の方へ8肺

くらい行つた郊外)移住した日本人増田夫婦が

やつててて、アコンカグアに登った長谷川恒男

や、山田昇、植村直己、三浦雄―郎、田部井淳

子なども来ていて、写真やサインがあります。

そして、ノート (記録帳)や資料も揃つていて

参考になるし、日本語の文庫本などもあります

“
一」

la>7 )Vr>:z7xC)ilL" t tva*7^afff c Lfr<l

いのです。景色は、B.C.ま ででも、オルコネス

谷の河原の乾爆強風地帯で、砂・石だらけ。3.

C.か ら上もザレザレでつまらない.初めだけ (

コンアルエンシアまで)少し緑があつて鳥が飛

んでいたなあくらいで、あとは無機質な世界で

した。こんなこと書くと行きたくないと思うで

しょうか ?厳し―い、淋しい世界です。

登山の内容については、食料、装備表、行動

表、日程表などを見て下さい。ここでは登山基

地メンドーサ、3.C.の様子を書いてみます。

登山基地
″
メンドーサ

″
、聞き覚えないです

か ?ワ インの産地です。日本に入つているアル

ゼンチンワインを見て下さい。きつとメンドー

サの名前を見つけるでしょう。私達はボデガー

(ワ イン倉庫)見学と試飲をし、ワインも何本

か担いで帰つてきました。

-17-
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。自炊 `なので好きなものが食べれるし、安全

です。 (南米の安ホテルなどでは、まれに荷物

がなくなることがある)お風呂もあるので旅の

疲れもとれるし、郊外なので静かに寝れます。

のんびりするにはもってこいです。)そ して、

頼めばいろいろな手配もやってくれます。語学

に自信のない人、日程に余裕がない人にはお薦

めです !ち なみに、好意でシーズン中のみやっ

てるだけなので、予約が必要です。

次にBC_の様子ですが、テント村ができてい

ます。それぞれ個人用のテントも多くあります

が、様々な トレッキング会社の大テントが多く

あつて、下山の荷を運ぶムーラの手配、下山後

の交通機関の手配などをしてくれるし、レス ト

ラン、バーもあります。パソコンや携帯電話を

使って下界と連絡してくれるので、安心です。

医療テントも大きいのが二つあります。医療は

常駐です。非常に親切で、私も咳がとまらず薬

をもらいました。 (日 本語は通 じません)BC
には共同 トイ レ (汚 い !)が掘 つてあります。

お金を出せは綺麗な トイレの鍵を借 りられます

。 (20$)。 BCに はシャワーもあ ります。 (

ソーラーシステム。10$/回 )温かいかは不明

です。BC近 く (15分 くらい離れた所)に はホ

テルがあって、泊まれるし、おいしい食事 もあ

ります。 C2への荷揚げ後、ここで休養 し、力

を蓄えて、ビークアタックという人もいます。

BCで は氷河の融けた流れている水を使います

。朝はまだきれいそうだけど、昼からは茶色 く

汚そう !欧米人は浄化するボンプを持つて来て

いました。私達は布フィルターだけでした。そ

して、BCでは日本人にも会えます。 (単独で

来ている人が多い)私達は10人 くらいと話をし

、情報交換をしました。日本食を分けてもらっ

たり、下山時にいらない物をあげてきました。

一一
一

一■
一
一
一

【ムーラが荷を運ぶ。 (BCまで )】

■|]詳ittρ浴鶉顆

【BCか らアコンカグア頂上を見る (夕焼け)】

-18-
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12/17(金 )

103螢ョン7Jレエンシア着 (3300m)。 泊
lν 18(土 ) : ■521B.C.(プ ラ

1735:B.C.(4200m)着・泊

11翼層璽更三鶏

1522:4945m着 (キャンプ・カナダを過ぎたところ)

17:30:B C 着・

9つ51高所順応 (Cl往復 )とClへの

量1露l:'♂ξ喜
・デス5デイェじデ死∵ooo着

lQ43:高 所順応 (Clヘ

:17:40:こ 1碁・
1呵
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琶 iニ コ五 た 5300磁 復∈ 明 時間,下り2巾

靖ヨ難[l…
…編

12/23(木 ):  :8

lν25(土)ilょ
1湧81倉瑠

|は箱8: ため,5800m付近まで登る)

12/27(月 )i

朋〔測務 Yア
擦臨

lol171B C着・泊
1出」持罫デポの荷を融

口Ю
尉ぢぢ彰二て風深ぜ詠ミ堪亀説1漢亀嘱・)

詢 じ 勧 :設物 アコガ 皮 ア登色

【BCか らClへ のザ レ、ジグの道。登 り切った所がCl】

-19-

一副
■
一



【Clか らアコンカグアを見る (中 央奥にビークヘの トラバ ース道が見える)】

【カナ レータ (ビ ークヘの道。結構急で、

6000m以上で、一歩一歩がつ らかつた。

登 り切 って左奥が ビーク。】

アコンカグア峰 。周辺図

―

玉

o   1   2   3
b

ヽ
．

-20-



行続

ぐ
撃
掛
置
伍
〓
Ｎ
個
〓
米
鯉
　
＜
運
臣
だ

‰17け (120劉 ●2ぉ ■252も ■232.73。
,

A~n

く
〓
卜̈
Ｚ
Ш
Ｏ
∝
く
く
０
】Ｊ
ロ
コ
ａ
Ш
Ｅ

Ш
コ

〓̈
０

口
０

く

０

コ̈
ロ
つ
Ｌ
口
∝

①OЭ
3選■▲

・
c."∝

‐

@niltj0r0/itru0t z7l crum*uruusriurriltsnr
@ftttr0il0/piloilt I GUAn0ApBollr/ntrErfl

@Acttli rvAItR // p.,*rt;B,Io't
(rlllroBlAfl0l/llllofixlll0il 6CORR1OtmsOnur
@ tlotri iloTrr 6,*uosrr,o,srnles
OpfirtlrB0sAtJluos/flf,sTAr0 Scruturnroicrumny
@connoLtcounoL

1」

れ

・こド
「
か
代

フヽ
　
マ

プ

コ >

レ
』̈

鶴

【
　

・ヾＴ
膨

藩
一

ご
一

ぃ」″

ヽ
ン

・
　
一Ｔ

磁
　
デ

３
）
　

　

　

２

´
，

　

　

　

ヽ

に
，
　
　
　
　
　
レ
¨

ｒ
”
銀

１
ハ
ハ
＝

〓
‐
‐
「
刊
――Ｉ
Ⅲ

ＩＩＩ
‐――
到
「
・^―
―
―
―
―
「
―
―
―
‐

「
―
■
「

ハ
ー
に

―

―

―

―

―

―

‐

‐

‐

‐

―
　

　

．

■
　̈

　

　

い

i

芳
　
　
　
　
臓
シ

ジ
汁 ゝ x

「

一　
　
　
　
　
ヘ

D0

A

②

皇 :



装備 リス ト

<日 本から持っていつた物>
・テン ト (エ クスペディション用)1張  (上

部キャンプは強風です。BC用 にもう一つあ

ると便利。私達は持つて上がつたり下りたり

で大変でした。 )

・ピークワン (白 ガソリンコンロ 白ガスは現

地購入 EPl、 プリムスガスは売ってない

。しかしキャンピングガスはある)

・プラ靴  ・オーバーウェア上下  ・鍋セット

、まな板、ナイフ ・アイゼン (ビ ッケルは

持つていかなかった。雪はあるが特に必要性

は感 じない。ス トック…三浦雄一郎隊の隊が

おいていったものをレンタル した )

・スパッツ、靴下  ・毛手、オーバーミトン

・ 目出帽、帽子、サングラス  ・テルモス

・ろうそく、ライター、固形メタ ・懐電

・コンパス (使わなかった)・ シュラフ (厳冬

期用)、 シュラフカバー、エアマット

・地図 (日 本でア トラス トレックの簡単な地図

コース概略をもらいに行く。詳細な地図はな

い。道に迷うことはない) 。修理具

・じょうご ・布フィルター (BC近 くの氷河

の水は汚く、必要 !浄化ボンプを使つている

人も多い) 。医薬品 (頭痛薬、胃腸薬、

抗生物質、日焼け止めクリーム、カットバン

、テービング)

<現地レンタル品>
・ス トック ・水ポリ ・ガスポリ

・ダウンジャケット

食料について

BCまでの トレッキング中、BCでの食料は現

地調達した。

人参、玉ネギ、ジャガイモ、キヤベツ、ニン

ニク、ソーセージ、チーズ、スープ、魚・員

の缶詰、シーチキン、オレンジ、米、バン、

【アコンカグア頂上。

苦闘の末、16時 23分

やっと到着。疲れ切

った。)】

スパゲティ、クッキー、チ ョコ、ナッツ、 ド

ライフルーツ、あめ、カステラ、ジャム、マ

ヨネーズ、コーヒー、ココア、ジュースの素

紅茶、砂糖、ビール、ワイン、ウィスキー

BCまでは荷をムーラが運んでくれる (1頭60

kgま でOK 120$)の で多く買いすぎた。余つた

物は日本人にあげてきた (困 つたかもしれない

!)

Cl、 C2での食事は全て日本食で持参した。

これは泣けてくるくらいおいしくて絶対に必要

やつた (余裕があればもっと多くほしかった )

ジフィーズ、α米、ラーメン、みそ汁、お茶

漬、ら、りかけ、梅干し、緑茶、キャラメル、

日本のあめ

費用について

・航空チケット (周遊 )

・国内移動、空港税etc

サンチアゴ■成田

209000

45000

・サンチアゴ→メンドーサ (バ ス)20$× 2

・登山許可証 (20日 間 Expedition)120$

(High Season  12/15～ ?)

(Low Season   は80S   )
。ムーラ 1頭 (60kgま で)     120S
・メンドーサ～レンジャーテント   23$

(タ クシー8$～バス10$～車 5$)
。レンジャーテン ト～メンドーサ   100$

(タ クシー 1台をチャーター)

・メンドーサでの移動費       10S
(タ クシー、バス)

。民宿アコンカグア宿泊費25$× 4泊 100$

(少 し高い !)

。手数料 (日 本への通信費、ムーラ。タクシー

の手配など)          loo$
・食料              loo$
・ホワイ トガソリン         9$

-22-



・装備 レンタル (ダ ウンジャケ ット、 70$
ガス入れ、水ポ リ、ス トック )

おまけ

アコンンカグア登山に17日 間もかかっている

し、南米は遠いし、新婚旅行がこれだけ ?

心配 しないで下さい。行く前にハワイで挙式

をして、ワイキキ ビーチで リゾー トもした し、

イースター島ヘモアイ像を見に行つた し、マイ

アミでイルカのフリッパーも見た し、アコンカ

グア疲れも、チ リの リゾー ト地 ビーニャ・デル

・ マルでのんび りし、甘～い新婚旅行を楽 しん

で帰ってきました。

何か、旅行から帰つてきて、新居への引つ越

し、新生活、そ して仕事を始めた私は、普通の

おばさんになって しまって、アコンカグアヘ登

頂 してきたということは、もうすご～く音の、

夢のような出来事のようです。

でも、私の体にしみついている
°

ラテン
゛

の

感覚が再び呼び掛けるのです。あ～～行きたい

南米大陸 !!絶対行 くぞ !

次回も報告 しますのでお楽 しみに。そ して、

キリマンジャロ、アコンカグアときて、次は、

マッキンリーを目指す予定です !?(も ちろん

マイパー トナーと一緒です )

GWは “白山～ベルクハイム
い

と張 り切って準備 していた

のですが、前 日になつて、 “妊娠"が発覚し、日帰 り登山、

山菜採 りに変更になりました。

いつか挑戦する予定です。

最近、週末は山にも行かず、マラソンもできず、家事と家

の片付けに追われています。

【おまけ 私のパート

ナー `き よし'と。

1999125ハ ワイにて】
p s
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シ _Eル ノヾσDら 、そ ,さ と 11を 言方 ね て

15期 舟田 節子

この旅行記は、ワンゲルのOB会報用に手がけましたものの、あまりに長くなりすぎま

した。そこで「限定版」として20部をカラーコピー付きで制作。気にかけていただきまし

た方々に、先に帰国報告で送らせていただきました。

それが「少なからぬ」反響を頂き、また私自身、ガイ ド本には書いてない事をお伝えし

たい願望も根強くありました。そのうえに、この頃は老人力も強まりまして、「ガマン、

ヒカエメ」を美徳と思わず、「ワガママ」こそやっておくべきの信条に至っております。

(「昔からワガママ」の声も・・・。こうやって、老人は頑迷になる 。・・
)

よって全編大公開。編集長の独断と偏見を究める事にしました。「限定版」に胸キュン

をされた方・・オンナゴコロとはその程度のものです。

<は じめに>
ネパールはインドの北、緯度では奄美大島と同じくらい。北海道の 2倍の面積をもつ国

です。エヴェレス ト登山で知られる国ですが、入山隊数は制限されており、今は、 トレッ

キングが目的の外国人旅行者が急増 しています。 「厳冬期ヒマラヤ !」 と吃驚されました

が、 10月 から3月 が乾期で トレッキングシーズン。また、高山病さえ克服できれは、5545

mの カラパタールもトレッキングの延長のままに踏む事ができます。

今回の私の旅をKUW∨ ・OBの皆様に分かりやすく例えれば、芝原から、中河内、下

小屋を経て、赤摩木古・大門へ・・・が似たイメージになります。それらを2000m程高く

し、まわりに6000m級の山を配置すれば、あたらずといえども遠からず。高山病の予防上

「ゆっくり」の人の方が賢いとされ、それもOBに はお薦めです。

まず深井君から、カタログを取り寄せて下さい。すると、チャンスはなぜか転がってく

るものです。「 l wishJが 全ての夢の始まりです。

1949

1951

1953

ネパール開国

クンプに最初の登山隊入域

チ ョモランマ (エ ヴェレス ト)初登頂

エ ドモンド・ヒラリー、テンジン・ノ

ルゲイ初登頂者となる

ルクラに滑走路完成

サガルマータ (エ ヴェレス トのネパー

ル名)国立公園設立

登山・トレッキング

外国人入目致   目的旅行者数 登山麟数

1962    6、 179

1975   92、 400  12、 587

1985  180、 989  28、 707  91

1990  254、 885  39、 999

1995  363、 395  84、 524  91

登山隊 クンブヘの

隊員数  入域者数

4、 254

824 6、 906

8、 290

624

1964

1975

KHUMBU Mount Everest Trekking Mapよ り[VERE刊
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長いのが苦手な人用に s ummaryを つけておきます。

尾易 平成42年 (2000年)3月28日  (火曜日)」L 國 辛斤

「ナ
マ
ス
テ
」
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声
を
掛
け
る
と
、

日
本
人
と
目
ざ
と
く
識
別
し
た
子
供
た

ち
か
ら
は
、

「
こ
ん
に
ち
は
」
の
あ
い

さ
つ
が
返
っ
て
く
る
。
こ
こ
は
ネ
パ
ー

ル
、
ク
ン
ブ
地
方
の
ク
ン
デ

・
ク
ム
ジ

ュ
ン
村
。

標
高
三
八
〇
〇
層
に
建
つ
学
校
は
平

屋
の
石
造
り
で
あ
る
。
暖
房
は
な
く
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黒
板
と
長
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戻
っ
て

く
る
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シ
ェ
ル
パ
語
に
文
字
は
な
い
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子
供

た
ち
は
学
校
で
、
ネ
パ
ー
ル
語
の
読
み

書
き
を
習
い
、
算
数
、
歴
史
、
英
語
ヘ

と
領
域
を
広
げ
て
い
く
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女
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家
、
ロ
ッ
ジ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑

を
守
り
、
男

は
出
稼
ぎ
と

ガ
イ
ド

・
ポ

ー
タ
ー
で
現

金
収
入
を
得

舟

田

一即
子
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大
ワ
ン
グ
ル
Ｏ
Ｂ
会

ち
な
み
に
私
た
ち
の
青
年
ガ
イ
ド
の

二
人
は
日
本
語
も
ペ
ラ
ペ
ラ
で
あ
る
。

間
け
ば
、
富
山
県
の
声
崎
寺
の
建
設
会

社
と
技
術
交
流
の
枠
が
あ
り
、
七
年
前

か
ら
毎
年
八
人
が

一
年
間
の
研
修
に
来

て
い
る
と
い
う
。

そ
ん
な
語
学
力
、
気

配
り
、
ロ
ッ
ジ
の
厨

房
で
の
料
理
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腕
、
買
い
物
で
の
商
品
知
識
な
ど
、
彼

ら
は
第

一
級
の
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き
る
力
」
の
持
ち

主
で
あ
る
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、七
割
が
失
業
し
、

カ
ー
ス
ト
の
残
る
国
で
は
、
ガ
イ
ド

・

ポ
ー
タ
ー
の
口
を
待

っ
て
い
る
し
か
な

い
。
故
郷
の
村
に
は
、
祭
の
当
番
、
三

度
の
結
婚
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
、
貯
え
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放
出
さ
せ
る
因
習
が
あ
る
。

一
方
、
国
は
自
国
民
の
出
国
や
外
貨

持
ち
込
み
に
厳
し
い
制
限
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設
け
て
い

る
。
日
本
で
の
思
い
出
に
彼
ら
の
目
が

輝
く
時
、
私
た
ち
の
胸
は
限
り
な
く
痛

ん
だ
。
彼
ら
の
事
情

を
変
え
る
力
は
な

い
。し

か
し
日
本
の
子

供
た
ち
に
は
、
今
の

事
務
局
長
）

る
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そ
ん
な
暮
ら
し
に
見
合
っ
た
実
学
を

学
ぶ
。

日
本
に
生
き
る
幸
せ
と
、
生
き
方
を
じ
っ

く
り
考
え
て
は
し
い
。
　

　

（金
沢
市
）

■ ■

*ヒ マラヤ !

Y2Kが さらに騒がしくなってきた頃、丁度

西暦2000年 は銀婚式の年にもあたる事を私はこ

じつけだしていた。いかにフランチヤイズの自

営塾とはいえ、「休まない」は信用の第一歩。

この 18年、振替日なしの休室は、三男坊の出

産の一日のみだ。

その信条が大揺れしたのが昨年。実家の兄嫁

が 2年 3ケ月の闘病の末、50才で亡くなつた。

悠悠自適のはずだつた実家の母が、闘病中から

主婦に返り咲く事になった。

これまでも、私は少なからぬ悲報に接し涙 し

てきたが、やはりそれは葬儀のその場や、思い

出す時だけの悲嘆だつた。周囲の日常の歯車が

どう狂うものなのかは、初めての身につまされ

る直視といえた。

「必要な人」に戻つた母はそれなりに生き甲

斐を得てもいるようだ。が、その娘は、わが子

を育てあげて責任を果たした後に、必ずしも思

いのままになる第二の人生が待つている訳では

ない事を思い知った。「親の責任」・・・ リス

トラの時代に、それだけはと耐えている人は多

かろう。それを果たせなかつた兄嫁は無念だつ

たろうし、それを分かち合う伴侶を失つた兄も

哀れだ。

ところが、そんな身近な悲劇が、心して「親

の責任」を全うしなければ、「より無難に、よ

り手堅 <」 の教訓へと私の場合は結びつかなか

った。いつどんなご縁で歯車が狂うかしれない

。「周りの状況が全て整ってから」まで、待つ

てはいられないし、そもそもそんな事などあり

えないのだ。チャンスは自分が作らなければ、

とびつかなければ・・・。

そんなあたりが、「生き方」の別れ目になっ

ていくのだろう。山渓の海外ツアーのページに

日のとまる自分がいた。2000年 だもの、銀婚式

だもの 。。「親の責任」「仕事の責任」を、そ

うこじつけて外そうとしている自分がいた。29

期深井君からのツァーカタログも、ようやく本

気で目を通してみた。値段、日数、いつ頃 ?そ

の頃にはヒマラヤに傾きつつあつた。思い切っ

てなら、不便そうな所が先だ。へえ、秋がベス

トなんだ。そういえば上馬夫妻も秋だつた。

そんな「夢」に色をつけだしていた頃に、思

いがけず、高校同窓のM氏 (北大山スキー部0
B。 設計士)か ら、クンプ協会の公開セミナー

ヘのお誘いが来た。一度も同級になったことの

ない彼とは、同窓会で顔を合わせるようになっ

てから同じ系統のサークルであった事がわかり
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。自然・文化Jのテーマが個人的にもタイム

リーで、三男坊も連れて参加する事にした。

10月 23日 、国際交流センター。「カンチェン

ジュンガ縦走Jの記録映画に続き、「ヒマラヤ

の民・ シェルバ族」の講師は、当時 (1984)の

登山隊隊長・鹿野勝彦氏。金大文学部文化人類

学教授で、たった二人が部員の山岳部の顧間で

もある。金沢の山岳界はもったいない事をして

いるが、私も、その日まで、ああ例の田村さん

と親交のあった、環境問題に首つっこんでいる

あの鹿野さんの旦那さん 。。とまでしか知らな

かった。

意外な経歴にびっくりの講演の後、「シェル

パのふるさとに博物館を建てよう」が趣旨のク

ンプ協会の説明があり、春には、現地紹介を意

図した交流ツアーを出すという。

エーッ !色をつけても、「まあ夢だよねJの
筈だった。その夢がコロンと前に転がり出てき

たのだ。しかも「博物館を建てよう」や「シェ

ルバとの交流」なら、生徒や親への「言い訳」

もできるではないか !そ うだよ、これがチャン

スってやつさ !

日も決まっていないのに「行 <!」 と即答し

た。「決断が速い」と、M氏 に感心された。と

いうか、呆れ られたが・ 。こうして、ヒマラヤ

ヘの旅が実現する事になったのだ。

*2月 23日 (水 )

ロイヤルネパールは陸路を飛ぶ。上海の水郷

地帯を抜けてからは、鰯の背を並べたような雲

がひたすら続く。その上にいるのが今も夢みた

いだ。

「ヒマラヤを見てこようよ」旦那の方は「そ

んな不潔な所 !」 と、案の定のパスとなる。最

後まで「親の責任」がひつかかった私には、願

ってもない展開になった。「銀婚式」の言い訳

なんかは、とっ<にら、っとんでいる。言い訳な

んかどうでもいいのだ。この際、「ワガママ」

に1散 しよう。

「行く準備」より「留守にする準備」に追わ

れた 4ケ月。広げたてては途方に暮れた48年分

の身辺整理は、財務 。税務以外は、こだわりの

次元の事と、吹っ切れてからはかどるようにな

る。妻・母・嫁・塾長・地域住人・ OB会事務

局長他の役割の手配にもへとへとになる。が、

この煩わしさこそが48年生きてきた証でもあっ

た。手配の―段落がついた時には、それらが待

っていてくれるのは有り難い事と思えるように

なった。ただ、ごまかしのきく妻・母他に比べ

、競争のただ中の塾業の方は、やは りきついも

のがあった。それは改めて 「なぜ働 <のか」の

問いと答えも与えた。 「行 く !」 と決めただけ

で生 じて くる諸々、発想の転換が、新鮮で もあ

った。

おたおた忙 しが っているうちに、ミレニアム

の年を迎えた。年度末 も重な り、東の退会届を

手に しなが らも、私は 「自分の為だけに時間を

使 う贅沢 さ」 に酔 った。そ して、とうとう機上

の人 にな ったのだ。

「あれがエ ヴェレス トですよ」

前席の NGOの お じさんが教えて くれる。名残

の夕映えに浮かぶ紺色の三角形。見たよ― !も

っと近 くで見るんだよ !高度が下がる。まば ら

に電灯のともる街が流れていく。

カ トマンズ に降 り立つ。薄暗い空港だ。荷物

に飛び付 いて くる子供達。迎えのエ ージェン ト

の実子かと思 った ら、赤の他人で、お金をせび

られたの には参 った。歓迎のカタ (シルクの薄

布)を かけて もらう。子供達は車の窓まで開け

て「ヒヤクエ ン、 ヒャクエ ン」 と手を伸ばす。

25年前の新婚旅行でのバ ンコックの子供達を思

い出す。子供相手の仕事を していなが ら、こん

な子達がいる事をす っか り忘れていた。

諦めた子供達が他の車 に群が っていく。エ ヴ

ェレス ト lの 興奮が ドーンと落ちた。さっきま

で感 じていた華せな贅沢にも、 ビリピリとひび

が入 った。

市街 と思えぬ くらい車は揺れて、ホテル に到

着。郵便事情が とにか く悪いと聞いていたので

、行きもしないうちか ら、少 しで も早く確実 に

着 くようにとポス トカー ドを したためる。 とも

か く教室の子供達への サービスに送 らなければ

・・ c何の事はない、ネバールの初夜 も、学研

漬けで暮れた。

ここで、今回のメンバーを紹介 しよう。金沢

勢が 6名 。東京か ら 1名 。合流の H君は G氏の

甥で、卒業旅行。 6名の方は、クンプ協会代表

の G氏、市役所を退職 して数年の K氏、学研仲

間の Yさ ん、∪さん、 Yさ んの友人の○さん、

私の、男 2、 女 4。 女同志は山仲間で もある。

Yさ んはツアーーの話が もちあがった 3ケ 月前

に、 Uさ んはその さらに 1年前 に検査入院か ら

の急死で ご主人を亡 くしていた。仕事をや って

きた強み、成入 した子供達の存在で、共 に立ち

直 りは早かったが、立ち直れない部分も当然あ

った。

「別の道を行けば、別の風が吹いている し、

別の花 も咲いているよ。行 ってみよう。Jい ろ

んな人種が、宗教が、共存 して穏やかに暮 して

いる国。神々の山の麓で、貧 しくて も感謝の う
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【ナムチェ東の展望台にて 中央左奥にのぞくエヴェレス トと前衛の峰々

左よりTAWECHE・ 6501 EVEREST,8848 NUPISE・ 7855(背 後にLHOTSE・ 8516)AMA DABLAM・ 6812

タウツェ

アンヌル  Yさ

ちに暮らしている人達。

した。

ヌブツェ

ん 筆者 ○さん ハ
:

癒しがあるような気が

まず、説明会に誘った。彼女達の方が海外旅

行体験は豊富だが、この異色の旅には心惹かれ

たようだ。冬が乾期で トレッキングシーズンに

なる事や、ポーターが荷を運んでくれる事がわ

かると、これまた「行く !」 の即決。またも、

M氏 を感心させる事になった。彼女達も、身辺

整理に、 トレーニングにと励んだ。

そしてG氏。彼については、 トレッキングを

通 じてようやくあれこれがわかった。そもそも

海を越えて博物館を建てようなんて、話が壮大

すぎて、自分の常識中に収まらない。M氏への

信用だけで「行く !」 と返事をしたものの、そ

の後は彼に、「もしかして宗教団体か ?」 や「

政治的裏があるのか ?」 や「どこまでマジな話

なの ?」 と問い合わせるはめになった。そして

顎髭のG氏が私と同年で、会も同人誌のレベル

の規模とつながりである事。ネパールの国であ

れば、そんな規模の団体であっても、経済格差

で建物が建ち、そんなペースでしか進行 してい

かない事もわかってきた。

彼は早大卒後、各国へ放浪の旅をしたらしい

が、シェルバのあ、るさとが一番彼のフィーリン

グに合い、 しかも次々と人脈もつながりだして

いつたらしい。そして競馬新聞の編集という仕

事は、丁度シーズンオフがヒマラヤの乾期にあ

たり、クンプヘの、定期・長期訪間が可能であ

る。それ らから、彼はクンブとの懸け橋を、宿

命のごとく受けとめているらしい。「クンプ協

会」は、彼の「ピュアな心から生まれた夢」の

ようだった。「あれだワ、 ・・・、あれだヮ」

ローツェ アマ・ダブラム

クパ K tt Uさ ん アンツェリン】

の口癖が気にならなくなった頃には、「何が出

来るかわからないけれど、応援 してあげようよ

」になったから、やはり彼には、教祖の素質が

あるようだ。

そんな彼を「かわり者のおじさん」と笑って

いるH君だって、卒業旅行先に、欧米ではなく

ヒマラヤを選んだ。「結婚 しない変な兄弟ばっ

かり」と嘆く、母親方の親戚の方が彼には性に

合うそうだ。能登中島は長 じた今も、一人でも

訪れる心和む場所だという。

そして、奥さんに「ヤマンバを襲っても、襲

われるな」と意味深に諭されてきたというK氏

は (ヤ マンバって私達のこと?)、 駒草会所属

で、お洒落なこだわりのある紳士だった。駒草

会とは、金沢でまともに文献を調べての山をや

つてる人ならわかる、老舗の山の会だ。今では

偶数月の飲み会のみが活動とのこと。

ツアー説明の時には多数が来ていたが、結局

12日 の休みをとれたのは上記のメンバーだっ

た。

*2月 24日 (木 )

今回、協会はクンデ村にメイルを設置してく

る事を目的としていた。よってG氏がプロバイ

ダとの契約他諸々の手続きを力 トマンズで行う

今日が、私達の市内観光日となる。

カ トマンズ盆地のしっとりした朝。向かいの

屋上で、朝日に祈る少年の姿が印象的だ。玄関

ではキヤリアウーマンらしきインド系美人を捕
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【スヮヤンプナートのス トゥーハ】

「わ一、牛 !」 「うわ一朝市だよ !」 とぃぅ

間もなく、朝の喧騒に巻き込まれる。信号がな

いどころか、車など意に介さず、往来する人々

。「きゃ一、どいて」と、思わず足を踏んばっ

ていた面々も、無駄な抵抗を止めてしまう。小

型三輪が、満パイの人を乗せ、カラフルなサ リ

ー姿が両側を行き交う。果物、生肉、衣類・・

狭い店先に、わずかても売り物があれば並べて

ある感じ。貧しく、それていて不思議なエネル

ギーが溢れている。

その日は、スワヤンプナート (ラ マ教寺院 )

、国立博物館、ダルバール・スクエア (旧王宮

)、 ボウダナー ト (ラ マ教寺院)、 パシュパテ

ィナー ト (ヒ ンズー教寺院)を 回る。

気後れしてつい財布を開けてしまった物売り

を、どうにか振りきれるようになり、かえつて

掛け合いを楽しめるようになった頃には、旅の

楽しさが戻つてきた。最初にどっと来た違和感

から、少しずつ同じ人間の共通項が見つかりだ

す。それは「見たい」「知 りたい」の貪欲さも

、困惑の中から蘇らせた。

何より、日本の添乗員みたいな横柄なのにゾ

ロゾロくっつかされて型にはまった見物をする

のではなく、好きな所で止まり、言いたい事を

言い、触 りたい物に触る事ができた。それは、

青年ガイ ド達が、着かず離れずで見守つていて

くれたお蔭だ。彼らは日本語が「通 じる」のレ

ベルどころか、ベラベラだつた。物売りには閉

日したものの、このカ トマンズには不思議な大

らかさがあって、迷子や財布の管理以上の緊張

を与えなかった。

汗ばむ陽気の向こうにも、はためくタルタア

のかなたにも、自銀の峰々が輝いていた。

*2月 25日 (金 )

荷物は、ホテルに預けていく分と、ポーター

に預ける分と、自前用に分ける。このポーター

に担いてもらえるというのが魅力的で、ちらと

日本で登れなくなっても、こっちへ来れば可能

かも・・・ なんて思つたりした。が、そう甘い

訳でな <、 高度障害が出るので、ポーターに担

いでもらえるから、私達でも行けるという事で

ある。

カ トマンズの国内便は、さらに貧弱な施設か

ら出る。ここで同行者が増える。きびきび指示

を与えているのは、今回の トレッキング会社の

アンテンバ社長だが、その父と、彼の義弟にあ

たるアンヌル (私達のガイ ド28才 )の 3才にな

る息子カーディン君。老齢の父はカ トマンズヘ

避寒に来ており、カーディンは脚気の治療に滞

在していて、同行してクンデ村へ帰るのだ。奥

地のクンプと都会のカ トマンズはそんな住み分

けもされている。

ちなみに社長は、元教師から建設会社をおこ

し、 トレッキング会社も兼業の、クンデ村の成

功者である。その建設会社は、富山県芦琲寺の

丸新志鷹の支店であり、彼は技術協力の枠をも

らって 7年前から、クンプの若者達 8名を毎年

1年間の研修に送り出している。 1年間の間に

彼らは、ひらがな、カタカナの読み書きまでで

きるようになるという。私達の青年ガイ ドのア

ンヌル、アンツェリンが日本語ベラベラなのは

そんなつなが りからだった。

お隣富山のあの立山の麓 !おばさん達はすつ

かり嬉 しくなり、「どこ行つた ?」 「何がおい

しかった ?」 「いじ悪されたことなかった ?」

と、たちまち質問責めにする。彼らも打ち解け

た顔になって、楽しかつた日本での思い出をあ

れこれと語つた。

彼らが手にする研修手当は月に 5万円。年に

60万 円のその額で、帰国すれば家が建つそうだ

。だから社長の所へは推薦された <ての「ビー

ル」が絶えないらしい。もちろん彼は国の代表

として厳重な人選を行なっている。「クンプの

エリー ト」ともいえる彼らが、どれだけ優秀な
′
  人材であるかは、12日 間の同行で私達にはよく

わかった。にもかかわらず、 7割が失業、カー
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【カ トマンズ空港を飛び立つとまず

眼に入るのがランタン・ジュガール

山群。左奥がシシヤバンマ (8013)

中央が ドルジェ・ラクパ (6966)

右ヘレンポ・ガン (6979)ブ ルビ・

チャチュ (6722)無名峰も多い。】

ス トの残る国では、シェルバの彼らは、たまに

のガイ ド役を待つか、出稼ぎかの生き方しかで

きないのだつた。異国の旅人の感傷ぐらいでは

どうにもならない。

そこらの事情のよくよく分かつているG氏は '

言つた。「こんなふうに トレッキングに出掛け

て来る事。これが結局の所、一番彼らを援助す

る事になるんですよ」

ともあれ、17人乗 りのグルカエアラインは、

人機一体の迫力で青空へ浮上 した。盆地を抜け

ると、「耕 して天に至る」どおりの段々畑。菜

の花も茶畑も・・・。そして絶旬するのみの自

銀の峰々。写るものやら分かりもしないシャッ

ターを切る。

惚れ惚れのうちに、ガガガ・・と未舗装の滑

走路を、登るようにしてルクラヘ降り立つ。ガ

イ ド本どおりに機体の上にはクワンデ (6187m

)が贅える。慌ただしい積み替えの後、今度は

駈け下りるが如き助走でグルカは飛び立つてい

った。それは突然、昔スタンツで見た風呂敷ス

ーパーマンを思い出させた。あの頃から30年。

ここにいるのが信 じられない。クラッとする程

の幸せ・・・。

ポーターヘの荷分けの間、初めてのミルクテ

ィーを飲む。早くもワッベン買いを始めるYさ

を笑いながら、石畳の道、悠然の鶏、額に荷担

ぎ組のポーターも、全てが珍 しい。街並を抜け

ると、チ ョルテンがあつた。再びここへ戻る日

まで・・・「オムマニペメフム」と唱えてマニ

車を回す。

最初の 1ビ ッチ分もフィルムがもたなかつた

。道行くゾツキヨ (牛 )、 はためくタルタア、

マニ石、メンダン (マ ニ石の行列)。 ・・珍し

いやら嬉しいやら。

最初は下つて行くから、クワンデはますます

高く前方に費える。ナムチェは、あの山を右に

回り込んだ所。そこからクワンデは台形に見え

、今見える三角は、その台形の左端にあたるの

だと教わる。

ルクラから高校生のガイ ド、ハクパ君が増え

た。彼もこの 1月 に日本から帰つてきたばかり

で、嬉 しそうに日本語を使つている。替りばん

こで負われているカーディン君もようやく私達

に慣れて笑顔を見せるようになった。 Yさ んは

【クワンデを見ながら、山腹を下り、川沿い

の旧道に合流する。牛馬も通る幅広の小径】
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同じ3才の孫がいるので、彼にかかりを言いつ

ばなしだ。カーディンの母親は 2週間前、先に

クンデの隣村クムジュンに帰つたとの事だ。 3

月に二番目の結婚セレモニーを行い、それてよ

うやくアンヌルー家は一緒に暮らす事になるの

だという。つまリシェルバは足入れ婚なのであ

る。

エヴェレス ト街道沿いの点在する集落には、

すべてロッジがあり、また、バッティという茶

店も並んでいる。そこの石垣は背中の荷を預け

られる高さの段になっており、 トイレも完備だ

。「トイレが近いんだけど」のUさ んも一安心

。ただし、板に穴があいただけの代物で、これ

が二つあいている物は「連れション」が風習な

のかとちょっと悩む。ともあれ済ませたら、傍

らの枯れ松葉をかぶせてくるのがエチケットで

、この簡単な トイレを移動しては、畠に有機物

を続き込むのが、クンブ流農法のようだつた。

薪の煙の匂いといい、それは幼い頃の日本の

風景だつた。哀れでもなんでもない。つい40年

前までは、こんな風景が、こんな時間が、日本

にも流れていた。

ただし、この感傷を交えた懐かしさは、心に

余裕のある間だけで、実は不快・不満は鬱積 し

ていったのだった。高山病の予防の為にと、湯

茶をせっせと飲む。必然「夜中に懐電を手に外

へ出て、離れた木戸をギーコと開けて」は、寝

る前からため息の出る「お仕事」だつた。

「早くできるから」でラーメン (ラ ラ)が昼

食になった。即席ラーメンに人参、青菜入り。

それに、スプーン、フォークが添えられている

。この昼食地点ガットからは谷上にクスムカン

グール (6369m)の 雪峰が拝める。カメラなら

ずとも焦点の合わない気がする仰角だ。アンヌ

ルがフーフー冷ましてやりながら、息子にララ

を食べさせている。お客の前だからという事で

なく、穏やかな愛情を注いている若い父親。お

ばさん達が「シェルパの夫、いや婿さんもいい

なあ」と、ほほぇましく眺めていると、カーデ

ィン君も満足一杯の笑みを返した。

クスムカンはすぐ雲に隠れた。乾期のヒマラ

ヤだつて、午後は曇るものなのだ。谷間はわけ

ても陰気になる。表象物にもいちいち感激しな

くなる。そんなら、うに、路傍の巨石を埋め尽く

す経文の浮き彫りにも、葬式仏教程度の信仰の

私達には、珍 しいの次には「飽きる」がきてし

まう。ちなみに、同行の老人は、数珠を片手に

「オムマニ・・・」「オムマニ・・」をずっと

唱えっばなしだ。う一ん、真似できない。

先頭のアンツェリンは、さすがにお経ではな

く、お気に入りのインドポピュラーの口笛だ。

休憩中には、ポータブルデッキのイヤホンを耳

【経文の彫られたマニ石、チ ョルテン

(仏塔)と 、ラマ教の表象物が並ぶ道】

にしている姿もあった。表象物の左を通るとい

うルールを、厳守していた訳でもない。シェル

バも「今の若いモンは・・・」というのだろう

か。じいちゃんは、私達がミルクティーを飲む

時には薄いどぶろくを口にしていた。彼が、ず

つと音に亡くなった田舎の伯父さんによく似て

いたので、わからないと思いつつもにこにこと

声をかけてみた。当然わからない早日が返って

きた。そんな老人達と、英語も日本語もあやつ

れる若者達・・どんなギャップが出て <る のだ

ろう。

出国前に多忙だったG氏 と、避寒中に足がな

まったという老人が遅れ気味で、予定より手前

のチュモアが宿となる。腰掛けのベンチにはチ

ベット絨毯。壁には、ダライ・ ラマの写真と、

タンカ (曼陀羅)の写しというのが、この手の

ロッジの一般的ダイニングルームのスタイルだ

。ナムチェには、西のターメからの水力発電の

電気が来ているが、間のとり残された寒村は、

ランプのままで客を待っている。

お楽しみのメニューはとなると、人力や牛で

運んでこれて貯蔵のきく物、米・粉・野牛の肉
・卵、わずかの現地調達の野菜からのバ リエー

ションとなる。本日は野菜チャーハンと、発音

すると部猥語になる為モモというらしい餃子を

注文。カマ ドーつでとなると、できるまでも長

期戦だ。ガイ ド達もキッチンでおしゃべりをし

ながら、料理を手伝っている。
-30-



9才 という男の子が畠から取つてきた青菜を

そろえていた。ちなみにここらの石垣は境界と

いうより、畠を牛から守る為のものだ。そこへ

やおら牛が帰って来る。日中は出掛けてそこら

の革を食み、夕刻にはちゃスノと我が宿へ戻って

きて「モー」 (帰 ったよ !)を やる。そういえ

ば、私達は、シェルバ語も日本語も英語もあや

つるアンヌル達にも感心したが、烏がカーと鳴

くのにも感心したのだ。「猫がやっぱりニャー

だった」といちいち感心しているおばさんなん

て・・・。でもそんな些細な事が異国の旅の醍

醐味でもある。

G氏はこの宿の隣の子に毎年通う度、奨学金

を渡 しているとの事だ。本人が優秀なだけでな

く、母親がとても律儀な人なのだそうだ。ある

時、是非にと請われて心ばかりの夕食を御馳走

になったが、ヌードルも、薪も隣から借りてい

るのを見てしまい、それからは通過がてらに手

渡すに撤 しているという。この美談に「うちの

子も」が出てくるのは当然の事で、「年―万円

なら」と身を乗 り出した私達も、周辺の小波を

思って心ひるんだ。貧しい国への半端な善意は

、より多くの人に不満と失意を与えるであろう

。旅人は旅人に徹する 。・ 。それが分相応のマ

ナーである。

夜中、アーアの「お仕事」に起きた。真つ暗

というのに人や牛の気配。あすのナムチェのバ

ザールをめざす人達が、こんな時間にも歩いて

いるのだった。

*2月 26日 (土 )

寒いと思えば雪が舞っている。向かいの小屋

横に出ていた水が出ていない。お湯をもらって

洗顔。薪も水も貴重品だが、だからといって、

どこまで遠慮 して、どこまで要求すべきものか

、よくわからない。これからまだ奥地へ行くん

だから、「もらえるうちはもらっておこうよ」

で、身仕度を整える。

すく
゛
に、宿泊予定地だったモンジョを通る。

大きな集落だけあって、もの綺麗なロッジも多

い。集落の外れにはサガルマータ国立公園の出

先事務所があり、ここで入園料 650ル ピーを払

う。柵にはクンデホスピタルの「高山病を禦ぐ

為にゆっくり行きましょう」の注意書きが掲げ

られている。

谷間の視界は限られる上に、空は灰色の雲。

アップダウンを繰 り返し、忍忍のうちに河原を

歩くようになる。ようやくナムチェヘの長い吊

橋が見えて来た。

バザール帰 りなのだろう、カウベルを鳴らし

ながらの一隊が下りて来る。ジャガイモ袋は重

そうだ。牛は「厭」とは言わないのかなあ、こ

んな段差のある道でも後ろ脚を見なくて大丈夫

【貴重品の板もこのように運ぶ。左下が H君】

なのかな。柵の中や、檻の中ではなく、大型の

生きものが共存しているのがちょっとしたカル

チャーショックだ。それだけでも、「人間だけ

が生きもの」という傲慢さや、「死にたくない

Jの悪あがきが薄れるような気がする。

賑やかに子供達も下りて来た。ナイキやアデ

ィダスマークの衣類にびっくり したが、チベ

ットから、この手の偽プランド衣類が入り込ん

でくるらしい。「ナマステ !」 に「こんにちは

!」 で返してくる子供達。うぬ、見抜かれたか

。世界中の トレッカーを見る彼らの方が、辺境

にあっても世界慣れしているのかもしれない。

高いといっても、鉄ワイヤー製なら恐い橋と

いう訳ではない。こんな所にも糞がしてあった

から、やはり牛は畜生のレベルなのだ。この橋

の欄干にもタルタアがはためいている。

渡れば、いよいよ標高差 590mの 急登が始ま

る。国内のあの山程度と想像するが、体はずん

と重かった。やはり酸素が薄くなってきている

のだ。北アなら2400mあた りが森林限界。樹林

帯になっている為にビンとこないが、実際には

3000mの標高でジグザグに高度を上げていって

いるのだ。

尾根に出た所は トップダラといい、バッティ

の跡の石垣が並んでいる。 K氏ならずとも、白

山の高飯場を連想させた。いろんな国の人達が

休んでいる。初めての海外旅行がヒマラヤ行き

となったOさ んは、「他へ行かんでもいいくら

い、世界中の人を見たわJと 喜んでいた。ニュ

ージーランド人に「寒いですねえ」 (英語で )

と言つたら、「昨日までの一週間はずつと晴れ

てたんだよ。明日から晴れるといいねえ」と日

焼け顔で微笑まれた。途中、クンデの村長さん

とすれ違う。風格あるご婦人だ。男が出稼ぎを

するシェルパの村では、家を守る女が役に就 <

らしい。顔がわかつて、彼女と近況を交わすG
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どうにか前方に、白壁の家並が見えてくる。

バザールの名残を見たいと、わずかに歩みが早

まる。台地では、まだ数人が品物を広げていた

。奥地の山上にこれだけの家屋 (100軒 あまり)

がひしめいているのは意外だが、ベス トシーズ

ンの11月 には、これらのロッジも満杯になり、

テントを張るスペースまでなくなるという。土

産物店の間を抜け、お宿のロッジに入る。やっ

と昼食にありつく。

ここの若い主人のアンツェリンも、日本へ研

修に来ていた事があり、アンヌルの親友だ。ち

なみに、シェルパの名前は生まれた曜日で決ま

り、何人も同姓同名がいる。旅の間でさえ、私

達は 4人のアンツェリンに会つた。「アンヌル

の一番上の姉さんは・・」 「二番目の姉さんの

再婚相手の・・・」といった話に同姓同名がか

らんで来るために、情報が混乱 してしまう。私

達は「大学生のアンツェリン (私達のガイ ド)

」「ロッジの・・」「エヴェレス トの・・・」

と識別する事にした。昼食の間に、カーディン

はクムジュンからの迎えに背負われていった。

彼ら若いシェルバ達に、ノー トパソコンの使

用法を伝授 tノ ているG氏を残して、私達は買物

に出掛ける。まずは、近辺では唯―のベーカリ

ーに赴き、あれこれを注文し、食べてみる。胡

桃入りや、ネパールの小粒の林檎ペース ト入り

がなかなかおいしい。その後はたっぶり時間を

かけて値切 りの3限つぶし
=

その間も雪は本格化し、白に埋まり始める。

わざわざ運び賃のかさんだ物を買う気のない私

は、熱がこもらないから、次第に歯の根が合わ

なくなりだす。同じく震えているOさ んと宿に

先行。雪はますます激しくなって、見下ろす屋

根屋根も真っ白になってしまった。乾期じゃな

いのけ ? !

夕食はネパール定番のダルバー ド (豆 スープ

付きご飯 )。 食べられるうちは何か安心。皆用

心して、整腸剤や何やとお腹にまつわる薬を持

参してきていた。 K氏に至っては、駒草会に医

師もいる為、 2週間前から利尿剤を飲み始めて

おり、特別調合の散薬から、なかなかの健康キ

ットを用意してきていた。

お腹にも、腰にも木ッカイロを貼って、羽毛

シュラフに潜 り込む。ザックやシュラフは 3人
のポーターが運んでいる。シュラフはロッジに

完備でよさそうに思うが、そうでないのは、ポ

ーターの仕事確保の為なのか ?

ここの トイレはキッチンの ドアを開けてすく
゛

にあった。そして「トイレにも電気がついてる

よ !」 だった。

*2月 27日 (日 )

白い屋根屋根の上にタムセルク (6623m)が

隻えている。晴れている。コンタク トレンズの

容器の中も凍つていた。なんか頭が痛い。高度

かなあ、昨日ゾクゾクしたせぃかな ?Uさ ん、

Oさ んも頭痛がしたそうだが、もう朝の散歩に

【クワンデとナムチェ。絵はがき定番のアングル】
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回ってきた という。立山で も苦 しかつた事があ

ると心配 していた∪さんだが、大丈夫のようだ

。昨夜はクンデの村で泊まってたアンツェリン

が もう戻 つてきて 「40分で下 りてきた」 という

。それな ら今 日は楽勝だ と、晴天もあって、皆

ニ コニ コ。

ダイニングが 2階で、外は屋根雪が落ちてく

るからと、これまで目立たない所で荷造りをや

っていたポーター君達が、今朝は目前で仕事を

している。頬にも日付きにも幼さの残るガルツ

ェ、ニーマ、ウメスタムの二人は、ネパール語

を話せるのみで、サーダーのアンヌルからの指

示を受けているくこのナムチェでも荷物のの出

入りがあつたようで、棒秤で量り直 している。

復路には、食べた食料分くらいは減つたかと、

やわなヒューマニス トは安堵したが、彼らは、

しっかリジャガイモ袋を増やしていた。往来の

機会にちょつとでも多く運ぶのが、彼らポータ

ーの効率なのだ。学力と技術があればガイ ド、

そうでなければ体力のみを売るポーター。もし

くは、少数のガイ ドにあぶれれば、やはリポー

ター。そんな口があるだけ増しといつた所か。

道中を往来するシェルバは、彼らの知人ばかり

だ。ちょっとけたたましい発音の会話の内容

は知る由もないが、いかにも「仕事があつてよ

かったな」風の笑みであり、彼らもグッと荷担

ぎ紐に力を入れていた気がする。

おそらく体を消耗するシェルバは短命だろう

。民族的に頑丈かといえば、例のエ リート8名

のうち 1名位は、恵まれた日本でも体を壊して

途中帰国とな るらしい。つま りは体力のある者

が生き られ、体力がな くなればOを 開 じるのが

シェルバ達だ。それが哀れな事なのかは何 とも

いえない。

高地山羊の如き彼 らに、私達のような物見遊

山が金銭以外の何を残 して しまうのか 。・・ ヒ

マラヤ・ シェルバ・ ミュージアムは、一つの提

言ではあるのだけれ ど。

紺碧の空に、自銀のクワンデが映える。新雪

で、まばゆい白さだ。ナムチ ェ・ ゴンバ (僧 院

)外壁の銅製のマニ車をカラカラ回 してみる。

山上 にも岩か ら岩へロープが渡 され、タルタア

がはためいている。経文を版木で刷 った安 っぽ

い布だが、 ヒマラヤの空に、風 に、ジャス トマ

ッチた。馬蹄形に広がるナムチ ェと自銀のクワ

ンデがまさに「写真」 にな り、 くたびれ損かと

思われたカメラを駆使 しまくる。おかげでえ ら

く呼吸を乱 して しまった。ナムチ ェが3446m。

今 日宿泊のクンデ村は3790m。 富士山よ り高い

。が、民家があれば、それは実感を伴 う数字で

はない。

集落東の丘へ向か う。たかがエヴェレス ト、

され どエ ヴェレス ト。 ここまで来て見れなか っ

たではすまされない。だか ら、ヌプツェの肩越

しにその三角形を認めた時には、おばさん達の

歓喜は頂点 に達 した。 「ウソー !、 ウワー !J

しかいえない貧困なボキャプラ リーが悲 しい。

誰が 4ケ月前まで、エヴェレス トを見る日が

来るなんて想像 していただろう。キャーキャー

一
‐――１１１
　

一一一
¨

【クワンデ と博物館前のチ ョルテ ン。
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騒ぐ私達をアンヌル達が嬉しそうに見ていた。

「ネパールには山しかないから」の口調が、自

嘲ではなく、お国自慢の響きを持っていたのを

聞きのがしてはいない。

この丘の次には、博物館を訪ねたのだが、そ

こには、歴代のエヴェレス ト登頂シェルバの写

真が飾られていた。彼らにはよく知っている近

所のヒーロー、ヒロイン連だ。だから、「この

人は10回 も登った」ような超有名人は当然とし

て、裏話から血縁関係から、その後の話から、

面白かった。今では最高峰に登頂したく
゛
らいで

は有名にならない。無酸素は序の回、24時間で

や、16時 間でと宣言したり、シェルバの民族服

のままで登ったり、王様の服で登ったり・・・

何かとパフォーマンスがいるらしい。その右に

は外国人登頂者のコーナーがあり、田部井淳子

、植村直巳の写真も貼られていた。

「たくさんの人登りに来てるけど、みんなシ

ェルパのやった仕事。シェルバが道作って、口

―プ張って案内する。これ、シェルバだけで登

つた時。シェルバはお金がない。だけど、シェ

ルパの力報せたくて、登山隊作って登った。今

度はシェルパの女の人達だけで登るよ。この写

真の人達。この人が私の友達。」

日常にいくらそこに見えいても、何日ものキ

ヤンプには費用がかかる。まして働かないとい

う贅沢も許されない。シェルパの彼らには「外

国の登山隊に雇われ、あのエヴェレス トに登る

」・・それが最高の夢なのだ。気配りは細かい

けれど、余計な事までは話さないアンヌルが、

附かれたように話し′続けるのを聞いてそれがわ

かった。

ちなみに、エヴェレス トの登山料は 7万 ドル

。税収の為の国民の把握などまず不可能であろ

う政府には、ダン トツの歳入である。いかに辺

部であろうと、カ トマンズが都会であろうと、

クンプには世界が憧れるエヴェレス トゃ、神々

の崇高な峰がある。そこへは自分達シェルパの

【エ ヴェレス ト登頂の シェルバ と

シェルバニ達の写真。彼 らには

近所の ヒーロー、 ヒロィン達。】

みが案内できるのだ。ポーター達を指図し、客

の体調・力量を見極め、チーム全体を采配して

いく。極限状態にあっても客をたて、客の夢ヘ

の努力を惜 しまないのがシェルバであり、それ

が誇 りだ。ネパールヒマラヤはそんなシェルバ

とセットになって、歴史を作ってきたのだ。

「人集めて、ビッヶルやアイゼンも皆そこへ

集めて神様にお祈りする。『無事に登らせて下

さい』って。それもサーダーの仕事」と語る彼

は、夢あら、れる青年だった。彼 自身は6000m級

までしか案内したことがないという。ガィ ドの

口を待つしかない一方で、一番シェルパの血が

騒ぐのもやはり「ガイ ド」なのだった。

星野道夫の「アラスカ 風のような物語」に

は、教養をつけたばかりに、イヌイット古来の

生き方もできず、さりとてアメリカ人にもなれ

ず、自殺していく青年達の事が書かれている。

だから、アンヌル達の知性と、環境がわかって

きた時、その知性が裏目に出るのではないかと

やりきれなさを覚えてしまった。

でも、シェルパの血は、ヒマラヤに燃えるみ

たいだ。そして、この国が穏やかに過ごしてい

るのは、そんなら、うに、あまりに神々しい峰々

が聾えているからに違いない。

午前の逆光から抜けだしたタムセルクはヒマ

ラヤ襲もくっきりと盤え立つ。3000m分の岩壁

の高度感は「すごい」のみ。

そこを不粋に横切るのはホテルエヴェレス ト

ヴューの飛行機か ?まだその手がある。 しかし

G氏 によれば、一気にそれだけ高度をあげると

、 2、 3日 はフラフラで動けないから、登って

馴らした方が結局体の為との事。ただ、帰路は

心配がないから、単独行の時の彼は、ホテルに

頼み、復路の空きがある時に、帰っているとい

つ。

キ ラ ッと目を光 らせたの は Yさ ん。 「私、 ヒ

ー34-マ
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【真近に嘘のように高峰が資え立つ。タムセルク6623m。 】

。私だつていつか死んじゃうんだから、『おば

あちゃんと一緒にエヴェレス ト見たなあ』って

思い出を残しときたいの」ちょつと年上のUさ

んは「何言つてるの。孫は私物じゃないんだよ

。何かあったらどうお詫びすんのよ」。そこへ

アンヌルが、不調を訴えられない幼児が、到着

後死んでしまった事例を話す。微笑んでくれる

自然ばかりではない。

登りつめた所がシャンポチェ飛行場。ここは

ホテル専用の飛行場で、上のホテルまではさら

にポニーが運んでくれる。その端にあるロッジ

で昼食。

我孫子からだという日本人が先客ていた。 3

週間の休暇で、ガイ ドに丸々のお任せで、行け

る所までの旅だという。今日は高度馴化で、ナ

ムチェヘ戻るそうだ。その彼が「おれさあ、ひ

どい話聞いたんだよ !Jと 語るには、ゴーキ∃

へ行つた日本人学生がガイ ドにおいてきばりに

され、手持ちの食料もない状態で凍死寸前に通

りがかりに救われたという。要するに、彼はガ

イ ドに丸々お任せだが、きちんとしたルー トで

まともなガイ ドを紹介してもらうの肝心要の所

は押さえたという主張らしかった。信憑性はと

もかく、M氏、G氏、G氏のルー トがあるツア

ーで来ている事が、今回の旅の楽しさになって

いるいるのは確かだ。

食事中に湧きに湧いてきた雲はタムセルクど

ころか、頭上を厚く覆い始めている。早い時間

に行動すべきなのはヒマラヤも一緒だ。   _35-

その飛行場から、北西へ小高い丘を越えると

クンデ村。シェルパの聖山クーンピラの麓の平

坦地に、クンデ村、クムジュン村は位置してい

る。前者にはクンデホスピタル、後者には小学

校から高校までの学校がある。共にヒラリー卿

の寄付で建設された。だから、シェルパのロッ

ジにはダライラマの次には、ヒラリー卿とテン

ジンの登頂写真が懸かつているのが当たり前。

彼はシェルバ達の生き神様だ。そこでG氏も伝

家の宝刀の如く、ヒラリー卿のサインを大事に

している。「これが目に入らぬかあ」がやれる

かは、今後のお楽しみだ。

まずアンヌルの家を訪ね、休憩する。このあ

たりでは豪邸だ。大黒柱ともいうべき、中央の

太い柱に、銀製の茶器セット。廻 りの戸棚には

少しずつ貯めたであろうカラフルな寝具類。職

人に頼んで造るという、浮彫 りのある角テープ

ル。

末子の男子相続のシェルバだから、上に二人

の姉がいるアンヌルがここの跡取りで、 3月 に

は最後の三度 目の結婚セレモニーが行なわれる

。これをやらないうちは正式ではなく、やらな

いままのカップルもあるし、その意味では離婚

は容易というか、特別視される程の事ではない

。男はガイ ドや、出稼ぎで長期の不在だし、女

は家やロッジ、ジヤガイモ畠を守つているが、

足入れ婚というように女は実家にいる訳だ。だ

から、財産の、生活の、とあわてる必要がない

。正式な結婚ができるのは裕福の証でもある。

11竜
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彼の場合、妻が隣村の為、さらに大かか りに

なるらしい。妻の親族を招 く。次に自分の親族

を招 く。ついで、妻の村の人達、 自分の村の人

達、妻の上の代の親戚、 自分の上の代の親戚 と

、 1週間以上のお披露 目が続 くらしい。仏間に

もその為の酒類が貯え られていた。

強い絆 といえばいいのか、ゆす り、たか りの

セ レモニーといえばいいのか 。・ 。そんな事の

為にバラバラに暮 らして稼ぎ、貯め、飲み食い

に散財なんて虚 しい。 さらには、祭の当番 とい

うの もあって、それ も大散財との事。 G氏の話

では、当番による心労死 もあるらしい。 こんな

厳 しい自然の中では 「共同体を守る」が生きる

知恵なのであろう。それが支え合い、助け合い

な らいざしらず、たか り合いにシフ トしている

らしきは愚かだ。彼の結婚 も、村人の難癖で遅

れ、二番 目の娘 も生まれた今、ようや く三度 目

のセ レモニ ーとな った との事だ。

シェルパの娘と日本人の結婚は、よ くあるよ

うだ。因習に縛 られる事な く、富を実家にもた

らして くれる。同 じ顔立ちの人種の、平和で豊

かな国 日本。異国へと離れ る寂 しさを越えて、

女の成功は 「日本人との結婚Jで あるようだ。

「成功者Jと 呼ばれる層ができ、建前と本音

が車しみ合 つている。シェルバの社会はこれか ら

ガタガタと変わっていく事だろう。

私達の泊まるロッジはクンデホス ピタルのま

ん前 にあった。な にしろ標高3790m。 陽が陰 っ

てか らというもの寒 くておれないて

ところがロッジの女主人は、ス トープのつけ

方を知 らないかの如 く、何 もしない。多少はあ

たる真似 とかのデモンス トレーシ ョンを してみ

たが、おざな りにス トープを触るだけでひっこ

んで しまう。おまけに トイ レというのがとんで

もな く遠 い。一番寒い所へ来て、向こうの畠の

端なんて、まさに頭痛の種・・・どころか本当

に頭痛が してきた。

これまで気配 り満点たったアンヌル達 も、私

達が寒がっているのがわかる筈なのに動かない

。よ うするに彼 らの村だか らだ。薪や糞は貴重

品。たけどタタで泊まっている訳ではない。私

達 もG氏や、ア ンヌル達の立場を思 って (や っ

て られないね)の 目配せを しながら我慢 してい

た。肩がす くんだままこわばって しまった くら

いだ。

G氏の方はクンデの丘を越えたた途端、水を

得た魚の如 くいきいきとな りそれ こそ暖房 もな

い収蔵庫 と、ロッジを行 つた り来た り。力 トマ

ンズの会社ではパ ソコン番をや ってるアンツェ

リンとも、メールの回線 を変えてみた ら ?や 、

あれ これをや っている。暇な私達が 「寒 いJを

ますます言えない雰囲気だ。

「一寝入 りして くるJと 休んでいた Uさ んが

、表情がぼやけてむ くんできたみたいだ。 こっ

ちもうつむ くと、動悸を打つが ごときガ ンガン

に、 目の奥まで同調する。風邪か ?い よいよ高

山病か ?

夕食時にな りようや くス トープに火が入る。

ジャカイモ料理が並んだが、全 く手が出ない。

この時食欲があ ったのは G氏 と K氏とYさ ん。

あとはお湯だけを飲んでいた。外はまた雪が舞

つている。

夜中、フラフラ、かつ腹 も立った私達は トイ

レまで行かなか った。 「や っちゃえ !」

*2月 28日 (月 )

寒 さと不調て眠れなかつた らしい隣か ら、早

々に話 し声が聞こえて くる。 ∪さんの顔のむ く

みかひとくな った.私達 も腕時計がきつい、指

が握れない 。・ とむ くみが出て いる。今 日は周

囲の散策たか ら、∪さんは出掛けないで待 って

いるという。

す く
゛
後ろが病院だから、一度見て もらおうと

なった。先客 に怪我人がお り、呼び出 して もら

【集落口にはチョルテンが立つ。石垣に

囲まれているのはジャガイモ畑。聖山

クーンピラの麓のため水が得られる。】

町一一一一一・一一一・・一一一
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つての診察をうける。結果は、指先で測る血中

酸素濃度が、同行した Yさ んの半分。直線の上

をまっすく
゛
歩けない状態で、即刻の下山となっ

た。ナムチェから頭痛がしたというと、それよ

り下まで下がれという指示だった。ポランティ

ア経営のここは、診察は無料。薬のみ有料のシ

ステムだ。

結局、エヴェレス トヴューのポニーを回して

もらい、馬方、アンツェリン、ポーターの 3名

がついてモンジョまで下山と決まる。ポニーが

くるのも遅かったし、乗った事もないポニーで

下りられるかも心配だったが、さりとて代案は

ない。

後で無事合流してからの話では、ナムチェを

通過したあた りでグッと体は楽になり、乗馬の

方もローレンローレンのメロディーがうかぶ程

に快適だったという。「話の種が増えたね」と

喜べてよかった。この費用は5000ル ピー、 1万
円だつた。ポニーに乗つて来る手もある・・ Y
さんは、孫との夢をまた蒸し返しているようだ

った。

そうやって、∪さん達―行が石垣のかなたに

消えてから、G氏はさらにメール開設に励み、

私達の方は散策に出る事になる。まず、G氏 と

仮設事務所まで同行する。暇なロッジの 1室 を

借りているという事になるが、その部屋に専用

の電話回線が引かれ、ミュージアムの収蔵品の

一部が置かれている。あとの品は持ち主の所に

置いたまま、「登録」で収集しているという。

1点 1点 にラベルが貼られ、何軒かの家を見て

きた私達も、まあ生活道具の収集とはこんなも

のかなと思う。これらをこなしているのは小学

校のパッサン先生だ。

G氏 によれば、シェルバにはボランティアと

いう概念がなく、彼は極めて珍 しく、貴重な存

在だという。私はむしろ、「ポランティアJの
贅沢さに気付いた。まず、給料がもらえるよう

な人でなければ、そんな時間の使い方はできな

【クンデホスピタル。

石垣平屋造り。近辺

唯一の貴重な医療施設】

【右より、ナムチェで借りた

羽毛服に身を包む K氏と、

クンプ協会代表の G氏。

装備・衣類は、カ トマンズ、

ルクラ、ナムチェなどで、

購入 。レンタルが可能。】

いのだ。志以前に高い障壁がある。 G氏の夢と

、シェルパの現実と、どこまでオーバーラップ

できるのだろう。

ミュージアム建設予定地は、クムジュン村か

らの要請で、クムジュン寄りの両村の間、つま

りは、どちらからも離れた場所になった。つま

りは、ポツンと離れた 1軒家だ。それで常駐で

きるのか ?電気、水道、薪のライフラインは ?

折り合える給与の額は ?はてなマークが点滅す

る。

クムジュンから、三々五々子供達が帰ってく

る。ここではお昼は家で食べ、また午後の授業

を受けに行くのだという。となれば、ここの距

離感は違うのかも?や はり多くがスポーツプラ

ンドの防寒具だ。

平屋の石垣の校舎に着く。写真で見た大型の

チ ョルテンはここのグラウンドに建っている。

校長室に招かれる。寄付のつもりはあったが、

当然のように寄付台帳が最初から出てくると、

ちょっとつかえるものがある。帰国して、復習

にガイ ド本を読んでいたら、カース トの残る国

では、「富める者が、貧しい者に施しを与える

のは当然」という考え方があり、乞食も堂々と

物乞いをするとあった。ともあれ、台帳に記名

してお金を渡したら、それておしまいで、鳩が

豆鉄砲のような顔で出てきた。

まあいいわで、教室をのぞいてみる。入り口

横に黒板があり、壁沿いにグルッと長椅子が置

かれているだけの空間だ。学研の先生でものを

いえば、日本は飾 りたてた施設を持つてはいる

が、子供は不登校をするし、家の手伝いもしな

い。それでいて 「生きる力Jを スローガンにし

ている。環境の貧しさと教育効果は、むしろ逆

相関かもしれない。

そこから、イエティの頭皮があるというゴン

バヘ廻る。ここも当然寄進である。たた、私達

は寄進の後、疑わしい代物を見せてもらったが

、ガイ ドを連れていなかった自人クループは、

-37-身振 りで判明した寄進だけして、そのまま帰っ
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てしまった。

また雪が舞いだす。服に附いたそれは見事に

大型の六華だった。見惚れた後にはプルプル、

ガタガタ・・ 。さあ帰ろう。

ロッジに日本人夫婦がいた。というより「日

本語お上手ですね」といったら、「日本人です

」と言われた。彼らは、夏は北アの山小屋でバ

イ ト、冬はネパールヘ来て登山というライフス

タイルを繰 り返しているという。6000mに一座

登り、二つ目の6000mの前の体養中だそうだ。

「すごい」と感心したら、「シェルバがみんな

やってくれるから。ロープ伝っていくだけのあ

んなの、登山ですかねえ」という。それでも、

登山許可はシェルバともきちんと契約にしない

と、おりてこないのだそうだ。

夕食は注文せず。持参したおかゆと力ロリー

メイ トですませる。「Uさ んが元気にモンジョ

着」の電話が入る。よかった。

シェルパの男達がロッジに集まり始める。G

氏は、交流会のつもりで声をかけたらしいが、

彼らの方はミュージアムの協議のつもりで出て

きたしい。そうであろう。いつ建つのか、運営

資金はどうなっているのか、誰が現地責任者を

やるのか ?どんな準備機構をもつのか ?わから

ない事だらけだ。

G氏の方は、建物やお金だけをばんと出し、

後は知らないというこれまでのようなやり方で

はなく、現地の盛り上がりこそを待つているの

だという。建物が先ではなく、盛 り上がりの結

果が建物である事が夢なのだ。

それは理解できる。だが彼らの側に立てば、

建物が建たなければ、現実の話と受けとめられ

ないであろう。異国の気紛れ人がいつポッと来

なくなって、話が立ち消えになるか。まず、建

物が建つ事が順序であろう。メールを開設して

も、建築計画がぼやけたままでは、何を情報交

換する事になるのか ?たかがOB会でも、何重

【学校 も平屋造 り。昼食か ら

戻 つてきた子供達が、わず

かな昼休み時間を楽 しむ。

乾期の冬は降って も乾 いた

雪のため、子供達は防寒具

にスニーカーのスタイル.】

=●
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もの手を打 って、やっと何分の一かが実現 とい

つた所だ。盛 り上がる前に醒めて しまう、 うや

むやにな って しまう事の方が断然多い。

彼 らの言葉はわか らない し、交流よ り、協議

が優先だ。先に寝 る。協議の最後は酒宴 にな っ

たようだ。

*2月 29日 (火 )

一面の雪。とうとうクンデでは山を見ずじま

いだつた。一昨日の景色を、もう少しアップし

た程度と慰められる。

帰りはハクパの家に寄る。日本へ行くと家が

建つ 。・のとおりに増築中だ。彼の姉は日本人

と結婚して魚津にいる。その為の結婚書類はG
氏が運んだのだそうだ。母親がこの完成間近の

家の写真を撮って、娘の所へ送ってほしいとし

きりに頼んでいる。こんなに日本とつながって

いるなんて知らなかった。クンプに限らず、カ

トマンズにも、日本語学校があり、日本と関わ

る事は、成功へのステップと見徹されているよ

うだ。

村を見下ろす丘に結わえられたカタの列が、

バ リバ リに凍つている。ハクパ君の所で掛けて

もらったばかりのカタを、そこへ結びつけた。

また、ここへ来るよ !そ う、これが最初で、き

っと最後だと思った景色はいくらもある。なの

に、「〇年ぶりだ」と、村を見下ろす自分が容

易に想像できた。日本からネパールはあまりに

違いのに、逆のここからは裾広がりに世界につ

ながっていそうな気がする。貧 しくてもここは

やはり世界の屋根だ。

ところで、高山病で登りになると遅れ気味に

なった私は、重いカメラザックをアンヌルに持

ってもらった。空身なんて、おそらくワングル

1年生以来の事だ。その後は、後輩の面倒をみ

たり、子供に気をつかったり、メンバーの体調

に心砕いたり、こんなお任せなんて身分になっ
-38-



た事がない。楽だあ。こうやって少しずつお任

せに戻つていくんだろうか。

景色はろくに見えない上に、寒くて寒くて、

ただただ早く下りたいの一心で歩く。バザール

の日でもない今日は、ナムチェの多くのロッジ

も開じられたままで開散としている。そのうち

のアメリカ帰 りというインテ リ主人と、G氏は

情報交換をしている。ここらの電話回線は、12

本。すべてシャンボチェヘ集めての衛星中継に

なり、その為か彼のメールもなかなかつながら

ないという事らしい。

実は、クンプからの初メールの、次の次くら

いには、奥名会長へのメールを予定していた。

OBスキー合宿の皆様にもそう通知 してはいた

が、「電話回線があれば、次はメール」の図式

にはならず、空振りに終わつてしまっていた。

もっとも、「サムイ。アタマイタイ。 トイレ、

トオイJと 、磯でもないのが届いたような気も

しないではない。

吊り橋まで一気に高度を下げていく。女性の

方がすねているカップルもいて、やはり辛い難

所だ。ヒマラヤはガイ ド、ポーターがセットの

ものと思い込んでいたが、欧米系には現地人を

雇わず、長い足で颯爽と上がつて行くグループ

も多いようだ。道は迷うはずがなく、集落が点

在し、英語も通じる。Uさ んの件では、やはり

ツテが必要とは思ったものの、「標高の高い東

海道」といつた解釈ができなくもない。アルプ

スゃロッキーを眺めながら高地を歩く・・・島

国日本にはないジャンルが トレッキングであつ

て、彼らの方が場慣れしているようだ。とはい

え、あんな トイレや、油が鼻をつくようなメニ

ューに彼らは我慢できるのだろうか。「見たい

、知 りたい」と「我慢」を天秤にかけたら、食

べられなくなった時点で、限界だつた。自とグ

レイの世界に同調して、全く気落ちしてしまっ

た。

パグディンの宿で、すつきり顔のUさ んに合

流する。この宿はス トープが暖か<燃えている

上に、 2階には水洗 トイレまであつて感激した

。それに、夕食をやっと食べたいという気にな

り、しかもそのラーメンをおいしいと感 じた。

「我慢できない」や「気落ち」がすうっと抜け

て、ああ、じゃあやつぱり高山病だつたんだと

納得する。もっと時間をかけて馴らして行けば

、ゴーキョやカラパタールも夢ではないかもし

れない。

ここまで来ると、電気がついて当たり前だ。

ヒマラヤに憧れていながら、ホッとしてしまう

。旅は出るのが楽しい。そして、戻るのも嬉し

い 。

*3月 1日 (水 )

今日でお別れと思い、ポーター3人 と写真を

撮る。どこで寝たの ?と 聞くと下手の物置のよ

うな所を指差 した。ガイ ドのアンヌル達は部屋

で寝たり、キッチンの端で寝たりもしていたよ

うだし、食事はキッチンで、客の分の料理を運

び終わったら取っていた。ポーターの方は朝に

なったらどことなく現れ、昼間はいないし、宿

に荷物をおいたら消えてしまう。つまり、ガイ

ドは「人を雇う」事だが、ポーターは「荷物の

移動作業のみを買う」イメージだ。

今日は登りでルクラに上がる。標高が下がつ

た点では体は楽になったものの、蓄積疲労の方

がたまってきている。歩かなきゃ帰れないんだ

から、歩きましょうで、ロッジを出た。

そんなのたり歩きでも、お昼になり、サンル

ームをもつロッジで足を止める。用心が先立っ

ていたメニュー選びも、ここでしか食べられな

い物を食べておかなくては・・・になった。首

を傾げてキッチンに消えたアンツェリンが「で

きるって」の返事。それから・・・遅いのに慣

れてきた私達でも、どうかと思うほどに、出て

こない。そこはキッチンを通らないと トイレに

行けないから、替わりばんこの情報が入ってく

る事になるが、何しろ、ロッジの主人が一人だ

けで、二人の私達のガイ ドがせっせとパィ皮作

りから始めていたのだった。「できる」という

のは、「用意してある」ではなく、「粉から作

り始める」という意味だったのだ。今さら取 り

消しもできず、体が冷えに冷えるまで待った。

ようやくの焦げ目のついたアップルバイは、

だから感慨物だった。「すごいね。バイだって

作れるんだね」と言うと、ニコッと「力 トマン

ズでは、何でも作るよ」の返事。彼らの方は、

これからが自分達の分の食事作りだ。とても待

つてはいられなくて、先に歩かせてもらった。

ネパール修業が足りないと、反省した一コマだ

った。

そんなら、うに私達の方が食欲旺盛になってき

たのに反し、日君の方は食べられなくなってい

た。都会っ子の彼には、連日徒歩の毎日が、初

体験といった所で、若さでのカバーも限界に来

ていたのだろう。

帰りはもっと暖かいだろうと話していた道が

、自とグレーの世界になっている。G氏 は「三

月に、こんなに悪天が続くのは珍しいJと慰め

のように言う。珍しい花ならともかく、こんな

珍しいは願い下げだ。のどかな田園風景も、陰

気な寒村にしか見えない。やはり、住むのはた

いへんな事だ。-39-



やや先行気味に歩いていた Yさ んは、 G氏 に

カマを掛け、シェルバか ら、嫁 さんを勧め られ

ているのを聞き出 していた。そ うであろう。 し

か し、クンフに住めば、彼はシェルバ にもなれ

ず、 日本人の経済的基盤 も失 う。では 日本で と

なると、農家で もない彼 にはシェルバニがベス

トチ ョイスになる必要がない。

ボランテ ィアの枠を少 しで もはみ出ると、本

音か ら、現実か らが押 し寄せる。知れば知る程

垣根 もよ り見えるようになる。難 しいものだ。

ついにチ ョルテ ンの前 に着いた。最初 に物珍

しく眺めた町並を、 「着いた、着いた」で通る

のはフィルムが軽快に巻き取 られていく感 じた

。そ して、ついに最初にミルクテ ィーを飲んだ

ロッジに着 く。や った一 !こ こが、クンプ最後

の宿だ。

ポーター君達 とはここでお別れた。彼 らはル

クラの下の部落が家だ という。私達は余 つたお

菓子を全部彼 らに持たせた。 「あ りがとうね J

ところが・・ 。ところが と言 っていいのか、結

局そ こであと 2晩滞在する羽 目にな った私達は

、所在なげにポケ ッ トに手を突っ込み、飛行場

にたむろする彼 らを、ず っと見る事 になる。稼

ぎを手に、走 って家へ帰ると思い込んだ私達が

数段甘かった。私達の乗る飛行機がこなか った

という事は、彼 らにも客はず っとこなか った。

飛行機が峠を越えた合図があってか らでも間に

合 うであろうに、その間遊ぶで もな く、談笑す

るで もな く、時折石をもて遊び、いよいよ欠航

と決まると消えて しまう。 もっと夢を見、勝手

を言 つて もいい15か ら18才の少年達が、 「ただ

ただ待つ」の運命の中にいた。胸が痛んだ。

下山は嬉 しいが、それは別れの 日が迫 ってい

る事でもあった。私達は、それまで食事 に同席

する事のなか ったアンヌル達 と、豪華な晩餐を

共にする事 にした。ロース トチキン、スプ リン

グロール、モモ、ミックス ピザ、チキンカ レー

を 3皿ずつ取 り、山分け し、解禁の ビール もつ

ぎ合 つた。 「かんぱ―い」。

儀礼ではな く、また来る事があるであろう。

そ うでな くて もG氏を通 じて彼 らの情報は入る

。 Yさ ん達ばか りではな く、私 も「生きる」を

考えさせ られた。 ミレニアムに相応 しい旅だっ

た。

*3月 2日 (木 )

飛行機に乗 り込み、ジ・エンド・・にはなら

ない。さらにネパールを知る後半戦が待ってい

たのだ。

明ければ、春霞だ。悪天にも耐性がついてし

まった。予備日があるんだもの。木曜開催のル

クラのバザールを楽しんでいこう。

【これは野牛の肉。貯蔵用 にはチベ ッ トか らの

乾燥腿肉があ り、壁 に掛けられている。】

下の広場 に人の群れ。 「やってるよ !」 。香

辛料、豆、肉、卵、穀類、衣類、金物などが広

げられ、賑やかな駆け引きが始まっている。 こ

こはさすがに「エ ン」をいう者はいないが、 ド

ル換算の為の電卓は必携である。そ していろん

な民族がいるの も分かる。中で もチベッ ト系は

眼光鋭 く、鼻輪などの装飾が不気味で、ちょっ

とお じけづ く。原形をとどめているような大肉

塊 も圧倒的だが、 「物を食つて生きるJが素直

に入 って くる光景て もある。 Yさ んなんかは言

葉 もわか らないの に、 「まけろ」をやってるお

ばさんの横 にしゃがんで 「まけてあげてよ」 と

加勢 している。 この場はアンツェ リン達 に任せ

る しかない。それ にしても「これは高いJ「絨

毯はここの方がナムチ ェよ り安 い」 「あっちが

本物」 「これはす く
゛
破れるよ。 トレッキングの

間だけ使 うんな らいいけどJと 、よく物を知 っ

ている。 K氏 と○さんは 「 2枚でJでチベ ッ ト

絨毯を値切 り、 Yさ ん、∪さんは丁シャツを買

つた。駆 け引きが昂 じて、ロッジに戻 った途端

、 「こんなの着た くない。誰が着て くれるか し

ら」 にな った人 もいたが、黙って寵 に入れるの

とは違 う、張 りのある買物だ。

ガスはますます濃 くな り、そのまま午後 にな

って しまった。諦めて、ルクラ唯―の映画館 に

入る。 25ル ピー。ようや くカラーとわかる程度

の白々画面は、イン ド映画のはちゃめちゃ・・

例の活劇あ り、唐突にヒーローヒロイ ンを先頭

の群舞あ りのタイプだ。それが突然切れて、途

中か ら映 し直 し。また も切れて、本 日お しまい

で追 い出された。店をぶ らぶ ら覗き、帰 って ト

ランプで時間潰 し。粗末な雑誌を手に取 り、ネ

バ ールではどんな品物を宣伝 してるのか、 どん

な顔がスターなのかを研究。先月のハイジャッ

ク犯人が表紙 にな っていた。
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やっと夜になる。何度打ち上げをやってもよ

いではないか !た だ、G氏は「アンヌル達は向

こうで食べた方が」とチラと言つた。なごり惜

しい∪さん達は 「一緒に食べよう」と言い、そ

うした。恐らく彼らは、客とシェルバのけじめ

への周囲の目を気にしていた事だろう。好みも

食べたい量も違っていたに違いない。それでも

「客」を立てて、客のヒューマニズムにつきあ

っていた。

いろんな場面で、本当はどうしたら?が あつ

た。彼らが本来の青年らしく見える時もあれば

、ある種こわば つていた時もあった。それはむ

しろ同族の目があつた時のように思う。客、ガ

イ ドである自分達、周囲の同族の位置関係に、

場面毎の気配 りをしていた。そうでなければ、

シェルバ社会では生きていけない。

昨日で終わりだつた筈の羽毛シュラフに潜り

込む。まあ、予備日だつたんだから・・・。

*3月 3日 (金 )

窓から、対岸の峻峰が見える。いよいよクン

ブとお別れだ。この天気を待っていた人達が暁

の散策に出ている。クワンデのモルゲンローテ

。来る時より白くなっているのはあの寒さのせ

いだ。存分に目に焼き付けておかなくては。

アンヌルから搭乗券を受け取る。グルカのセ

カンドフライ トだ。飛行場も人が行き交い、活

気にあら、れている。みなが南の空を見上げてい

る。昨日だけでなく、その前日も飛んでいない

のだ。

待望のサイレンが鳴る。ラムジュラ・ラの峠

を越した機影があると、このサイレンが鳴る。

それから10分たらずでかすかな爆音が聞こえ、

蚊のような機影が現れるのだ。日のいいアンツ

ェリン達は見付けるのも早ければ、会社名の判

別も早い。イエティ、シヤングリラ、そしてグ

ルカ。エンジンを止めるのも惜しいように、飛

び立って行く。

「俺達の飛行機は速い」。速いとは、26分で

飛んでこれるという意味だ。ヒラリー隊のキッ

チンボーイをやつていたというロツジの主人と

も、いかにもやり手そうな女主人とも、いよい

よお別れだ。

いそいそと日溜まりのテラスを出立する。小

さな飛行場のチェックは「ライターフモッテイ

ルカ」を聞かれたぐらい。搭乗便が決まってい

るからには悠然でもよさそうなものを、 l Cmで

も前への心境で並ぶ。

飽きる程、南の空を眺めた。カ トマンズに霧

が発生しているそうだ。クワンデがまぶ しい。

でも、徐々に昼の雲に隠れだしている。早く来

てよ !

ようやくのサイレンが鳴る。どこのだ ?固唾

をのんで見守る中、白にグリーンラインが掛け

上がってくる。 「イエティ !」 歓声が上がる。

そして、飛行場は再び人声だけにもどった。

管制塔からは何の情報も出てこない。アンヌル

が力 トマンズの社長に連絡をとる。それでカ ト

マンズの情勢がわかる・ 。そんな個人ルー トに

各自が頼るのみだ。だから、「カ トマンズ空港

は閉鎖された」の情報は、ほかのガイ ドの報告

から漏れ聞こえてきた。客達が帰り始める。ま

だまだ日は高い。もうやめたなんて、怠けた国

だ。

すこすごロッジヘ戻る。カ トマンズの日本料

理店へが、またクンプ食だ。明日の夜には帰国

便に乗らなければならない。G氏達は最悪の事

態に備えての対策を講じ始めた。

「なんて国や !」 こちらもつい悪態が出る。

個人が連絡をとれるくらいなら、管制塔も「何

社の飛行機が出た」とか、いくらでも情報をだ

せるであろう。それなのに何もしないし、誰も

そうすべきと言いださないのか ?善処の末の欠

航ではなく、この程度のいい加減さで「やあめ

た」をやっている気がしてならない。

客の苛立ちにアンヌル達は、カ トマンズから

の電話を待ちながら、黙って視線をずらしてい

る。天候の悪い時、彼らは四日かけてジリヘ下

る事もあるというし′、飛ばないのはそれなりの

日常茶飯事なのであろう。客をなぐさめる程器

用ではない彼らは、こんな時は黙っている。

なぜかサイレンが鳴った。 しかし何も飛んで

はこなかった。

律儀に、私達を見送ろうとしていたハクパが

、いよいよ出立するという。途中にも何度か「

遠いんだから、もう帰ってJを言ったが、 「大

丈夫」と、にこにこしていた。「帰ったら何を

するの」と聞いたら、「学校へ行きますJの返

事。そう、彼は高校生だった。

ホテルのバスで一汗流して・・ 。もパーにな

つた。「ホットシャワー浴びよう !」 一人 200

ルピー。もう回数も少なくなってきていた H君

が トップ。「いやあ、気持ちよかったスョ」と

気が晴れたという顔。次私。階段を下りれば、

寒々の 1坪 ばかりの土間。細々水量を一旦止め

、リンスをやっとこ流して出る。ぬるいか ?程

度ではそれ以上いられない。次の Yさ んは「水

しかでなかった」で、次のOさ んは服を脱がず

足だけ洗つてきたという。根性のUさ んは「ち

ゃんと払ったのよ !」 と交渉 してお湯を沸かし

てもらい、それで拭いてきたという。体が温ま

ってくると、これも笑える話ではあった。
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さっきのサイ レンは、業を煮や した客達のチ

ヤーター機の ものだった らしい。峠までは来た

がそ こか ら引き返 したそ うだ。 こんな場合は、

まともに 1フ ライ ト分を支払わねばならず、あ

せりが丸損の結果となるそうだ。ルクラから下

りられない私達もあせっているが、力 トマンズ

に待機する人達も、到達目標がじりじりと下が

る苛立ちに いても立ってもいられない気持ち

であろう。

そうか、チャーターという手があるのか。そ

ういえば寒風に立つ飛行場に、アメリカ人夫婦

の為だけに飛んできたヘリがあった。あの時は

とんでもない贅沢と思つたが、明日になったら

、あえて贅沢の手も考えなければならない。

G氏から、「大本営発表」。明日のグルカは

フアース トフライ トを押さえた。それが飛ばな

い場合、ヘリをチャーターする。費用は、飛行

機のキャンセル料、ホテルとロッジの差額、片

道も希望客を捕まえる事で、そう高くはならな

いという。ヘリの居場所もあたってくれている

らしい。もう市内観光だってどうでもいい。帰

れさえすれば。

開き直つたというか、一安心したという所か

トランプで暇潰しをする。アンヌル達もホッと

したようにゲームに加わる。たかが トランプだ

が、彼らは頭がいい。ルールをスッと覚えるば

かりか、すく
゛
カマ掛け側に回る。日本に生まれ

ていればさぞやの可能性を手にしたであろう。

歌つたり踊つたりの類の客相手のできない彼

は、話す事がガイ ドの仕事になると分かったら

しい。富山での思い出、シェルパの風習、自分

の家族の事・・・。先の多くの情報は主にこの

時間いたものだ。立山ケープルの除雪を日本人

グループと競争してやった事、会社の トラック

を無断借用してスキーに行った事、「ネパール

の研修生」といえばただ乗りさせてもらえた事

、大阪の女性との淡い恋・・・。羽根を伸ばし

た研修時代の思い出は特に笑えた。そんな自由

めただろう。

「俺達の国は貧しいから・・・」何度もその

フレーズが出てきて、こちらもせつなかった。

私達は「国Jが 自分を拘束するもの、生き方を

決めるものと意識 した事がない。それこそ、自

分さえ、発想を変えればここへ来る事だってで

きた。「死」がちらついて 「生き方」を考えさ

せられたものの、その「生き方」にどれほどの

自由が与えられているかも、気付かずにいた。

自分がどれだけの物を手にしているか、井の

中にいてはわからない。旅は贅沢。でも一度き

りの人生。「見たい」「知 りたい」で、果てて

みたい。

ロッジには下山してきた客が増えた。大型外

人のグループはガイ ドを筆頭に陽気なグループ

だ。というより、ガイ ドが陽気にもりたててい

る。ギターも歌も上手だ。ここで初めて、ネパ

ールソングのレッサンフィリリと、チェンバ・

ホを聞いた。

一緒に歌っていたら「ジャパニーズターン」

と言われ、びっくり。「スキヤキ」はまあまあ

ながら後が続かない。そうしたら彼の助け船。

「ジャパニーズソングを知ってるよ」で歌いだ

したのが「レット・イット・ ビー」を「ナンミ

ョウホーレンゲキ ョー、ナムミョウ本一レンゲ

キョオ」で通すもの。笑い転げた。 Yさ んとオ

ース トラリア人のペアや、 K氏 とロッジの女主

人とのダンスやと、盛 り上がる。

アンヌル達にはこんな芸はないから、生真面

目な日本人向き。欧米人には、欧米人向きの陽

気なガイ ドが斡旋されるのであろう。

さらには「私達のガイ ド、ハンサムだと思わ

ない?J「そうよ。他のガイ ドなんて蒙古人そ

のものよ」という具合に、おばさん好みにまで

配慮されていたものかは知らない。

味わい深い時間が流れた。でもやはり、帰り

たい。帰れるのか ?帰れなきゃ困るんだよ !

【女主人 と踊る K氏達。

買物 に、キ ッチ ン乱入に、

ダ ンスにと、異国の旅 と

状況を、前向きに楽 しん

で いた素敵な K氏だ つた。

を味わつたあと、彼らはどんな想いで自国を



*3月 4日 (土 )

今朝 もクワンデが朱色 に染まる。だが もう、

写そ うという気 もおこらない。ヘ リが手配でき

るのだろうか ?い つそ 「 1レ ッスン分の月謝を

払い戻 します」 にして、開き直るか・・・。     できただろうに・・・。

サイレンが鳴つた。待望の視線の中の 1番機

は、赤と紺ラインのロイヤル・ネパールだ。国

営級のそこはフライ ト判断が最も慎重だという

話だ。「あれ来たから、後はどんどん飛んで来

るよ」アンツェリンがニコニコ顔でいう。皆の

こわばっていた顔もホッと、ゆるむ。ついで 2

番機。「今度はきつと、俺達の飛行機」

来ない。どうして ?昨日はこの時間に来てた

でしょ。また力 トマンズヘ電話をいれると、グ

ルカはまずポカラヘ飛んだのだそうだ。たった

1機のグルカは、それからルクラヘ回るという

。「速い」じゃなくて「早い」でなくちゃ困る

のだ。なんで、ポカラヘ先に行くのよ !な んで

1機 しかないところを選ぶのよ !怒 りの方も八

つ当り傾向になってくる。

しかし、わがグルカだけではない。あれから

サイレンがウンともならないのだ。冒険パイロ

ットが多いというイエティもこない。またカ ト

マンズヘ電話。峠の風が強く、全社がカ トマン

ズで待機 しているという。

いよいよ最悪の事態になってきた。 G氏の電

話の トーンも高くなる。彼が悪い訳でもないの

に、私達の視線はきつくなる。どうしてくれん

のよ 1の 行き場がないのだ。空港でずっと待機

しているらしい社長との協議が終わつたらしく

、G氏の本日の大本営発表。 「1時 まで様子を

見て、それからチャーターヘリの手配を・・」

「こんな国、なにもあてにならない。すぐ手配

して下さい」「こんな所、待つてたつて無駄よ

」皆、険悪。

安全第一、お天気次第なのはそれなりに分か

っている。でもこの国の「待つ」とはただぼ一

と待っている事であって、チャンスをねらって

準備万端に待機しているとは、到底考えられな

い。あのポーター君達だつてそうだ。何も運命

を変えようとしない、おかしいとも言わない、

ただただじ一っと待っているだけなのだ。やっ

てられるか !

次々フライ トアウ トを決めていく中で、グル

カは「大切なお客がいるから」と最大限の待機

をしていたそうだが、やはリタイムアップにな

った。その間、社長さんは、ヘリを探 し、 ドル

立てでの片道搭乗者を探 したりと大変だったら

しい。そしてついに、彼の義弟の友人がバイロ

ットというツテで、 5人乗リヘリが飛び立った

の報が入った。ばんざ―い !や っと帰れる。と

同時に、いかに自分達がパニックに陥るだけの
-43-

烏合の衆であったかにも気付いた。 「ごめんな

さい」 G氏 の方はそんな事で傷ついたという

より、真にホッとした表情で座りこんでいた。

一人なら、のんびりお気に入りのクンプの旅が

彼は、まだ会いたい人や、パソコン調整の用

事があり、水曜日までカ トマンズに滞在すると

いう。 K氏 も退職した身だから、バクタプール

やパタンを回つてから帰るという。そんならヽう

にやれたらいいが、もう私達は宿題の丸づけの

山が目に浮かぶ。

サイレンがな り、ガスにおおわれ始めた空に

機影が現れる。何度かヘリを見てきたが、映画

ジュラシックパークの、救出ヘリのラス トシー

ンに重なった。やっとこの状況から脱出できる

。頭の中ては感動のラス トミュージックが、ボ

リュームアップだ。

ここでもハプニングがあり、 5人乗リヘリの

客の分は 4人分と判明した。見るも哀れにH君

が気落ちしてしまう。男性軍はこのヘリの第 2

便だ。さらには一人は明日の便に回らなければ

ならない。歓喜に水をさされた気分だが、迅速

にいかねば、第 2便 も飛べなくなってしまう。

フワッと機上の人になる。早々にがスは切れ

て、例の段々畑が広がり始めた。ヘリはさすが

にゆっくり広がる視界だ。尾根から尾根へは自

動車道路ではない。クンブと同じ、荷担ぎ紐の

ネパール人と牛馬の行く小道なのだ。その背後

には、午後のもやがうっすらかかってはいるが

、不動の巨人達が、まぶしく光っている。その

光景に、出会った人達が、重なっていく。

一路カ トマンズヘ・・・。

完

後日談 1)三男坊は、 トンデる母の留守中、

近所の旦那の姉宅へ食事に行っておりまし

た。手抜き母よりはるかに食卓事情がよか

ったにも関わらず、下痢に食欲不振。やつ

れてしまいました。最後のヤケ食いで体重

回復してしまったその母は、反省しつつも

ちょつびり嬉しかったものです。

後日談 2)年度末の会員の個別懇談など、

帰国後、多忙を極めたのは当然。そんな中

でも「同じ世界遺産やJと 下賀茂神社へお

着物で出掛けた私。早朝予約タクシーのお

じさんに「このあいだヒマラヤヘ行った人

じゃ ?」 と果れられた。金沢は狭過ぎる !



ミレニアム行事も上半期を過ぎ、Ml スキー合宿 in野沢、M2 お花見コンパ

M3 マルチ トレーニング in倉谷・ 山小屋酒場が無事終了しています。

残るM4 花・星・人 in南竜は号外でも再公告をいたしました。2000年 に自山に

登り、2000年 に覚えた花、2000年 に見た満天の星、2000年 に歌ったワンゲルソング
…と思い出作りのチャンスが目白押しです。 6月 24日 現在の参加予定者は

0期…田村、 7期…村田、11期…青柳、森川、13期…吉田、15期…上馬、宇野、

奥名、鈴木、佐野、高村、舟田、松縄、松林、間所、17期…宇野、18期…大西十

家族 3、 椿川、23期…鳥越

8月 5日 (土)南竜ケビンをお訪ね下さい。

なお、M5 秋の小屋酒場もあります。こちらは 9月 下旬頃です。その頃にOB
会HPをご覧になるか、事務局へお問い合わせ下さい。

OBスキー合宿 in野沢 悌3回 OBスキー合0
特にどなたかに原稿を依頼したわけではありませんので、メール記録で、皆様にお伝え

します。参加者に一通り登場していただけますじ…。昔部誌に載っていた「落書帳抜粋」

が、近い感覚でしょうか。

みんなが読めて、ヮイヮイがやがや。さすが時代はインターネットです。特に、スキー

合宿参加者はメール持ちが多く、つい、持たない方への連絡が漏れてしまう程です。

そんなふうにメールは時代の先端を行つてはいますが、取得をしても「交信する相手が

いなくて、使ってない」「入ってくることがないから、ほとんど開かない」もよく耳にし

ます。不特定多数という使い方がある―方で、機械の以前に人間関係ありも動かぬ事実の

ようです。そしてまた、何らかの行事が提言されて、連絡の必要が出てこないと、これま

た日常に流され、年賀状メール程度になってしまうようです。

ご紹介はスキー合宿のものですが、蒲原さんの追悼登山を中心としたメール網もありま

す。他の代にもメール網があることでしょう。

OB会の運営に、インターネットは不可κ。その一方てインターネットを活用しようの

以前に、現役時代の人間関係ありき。OBの皆様には、現役時代のサポー トをはかり、か

つ卒業後の親睦交流をはかるOB会をこれからもご支援いただきたいと思います。

そして、いくらインターネットが便利で、人間関係があったとしても、これをきちんと
交通整理してくれる人材がいなければ、運営はやっていけません。

機械の前に、人の心ありき。奥名会長に深く感謝します。

7期 回ura… 村田 9期 ho…保田、 ito… 伊藤俊 il期
ao…青柳 koya…小山 sib… 芝田 ino…井上 taka…高田

口0… 森川 kato… 加藤

15期  fu… 舟田 ma…松林
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2000 0Bス キー合宿 騒動記

その前年まで

10 27mo

推定 : 00年 2月 26・ 27日 野沢温泉

予定 : 旧婚旅行から帰つたばかりの青柳 さん

はもう予約をいれていました。それも、 25日
から・・・・・・・

結論 : 野沢温泉で 11期会をや りませんか ?

青柳幹事長殿お仕事ですぞ !休養 ?十分でしょ

う。

H15■

風邪はいかがですか?

昨 日も晴天の日曜 日でしたが、息子に車をとら

れ、やむなく市内のお散歩でお茶を濁しました。

攻防の末にどうしても必要なら親父の車を使

え、優先 してやるで妥協させたので、こんな目

にあうこともあります。車に乗る責任をわから

せるのもたいへんです。

9期保田さんのア ドレスがわからないので、

転送して下さい。

保田様ヘ

OB会事務局の舟田です。

ワングルHPに紹介してありますが、来年も0
Bス キー合宿は野沢温泉で、2月 26、 27日
で開催されます。いつもの 11期連は今回も前

日から野沢入 りし気炎を吐く模様です。その 1

1期連から、保田さんのご参加の問い合わせが

きています。もし、ご参加 とあれば、今から気

合いをいれて トレーニングしないと間に合わな

いのだそ うです。上手い方には上手い方の煩悩

があるもののようです。

正式連絡は会報冬号紙上となり、そんな 1月

に入つてからでは、お好きな方はもう毎週の予

定が組まれていて、今年も残念ながら・ 。とな

りかねません。また、そんなせつかくのお誘い

も、誰が来るのかわからないと、自分の予定が

はつきりするまでと「あとで 。・」にして結局

締切ごと忘れてしまうようです。こじんまりも

それなりに楽 しいのですが、この際、有力な人

材をメイングス トに迎え、少しでも多くの方に
スキー合宿を楽しんでいただきたく思います。
「保田OBス キースクール」などいかがでしょ

う。

とい う訳で、いち早くご参加の確約をいただき

たいのですが、いかがでしょうか。
4期の高田様にもメイングス トをお願いしてみ

るつもりです。外湯あり、スキー博物館あり、

食事よし、眺めよしで、スキーは今さらの方に

も楽しめる場所であり多くの方に再会の腰をあ

げていただきたく思つています。

よろしくお願いします。

11 16h。

お誘いのメール有 り難 うございました。昨年

は別のスキー予定が先約であり、参加出来ませ

んでしたが、今年度は参加予定していますので

よろしく。

また来月 9期の東京地区在住の忘年会が下記
の通 りあるので、参カロするようにPRします。

11 20kato

どこか遠いところでスキーの話がはずんでいる

ようですが鬼の保田さんも参力‖されるというこ

とですが (ち ょつと懐かしく、また、反射的に

恐怖を感 じてしまう方である)私の予定は未定

です。

今年は、学校でも比較的閑職にありつけまし

たので絶対参加できないというわけでもありま

せん。 が・・・・野沢は遠いですね。明石か

らだと、行きで半日、あとは晩飯翌朝、朝食の

後、帰 りで半日というのは私のスキー技術から

考えると、なかなか、さみしい (き びしい)も
のがあります。あとは、いかにして、学校をサ

ボれるかにかかっているわけですが、入試や学

年末の業務とにらみあわせで考えたいと思いま

す。国民から愛される公務員としては、業務第
1と 考えてお りますからもう少 し時間を下さ

いc

ところで、野沢については、昔 「やましん」 と
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い う小さな民宿で OBスキーを 2回 ほどやつた

ような記憶があります。

みなさんの覚えていますかね。

11 21ao

保田さん、高田さん、さらには村田お姉さんな

どの先輩がたが参加されると思 うとフクワクし

ます。しごかれることになるか、更なる自信に

なるかは、その時の楽 しみにしましょう。

しかし私は、スピー ドと斜面の急なるを競 う

気持ちはありません。優雅さと華麗さをそなえ

た、カービングターンの美しさで勝負 しましょ

う。 と言 うとこで、今悩んでいるのが、ウエア

を変えるか否かです。 ウエアより、 トレーニン

グ用のローラープレー ドを買うか、大幅減少し

た所得の配分には悩みがつきない。あのカービ

ングスキーを買つた新宿ビク トリアの店頭で考

えよう。

とは言え、 トレーニングは必要です。昨日の 2

0日 には 「大菩薩峠」まで、最後の紅葉狩とト

レーニングを兼ねて行つてきた。先 日久々にあ

った長岡氏を誘つたら「あまり面白くない山」

と断られて、かえつて行く気になつたのだ。

車利用で、歩行時間 3時間程度の山歩き。最高

の天気に恵まれ 2000M級 の尾根歩きを楽し

んだ。家を出るのがチョット遅れて、尾根筋に

でたのがお昼すぎになり、お目当ての富士山は

かすみの中だつたが、手頃な トレーニングとな

って満足。山の中腹の唐松林の紅葉も最高で、

紅葉 リベンジも無事完了。

2月 の野沢に向け、「富士の見える山旅」と

和光森林公園でのジョギング (買 つた場合はロ

ーラープレー ド)を組合せて、体調を整えて行

くのが理想だ。そ して当然雪が積もつたら、ス

キーも組入れたい。 12月 と1月 に、各 1回 程

度のスキー行が理想だが。 ――― 奥様の顔

色も見ながら考えよう。

節チャンヘ

高田先輩の参加、強力に働きかけて下さい。当

方は、しごき対象の 11期の増員に励みましょ

う。

森り||さ んヘ

トレーニングは、もう始まつているのだ。甘え

ずガンパ リたまえ。なお、高田和守取締役殿の

東京での連絡方法を教えて下さい。KUWV会
費の請求がありますので。

加藤さんヘ

良き公務員であるためには、健全なる精神と肉

体が必要です。あの 「やましん」の楽しさを忘

れていないのなら、 (き び しい)と は言えない

はず。優先する遊びのスケジユールを決めてか

ら、仕事のスケジュールを作るのが現代的なん

ですよ。

上村さんヘ

また、付合つて下さい。 トレーニングにも付合

柴

伊 加 青 上 柴田村 森

藤 藤 柳 村 田 田 川

つてもらえたら有 り難い。また、急tit連 絡する

からお願いね。

保田さん 。伊藤さんヘ

2月 の野沢楽 しみです。その前に時間がとれた

ら、 トレーニングに行きましょう。 日帰 りでで

も、富士の見えるスキー場も良いですよ。そ う

だ、羽鳥湖スキー場はどうですか。近くに北川

氏の別荘があり、冬は使えることになつたいる

んです。

村田お姉さん

カービングスキーの華麗なる足わざを、野沢で

披露されること楽しみにしています。

12 13ka"

来年当初のスケジュールがわかりました。

2/25(金 )は卒業式です。だからうまくいけ

ば 25日 中に野沢にいけそ うです。今,さ らに 28

日を何とか休む算段しているところです。さす

れば、26(土 )、 27(日 )と 滑られます。いい

ね。と言 うことは、スキーを買わなくちゃ。

これが面倒 くさい。

なぜなら、甲高、幅広の靴を探すのに一苦労だ

から。

みなさんよろしくね。

12 16mo

森川 さんです。

加藤先生の気が変わらないうちに、宿の地図を

送つておきます。 12月 先生も走つて道具を揃

えて下さい。     ‐

ふるさと ; httノ/wwW nOzawa∞耐irusato/

12 19ao

加藤先生ヘ

良く決心しましたね。でも教師の本分は教育に

あり。卒業式までは、しつかり勤めて下さい。

■―

■

■
孵
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で、甲高のスキー靴は手に入れましたか ?そ し

てスキーは、当然カービングスキーでしょう !

さらにウエアは、どうしたのかな?最新の流行

モー ドで決めましょう。

森り||さ んヘ

2台 日のパソコン購入 とは、景気が良いですね。

さぞかし、ボーナス沢山出たのでしょう。それ

なら、思い切つてスキーを買い替えましょう。

カービングに。舟田の節チャンも、加藤先生も、

写真名人の村田お姉さんも、そして小山さんも、

皆カービングスキーなんだぞ―。

野沢の 「やまびこゲレンデのカービングスキー

教室」の仲間に入 りましょう。講師は、当然す

でに、 2年先行しているこの私です。

奥名さんヘ

そろそろ、スキーの替え時です。いや、もしか

したら、すでに買つているのかも知れない。そ

うでもなければ、滑走不可のスキー場に下見に

行くはずないものね。野沢の教室の生徒が 1人

追加になつたかな。

小山さんヘ

どうやら、小山さんも野沢に行かなければなら

ない雰囲気となつています。そのつもりで、ス

ケジュールの調整をして下さい。 E― メール開

通により、これから1週 間ごとに、催促のメー

ルが行くことになるのでしょうから。

皆さんヘ

今、野沢温泉スキー場のホームページが面白い。

宿で見た、グレンデを写している実況ビデオの

4画面が、HPで見れるのだ。野沢も、今シー

ズンから、スノーボー ド解放と聞いてガッカリ

していたが、われ らのホームグレンデのやまび

こグレンデはスキー専用となつているようで、

一安心。カービングスキー教室も心置きなく開

校できそ うです。そ うそう、リフ ト券プレゼン

トのアンケー トもやつているから、出してみよ

う。当方は、リフ ト券プレゼン トが目的。ネッ

トサーフィンで、プレゼン トのあるスキー場を

調べて、片つ端に応募 しよう。すでに、リス ト

ラされた身ですから、今シーズンは、スキーウ

エアの更新はあきらめました。 リフ ト代は、賞

品で確保 して、宿賃は、スキー教室の授業料で

確保する算段です。特別講師には、保田大先生

が決定済です。

よろしく皆さん協力してね。

12 20mo

だめだよ !ス キーなんか行つていては。

まず、仕事。次に、高岡の家。

そして、嫁さんのお手伝い。

準備万端にして、野沢へ。

土日は家の掃除をして、年賀状を書き終えた。

11期のみんなには、加藤、青柳、森りII参加

上村、小山参加予定としておいたので、よろし

く。

【妙高山の眺めも抜群です】

今 日、名古屋でも初雪がちらついた。こちらは、

雪を見て喜んでいるのに。それにしても、初滑

りしたなどと言 う不埒ななつがいるとは?

青柳さんヘ

パソコンを買つたのは娘です。

私は部品選択と工事を担当したのです。

なお、スキーは道具ではありません。

まして、技術でもありません。

要は、度胸と体力と少 しの知能です。

(かの有名なA.H大 先生が言つていなかつた

かな?)青柳 さんに欠けているのは・・・・・

・野沢で、大先生に教えてもらって下さい。

2000年 、 トレーニングにお金を使用予定な

ので、当分木更津で購入 したあの 128, 00
0円 のスキーを使用。なにせ、立山の御山谷を

経験 したスキーだから。青柳さん、まだ私の先

生になるのは、○○〇年早い。立山、自山、涸

沢、乗鞍、大雪山を滑べらなくては !

1221k計 o

青柳氏

貴重なア ドバイスありがうございます。 しかし

買え買えというのは、ちょっと消費文明に毒さ

れていませんか。高価な所有物で身を飾るのは

都会人の悪い癖です。景気浮揚の気持ちもわか

りますが・・・・・ 。

そこで、私は、自分でスキーを作ろうかと思つ

ています。思 うのは自由ですから、すぐにあき

らめることにします。そして、安物の代用品を

探すのです。「弘法筆を選ばず」です。買いに

行くのが億劫なとき、こんな事を考えます。「消

費より、心が大切なんだ」と。・・・

要するに、私は、ものぐさなんでしょうね。

1223価

本 日ようや く通知簿の記載が終わ り、メール解
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禁になりました。そうでもしないととても仕上
がりません。実態をオプラー トに包んでやんわ
リア ドバィスと励ましなんてノーベル文学賞な
らびに家庭平和賞ものです。仕方ないですね。
どんなお仕事にもジレンマとス トレスはっきも
のです。そんなOB達のあすへの活力のために、
野沢OBス キー合宿はますます隆盛となるべき
でありましょう。

ところが、ところで、私、不参加となってしま
いました。言い訳・・・最初聞いた時は日がず
れてたんですよ。それが本決まりになつたら2

月 22日 出発 となつて、かねてからの浮気がぱ
れてしまうことになりました。 3月 5日 まで、
ヒマラヤ トレッキングに行つてきます。金沢ク
ンプ協会とい うのがありまして、ヒマラヤ 。シ
ェルパ・ ミュージアム設立の支援団体です。友
人が博物館の設計を担当しています。そこが、
ミュージアム建設予定地の披露と、シェルパと
の交流を意図したツアーをだすことになりまし
た。金沢発着であること、そして、かねてから

関心がありながら、物見遊山のみでは家族にも
生徒達にも申し開きが出来ないがプレーキにな
つていた私には、ふって涌いたようなチャンス。
見回せば身内に病人もおらず、何をどうや りく
りしても行くぞ !と 決心してしまいました。そ
のうえに旦那が「苦節 25年」のご褒美に留守
親を快諾 してくれましたからもう、どう侮蔑の

視線を浴びようと行つてしまいます。
スキー合宿の皆様には、陳謝につぐ陳謝です。

12月 23日

保田様 早々と日程を押さえこんでしまいなが

らの不貞をお詫び申し上げます。ご叱責は 11
期のおにいさま方が、私を庇い、受けて下さる
ことでしょう。次年度には本人が残 りを受けま
すので、お手 (足 )やわらかにお願いいたしま
す。

青柳様 スキー合宿の幹事をお譲りします。記
念誌編集長のよしみでお引受下さいませ。半年
毎にあのス トレスを繰 り返すと、ヒマラヘでも
ぶつとばないと発散できないのは、先輩のみご

理解できますよね。

12 29ao

青柳です。クリスマスを、終えて。家の大掃除
を終えたあとのメール。

ジャジャジャジャンー 。・・ 1999年 最後の
ビックニュース

節チャンがヒマラヤに行くんだって !こ の寒い

時に、大丈夫 ?良いじゃない、ヒマラヤだもの。
誰も文句を言いません。ワンダラー皆の憧れで

すよね。私もそのうち行きますよ。そ う、 2年
後には、私も憧れのアルプススキー行を予定し
ていますので、野沢はキャンセルすることにな
るかも知れない。でも、チ ョット残念。野沢や
まびこカービングスキー教室は、最もしごき我

意のある生徒を失 うことになつたのだから。ま

あ、その分加藤先生をしごくことにしよう。

野沢スキー合宿の幹事長は、引き受けましょう。
安心して出かけて下さい。ただ、宿の予約や、

メンバーの募集と確定などは、どぅなつている
か知 りませんので、奥名殿に渉外 。広報委員長
をお願いいたします。ネット名人、頼 りにして

_ います。それから、森川 さん、幹事長代理をよ
ろしく。どこかの内閣みたいに、代理の方が強
くなっても結構ですから、どうぞよろしく。
さあ、そ うと決まったたら、 1月 中旬から予定
していた、野沢に向けての雪上 トレを正月そ う
そ うからに変更しよう。さて、東京からの日帰
リスキー場を調べなくっちゃ。 と言 うわけで、
節チャン安心して、元気に行つてらつしゃい。
張り切 りすぎて、ヒマラヤで迷子になつて、雪
男にさらわれるようなことがないよう気を付け
てね。ただ、ヒマラヤ報告を、早期に行 うこと。
出来たら、我が 11期が 3月 連体に予定してい

る志賀高原スキー合宿に参加 しなさい。新鮮な
思い出話をたっぶ り聞いてあげましょう。

では、とりあえず、ょいお正月を。Y2Kで 、
なにが起こるか期待して、 2000年 を迎えま
しよう。

12 29ao

森川 さんヘ

もう少 し素直になるべきです。すでに時代は、
カービングスキーに変わつてしまったのです。
カービングスキーによつて、新 しい世界が生ま

れているのです。それが生み出す切れ味、スピ

ー ド感、体験 したことのない人には理解できな
いかもしれませんが、スキーに新 しい喜びを与
えてくれるのです。

たかが道具と言 うなかれ。新 しい道具が時代を

切 り開いていくのです。この 1000年 のなか

で、蒸気機関が、電灯が、自動車、飛行機が、
コンピュータが、・ 。その道具が無かった世界
と、全く違つた世界を出現させたのです。新た

な 1000年 が始まる時、スキーの世界を変え

るカービングに時躇すべきではありません。

"時代に遅れず、時代の変化を楽しもう !!"
・・・私の千年紀を迎えるにあたってのテーマ

です。

なお、私も自山・カラ沢・乗鞍は滑つている。

蔵王 。人甲田 。ニセコ 。阿寒湖でも滑つてい

る。教えをうけるべきは、過去の経験の多さに

対 してではないのだ。時代を切 り開く、新 しい

道具の扱い方の習得には、素直にその使い手の

教えをうけるべきです。

パソコンを 2台所有する先進的な森り|1家の家長

さんですから、すでにご承知のこととは思いま

すが、時の流れに取り残されないようにしまし

よう。最後に、算数字を書く時には、 0の数を

間違えないよう注意しよう。

加藤 さんへ (冬休み後、になっているのです
か ?)公務員の一員として、個人消費拡大に協

力 し、景気浮揚に努めましょう。スキーも、ウ
エアも新 しい方がよろしいに決まっています。
なお、今時は、パーグンのスキーでも、カービ

― ■
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ングになつていますのでご安心を。教師として、
時代の流れには、遅れないようにしてください。

なお、Eメ ールは、自宅で楽しむのが公務員の

本分のはずです。学校のパソコンのみで、私的

なメールを楽 しんでいては困ります。民間企業
では「コンプライアンス (法令遵守)違反」と

して、強く糾弾されますぞ。まあ、私は兵庫県
の県民税は払つていないので、どうでも良いこ

とですが。

12 31rna

あけましておめでとうございます (も つとも、
まだ4時間ありますが)Y2Kが 無事クリアで

きるのを、会社で祈つているところです。
ところで、投書係を2カ月で首になつてしまい、
1月 4日 から、また休みのとれない職場に配属

替えとなつてしまいました。今度は午前 2時 ご

ろまでの勤務となります。 2年ぶりにスキーを

再開し、野沢の合宿へも参加するつもりでした

が、どうやら、断念せざるを得ない雰囲気です。

もつとも、新職場で役に立たず、 lヵ月でお払
い箱になる公算も大なので、望みがないわけで
はないのですが。いっそ、クビになつたほうが
いいかなと思つてしまいます。スミマセン。こ

としも不義理を重ねるかもしれません。
どうぞ、お許 しください

2000 0Bス キー合宿 騒動記

その前夜まで

01 01mo

金沢の正月はいかがですか?

私も最近は金沢へ 2～ 3回/年行つているので

すが、津田君とは随分長い問会つていないです

ね。今年は雪が多いみたいですね。富山の○山

さんは今シーズンもう2回 もスキーに行つたと

の事。 うらららやましいかぎりです。

ところで、2/26, 27野 沢温泉に入 りにき

ませんか、ついでに、スキーも。現在参加予定

は、奥名会長、保田さん、青柳、加藤、森りIIで

他に、田村さん、伊藤俊成さん、上村、小山も

参加するだろう。青柳、森り||は先発隊として 2

5日 から参加予定。久しぶりに津田君の颯爽と

した、スキーが見たい。

多分奥名会長は車でくるので、のせてきてもら

えばいいよ。 2000年 吉報を待つています。

01 02ao

さて、舟田事務局長より、野沢スキー合宿の幹

事役をバ トンタッチした時に、決心した新春初

滑りを、本日実行いたしましたので報告しまし

ょう。同期小山氏に触発され、日帰 リマイカー

スキーに本格的に トライすることにしたので

す。東京からでも、やる気と元気さえあれば、

日帰リスキーもそれなりに楽しめるのです。金

沢 。富山人よりちょつとコス トがかかるのがタ

マニキズですが。その分は、インターネット・

辰野           田村

加藤   村田

【11期の頃、ワンゲルは文化部と誤解 された とか ?】

トレー ドで稼ぐ決心なのです。

群馬県川場スキー場。平成元年開設した、立体
駐車場付のマイカー族用スキー場です。関越自
動車道、沼田インターから17。 自宅から、約
2時間半でスキー場です。本日、 1月 2日 6時
に自宅を出発。 9時すぎから滑り出し、 14時
まで、コーヒータィム 1回 だけで、存分に滑り

ました。ゲレンデは、そんなに混んでいず、空

は決晴、積雪 lM、 コースは、 1000メ ー ト

ル超のリフトが 5本。それなりにコプもあり、

予想以上に楽しめました。高速道の渋滞が気に

なり、早めに切 り上げ、 14時 40分には、車

に乗つて、帰途についたのですが、渋滞はそん

なにでも無く、 18時前には、自宅に無事戻つ

たたのでした。

関東方面の方、川場スキー場は、お勧めです。

近い、そして路面にはほとんど雪なしで、チェ

ーンなしでも行ける。 リフト最高度標高 180
0Mを越えるので、雪質もまずまず。武尊岳の

中腹、谷川連邦を前にして、眺めも最上の部類

に入る。最後にリフ ト券。 50歳以上でシニア

券。一日券 1000円 引きの3500円 なり。

ちょつと早いし、ややさびしい気分だが、安い

ことで、幸せな気分にさせられるのです。

さて、我がカービングスキーも我が足腕もまだ

さび付いていないのを確認。今年もスキーを、

存分楽しめる体力ありを確認。野沢スキー合宿

の幹事役への自信も得た。今年も、人生、少し

は楽しく遊べそうです。

今年の遊び計画。―まず、スキーですが、 1月 中

旬 。下旬にそして2月 中旬に日帰 り又は一泊ス

キー。これは、2月 下旬の野沢スキーの トレー

ニング。そして野沢スキー合宿。さらに、3月

連体に志賀高原で、今年の仕上げ。最後、 5月

連体に滑れるかな?
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そして、山ですが、今年から富士山にこだわつ

て見たいと思つています。富士登頂 (ま だ登つ

ていない)も含め、富士の見える山旅を、写真

撮影も一緒に楽しんでみようと思う。 (近 くで

楽しめる山として、富山 。金沢人の立山・自山

と同じ)ただ、ここに、自山と槍 。穂高に行け

るチャンスがでれば、そつちが優先されるかな。

どうも欲張りすぎのようです。娘の就職活動と

息子の大学受験の動向を確認しながらの行動に

なりますので、まあ、実現は、半分でもあれば、

良じとすることになりましょうが。

でも、今日のスキー、ヤッパリ独 りでは、疲れ

るのが早いし、もう一つ面白くない。メール仲

間の皆さん、今年もどうか、お付き合い下さい

ますようお願いいたします。

またまた、長らくお付き合い下さいましてあり

がとうございました。

01 15mo

正月明け早々うれしいメールが届いたので、お

知らせ します。四国の関取が春場所中にもかか

わらず、2月 の野沢温泉に参加されるそうです。

氏とは 2年前熱海の温泉で別れて以来。また、

温泉で会えるとは。

和守さんへ場所等はワングルOB会ホームペー

ジからたどり、地図をプリントアウトして下さ

い。さすらいのワンダラーならできるでしょう。

(分からなければ、こつそり連絡下さい。なお、

今回のみ、幹事長代行を青柳さんがやっていま

す。詳細は奥名会長まで。)

01 17ao

野沢スキー合宿 トレーニングと称 して、 日帰 り

スキーを楽 しみました。

日 時     20000年 1月 15日 (土 )

8:55 ～  18:06
場 所    ガーラ湯沢スキー場

メンパー    保田先輩、上村、青柳

状 況

新幹線の駅が、スキー場入口というシティー派

感覚のスキー場。 「私をスキーに連れてつ

て !」 と 11期 1年時の夏合宿 「雲平ハ―゚ティ」

リーダーかつスキー合宿 リーダーの保田先輩に

スキーに連れてってもらつた。天気は、終 日な
ぜか雪。久しぶ りに上麟特有のベタ雪で、スキ
ーを覚えた金沢と新幹線のない時代に通つた石
打での感触を懐かしく味わいながらのスキーと
なつた。やゃ距離が短いのが難だが、 9時 45
分から16時 45分まで、 2回のビールタイム

をはさんで、 トレーニングという名にふさわし
く、筋肉が悲鳴を上げるまで存分にスキーを楽
しんだのだった。上村は、可愛いボーダーちゃ
んにぶつけられて嬉 しい悲鳴をあげ、保田先輩
は、リフト下の新雪入つてリフ ト放送で注意さ
れ、私は、グレンデに座 り込むボーダーを回転
ポールに見立てて、華麗なるカービングターン

を描いたのだった。

しかし、保田先輩のスキーは華麗で速い。野沢

スキー合宿のランクアップ間違いなし。 195
cmのスキーを自在に操り、斜面が急になるほ

ど、ほとんど直滑降で降りてしまうのだから参

つちやう。野沢では、じつくり御教授 して下さ

い。ますは、野沢 トレーニング第 1段 は大成功。

できたら野沢までに、あと2回の トレーニング

を実施 し、VTRの イメージ トレーニングと合

わせて絶好調で野沢に乗り込む予定なり。

森メ||さ ん

幹事長代理として、貴君の野沢スキー合宿メン

バー増強への努力を大いに評価 します。ただし、

実戦への トレーニングを怠らないこと。温泉だ

けの森川さんになつたら、さび しいもんね。

加藤さん

国際感覚を磨くのは、大いに結構。オース トラ

リア人の可愛い彼女を、日本文化の神髄である

古式豊かな野沢共同温泉に招待しましょう。そ

して、おじさんたちとの楽しいスキーも、日本

の現代の一面を知る良い勉強になるでしょう。

フインシュタイン博士も大歓迎だと思います

よ。そうそう、AOLでオー トラリアとのメー

ルができるようにしてやつてね。

井上 史三さん

森り|1幹事長の進言を受け入れ、加藤さんちの彼

女のためにも、優秀な英語教師とすてきな国際

派女性の野沢参加を認めてあげて下さい。なお、

仕事が忙しいのは分かりますが、あまり無理を

しないように気を付けてね。たまには、気晴ら

しにスキーにも行く余裕も大切です。

小山さん

カービングネキーに乗つていますか? あのな

んとも言えないカービング感覚を味わってしま

うと、もう毎週日帰リスキーに行きたくなつち

ゃうのじゃないかと心配です。

舟田さん

野沢は、国際色も豊かになりそうですよ。安心

してヒマラヤに旅立って下さい。また「やまざ

と」最新号が楽しみ。OB会費、 11期はあと

2名 はなんとかします。

奥名さん

11期の野沢スキーメンバー増強策は1頂調です

が、 15期はどうですか。また強力講師陣の参

加に備え、 トレーニングも怠らないように。

01 26ao

この週末、温泉付での トレーニング開始とのこ

とですが、あまり張り切りすぎて、怪我をしな
いようにね。

この冬一番の寒気が張り出しているようですか

ら、人方尾根は荒れるんじゃないかな ?ま あ、

この二人のコンビならしょうがないと思つてあ

きらめて、それなりに頑張つてちょうだい。

小山さんは、カービング初降ろしかな。カービ

ングの鮮烈な感覚を存分に味わつて下さい。気
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持ちいいですぞ―

さて、先行している私も、せつかく新雪が積も

つているんだから、どこか行こうか。

奥名会長も、風邪も治つて、雪も積もつたんだ

から、元気に外に出よう!!感服しているだけ

では、 11期 との差は広がるばつかりですぞ。

01 30mo

2000年 。この記念すべき年の最初の温泉に、

1/28(金 )。 1/29(土 )と 一人で人方温泉

に行つてきました。本当は 29日 富山の小山氏

と待ち合せの予定だつたが、風邪を引いたとの

事。奥名会長といい北陸には悪い菌がいるみた

いだ。

人方温泉約 52℃のアルカリ性単純温泉。効能

は筋肉痛、関節痛、疲労回復そして美肌。温泉

の効能を確かめるために、人方に行き次いでに

少し運動をしてきました。 7～ 8年振 りの人方

でしたが、斜面が平らになつているのには驚き

ました。スキーだけでなく、ボーダーもおり、

平になつてスピー ドが出せるだけ、昔より、危

険です。私も1回 ボーダーにこかされました。

それも、男の子に。

28日 、平日のため、人方でその日の最初のゴ

ンドラに乗りました。生まれて初めてです。第

1ケルンからの 1サイクルが約 30分。 (ゴン

ドラ→ リフ ト→ リフ ト→滑る)兎に角、人が少

ない。コプが殆ど無い。青柳さん向きのグレン

デです。 (只 、青柳さんでは体力が・・・・・

・ ?)でも、調子に乗 り過ぎて、エネルギが続

かず、コプの練習まで足が廻りませんでした。

3時にはグレンデをリタイヤ、温泉でビール。

一人で滑つている私を雲一つなく、風もなく、

鹿島槍、五竜、自馬槍、杓子、白馬がやさし

く見守つてくれました。それも、2日 共。

小山さん

旅館から見た白馬三山のモルゲンロー トのピン

クが印象的でした。また、計画します。

02 03ito

年をとると決断が鈍るといいますが、ようやく

スキー合宿に参加する決意を固めました。よろ

しくお願い致します。

思えばあれからもう1年、早いものです。再び

野沢温泉で雄姿を披露することに致 しましょ

う。

02 07mura

私もスキーに行けることになりました。25、

26、 27日 と参カロします。 ところで、 25日

に北陸を車で出発 される方はいらつしゃいませ

んか。 もし、いれば、同乗させて頂きたいので

すが。いなければ、老体に鞭打つて、単身で野

沢まで運転 して行きます。

02 07mo

温泉スキー、私が声をかけての参加者は高田和

牛君だけ、多分、小山さんは来てくれると信じ

|ヾ‐‐・
・」
、一

村田 辰野    上村

奥名

ているが。お互い先は長いのです気長にや りま

しょう。それにしても、幹事長の一声で保田大

先生、加藤父ちやんをグットしたのはさすがと

言う他はない。今年も幹事長に頭があがらない

れ

白馬三山私が見た時と同じですね。御礼に鹿島

槍・五龍を送ります。私はあんなに快晴になる

とは夢にも思わなかつたので、バカチョンしか

持つていかなかつた。おかげで空の色が青くな

らなかつた。

でも平らな滑りやすい人方で トレーニングした

のだから、さぞかし。・・・・・

野沢が楽しみです。

02 08kato

野沢OBス キーを楽しみにしています。

今のところの予定です。

2/25勤 務の後 出発。

2/26ス キー&温泉

2//27  〃

2/28野 沢発

というようにせつかくの野沢温泉ですので、で

きれば、2/28ま で居たいと思つております。

なお、野沢に着くのは、25日 夜か 26日 朝に

なるのではと思います。よろしくお願いします。

また、宿屋が決まつたら、場所など教えてくだ

さい。

02 13mo

小山さん

少 しは 自制 して 野 沢 と立 山 に備 え る こ

と !!!!山の神様に許可を取 り消されない様

に !!!!!野 沢が終わつたらまた、ゴマすら

なくては。

和子さん、聖子ちゃんヘ

是非参加 して下さい。金沢発の特別車がお待ち

しています。 (会長よろしく)

加藤父さんヘ

27日 一緒に帰 りませんか 13時まで滑り、温

泉→戸狩野沢温泉駅→長野→名古屋で名古屋着

20:41予 定勿論指定きつぶはとつていな
-51-
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い。晩メシごちそうするから熟考方。 (ふ るさ

と、日曜日の泊まりは当日でもOKで しょう。)

12日 新 しいスキーの試運転に行つてきまし

た。さすが、連体、日本にもこんなに人がいた

のかと感心しました。保田さん対策 トレーニン

グ、人方温泉の練習、いずれも効果期待できず。

最後の手段、スキーを10cm短 くしました。

後は先生の老化 ?を期待するの現

後は体調維持と各人の普段の行い次第です。頑

張りましょう。

021380

野沢スキー合宿、合宿らしいメンパーとなりま

した。幹事長として嬉 しく思うと共に、舟田事

務局長には、安心してヒマラヤに行つてきて頂

丸

現在当方が承知している参加メンパーを記しま

すので、確認 してください。参加日に誤 りある

人は、青柳と奥名会長まで連絡ください。奥名

広報委員長には、ふるさとへの連絡をお願いし

ます。

野沢スキー合宿参加者一覧

田村 (0期)  25?26
本寸田 (7期)   25  26
保田 (9期)  25  26
伊藤 (9期 )   25  26
森り||(11期 ) 25  26
小山 (11期) 26  27
」■本寸 (1 1メ月)    2 6    2 7

カロ藤 (11期) 26  27
高田 (11期) 26  27
青柳 (11期) 25  26
奥名 (15期) 26  27

以下 奥名会長兼広報委員長の

営業努力 ?
しかし、 15期以下は、どうなつてるの。団結

力の 23期 からの参加があつてもいいのにな

―。参加して欲 しいひと、上馬 。竹中・栂 。高

木美保の諸君。「やまざと」が誇る人材の参加

が欲しい。こう見ると、ワングルの中にも、 I

T格差が生まれているようですね。ミレニアム

行事は、ワングルHP読者とメール仲間に偏つ

ているようです。主要メンバーのメールア ドレ

スを組織化した 11期がミレニアム行事を引つ

張つて行きます。今年も野沢では、 11期が大

きな顔をさせてもらいますが、よろしくお願い

します。

私の行動予定を連絡します。公式計画として採

用して下さい。

25日  早朝の新幹線 大宮 6:52 飯山

線経由 野沢温泉 9:59着
*夜行バスは回避し、体調維持を優先しました。

森り||さ ん、  11:00-11:30 ゴンド

ラ終点レス トランで合流しよう。

26日  終日スキー

タ食後 カービングスキー教室 講師 :保田先

生 テキス ト VTR ハ・―フェクト カーウ・ィンク・

基礎編 。応用編

27日  15時 までスキー 16:02 野沢

温泉バス停 バス 飯山線経由 新幹線

ということで、パッチ リ スキーを楽しみます。

*25日  合流計画  13:00-13:30
ゴン ドラ終点 レス トラン (やまびこグレンデ入

口 )

26日  合流計画 できるだけ夜行、早朝着と

すること。宿舎で合流。

25日  合流計画に同じ

なお、上記計画は、すべてスキー滑走可能な天

候時。ゴンドラ運行中止、雨による滑走不能時

は、すべて宿舎で合流。

*温泉入浴計画 中尾の湯 3回、その他の外湯

最低 2回。天候により、外湯めぐりあり。

奥名さん、田村教祖どのに、行動計画をお伝え

ください。

※最後に、3月 連体スキー 参加者募集

日時   3月  18日  - 20日
場所  志賀高原

宿   笠岳ホテル  (安い 1泊 2食付 7
千円以内)

では、野沢温泉で合いましょう。

02 13koya

青柳氏から電話で問い合わせがあり、返事はし

てありますが、野沢のスキーに参加させていた

だきます。 26日 (土)か ら27日 (日 )参加

の予定です。交通手段は、今のところ車の予定

です。富山を朝 3時に出れば 7時には着くかな。

この 3連体、3日 間とも午前中は雷鳥バレーで

滑つていました。

では、野沢で。

02 14slb

いまの所、行かない予定です。でも、この機会

をのがすと、永久に 。・ 。 なんて 考えも頭を

かすめたりして・・・突然、気が向いたら、と

いう確率もゼロではありませんが。

02 14ito

野沢スキー合宿参加に関し、気持ちの準備は整

いました。切符の手配も完了しました。

(往)25日  あさま 1号 (7:32)→ 野沢温

泉 (10:35)

(復)27日 野沢温泉 (13:40)→東京 (17

:12)

おいしいお酒が飲めるように体調に配意したい

と思います。

02 16ho

昨晩下記スケジュールでスノーライナーの切符

をとりました。

行き 25日 あさま 1号 大宮乗車 7:5
6発  4号車 13-D  長野着  8:57
バス のざわ 1号 長野発  9:20野 沢温

参カロ日

27

27
27

27
27

28

27

-52-



泉着 10:35

多分伊藤兄と同一スケジュール

帰り 27日
バス のざわ 10号 野沢温泉発 16:40
長野 着  18:00
あさま 532号  長野発   18:28
大官着   19:46 5号 車13-E

伊藤兄

行きの列車座席番号は?帰 りそんなに早く (野

沢温泉 13:40発)出なくて、上記最終のバス

に変更しませんか ?乗車変更は 1回のみ可能で

すよ。

02 16ino

井上' sです

行きたいけれど、やはり、行けません。カービ

ングスキーもしてみたいが買えません

スノボーなんてとんでもありません (奥名会長

TELあ りがとうございます、残念ですが・・

・ )

金沢は今積雪 24cm今 冬一番かもしれません

02 18kato

昨日は電話いただきありがとうございました。

昨日は入試業務で遅くなり、夜 11時ごろ帰り

ました。娘から奥名さんへ電話しなさいという

ことでしたがちょっと遅いので失礼いたしまし

た。

27日 夜の野沢の件、助かります。到着の方は、

まだ、はつきりしませんのでわかり次第連絡し

ます。

11回生というのは、日はよく動くが身体が動

かない観念的な連中が多いのが特徴です。

02 18taka

皆さんに会えるのを楽しみにしています。連絡

が遅れましたが、私の合流予定は次の通 りです。

2月 26日 (土 )

東京 (王子)―野沢 早朝に出発のつもりです

誰か、東京から便利な交通手段を教えてくださ

い !今は、 JR(新幹線十在来線)で行こうか

と考えています。その場合の、下車すべき正確

な駅名も教えてください !到着後、スキー少し

お酒ほどほどお風呂と休憩たくさん

2月 27日 (日 )

スキー、お風呂を適当に、ときどきお酒野沢―

東京 (王子)ホ テルに泊まりのため、当日中に

東京へたどり着けば良い

その他のお願い――――――――

1.東京ではホテル泊まりをしているため、ス

キー用の荷物を宅配便で先送りしておきたい

2.宿泊先の名前、住所、電話番号をメールし

て欲しい

02 23kato

2月 25日 19:30～ 20:00頃 につく予

定ですので恐れ入りますが、宿泊と夕食の手配

辰 森

野 ′‖

奥

名

高

田

小

山

芝

伊 田村 青 田 上

藤  田 柳 村 村

をお願いいたします。 日頃、予約をしたことが

ない私も、時間に追われる旅になりそうなので

列車予約しました。予定は次のとおりです。

2/25
昼頃 神戸発

新大阪から新幹線に乗る

15:00  名古屋発 「ワイ ドピューしなの」指

定席

18:00頃 長野着

18:00頃 長野発普通列車

19:00頃 飯山着

19:∞ 頃 飯山発野沢行きバス

19:30頃 野沢着

長野、飯山の乗換え時間は 3分程大丈夫でしょ

うか。 とにかくその日のうちに辿りつくつもり

です。

2/26や まびこゲレンデで華麗な滑り。

2/27や まびこゲレンデで疲れを知 らぬ滑

り。

2/28や まびこゲレンデでゆつくり滑る。

そして、適当に帰る。

やはり野沢では静かな滑りをしたいものです。

0224

▼保田さんはあまりのうれしさに当日が待ちき

れず、鬼の霧乱を起こしてしまい無念の欠場の

連絡

▼昨日から上信越自動車道は妙高高原付近の吹

雪のため通行止め。気温も氷点下 7度で道路凍

結。これに恐れをなした村田さん急逮 」Rでの

なぐり込みに変更。帰 りは一緒に戻りましょう。

ま3蒟、イ署σ)ィ4キ  (私信か ら)

11期 森川 功

参加人員は保田さんが風邪で欠席され、その

代わり、ワングルホームページを見られて、妙

高でのスキーマスターズ大会に、茨城県代表で
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参加された 8期の柴田夫妻が25日ふるさとに泊

まられ、26日 一緒にスキーをしました。

また、せっちゃんに叱られた芝田君も塩尻の

塩羊費を持つて参加しました。 (来るという正

式な連絡なしに来るのだから、日つたものだ.

まあ、来ただけよしとすべきかな )

ということで、延べ参加人員は14名。 (含む、

柴田夫人.旦那さんに似て、直滑降のスキー。

兎に角速い)

お茶会は25日 、26日 二日にわたり、村田大先
生、森川中先生、辰野小先生のお手前で、全員
+美和ちゃん (大学 3年生の可愛い子)が御相

伴しました.大先生が恐いのか、おいしいと評

判で、お茶は桑名まで持って帰れませんでした

.お票子は塩羊贅も食べたので、 2本残りまし

たが、森川と芝田が山分けしました。 (芝田君

は安い羊羹を持って来て、高い羊羹を持って帰

りました。)と いう訳で、皆さん十分味わられ

たので、幹事長の依頼は心良く?御受けするで

しよう。

その他、高田大事件、森川大事件、青柳小事

件、村田小事件がありましたが、詳細は奥名会

長に聞いて下さい。

200o oBス キー合宿 騒動記
その当日模様

0225

▼先発隊

青柳 (11期)団長

村田 (07期)叱咤激励いけいけ係

伊藤 (09期)宴会

森り||(11期 )テクニカルコーチ

加藤 (11期)撮影記録

前夜祭の模様は厚いベールに包まれて詳細は不
明。

スキー板神隠し事件

温泉転倒事件

女性部屋なしセクハラ事件

どうしてものぞきたい方は、明石の加藤記録室
に保管してありますのでそちらへどうぞ。

0226

▼本体

金沢組

辰野 (13期) 奥名 (15期)金 沢を5時
半出発 順調に駒を進め 9時 「ふるさと」着
富山組

小山 (11期) 本体 1よ りわずかに早く到着
東京方面組

上村 (11期) 早朝着

高田 (11期) 重役出勤

会津組

田村 (00期 )

前日妙高高原で大会に参加 したその足で突然の

なぐり込み参加は柴田 (08期 )夫妻 野沢の

グレンデを暴走と思われるほどの腕前お酒かか

えて芝田 (11期 )散歩がてらに参加

お昼にいつものレス トランで待ち合わせ。

M氏遭難事件発生。捜索に手間取る。

みんなでやまびこグレンデを「クローズ」時刻
まですべる。

最後にスカイラインコースを下る。0氏ついて
いけず一人ゴン ドラで下山 (非難ごうごう)。

やああ お疲れお疲れ・・
「シーハイル !」 は今年も野沢のグレンデにこ

だました

夜のお茶会には特別グス トとして 「ふるさと」

御用達共立 ?大学の女子学生をお迎えした。お

茶菓子の塩羊羹 (芝 田差し入れ)を 「大中小」
で取り合 う。

0227

午前中も前半好天に恵まれ、昨日ほどの人もあ

まりいない。グレンデが荒れないうちにといっ

てシュナイダーコースをおりる。途中までは気

持ちよく滑つてきたものの最後の急斜面には少
しひるむ。

高田氏大腿XX筋損傷事故 (幸いにも軽傷)

昼前後天候は悪化し、視界不良。一時は数メー

トル先も見えない状態。雪は横殴 りに吹き付け、
止まっているのか滑つているのか判然としない

状態に陥る。このままだと遭難だな 。・・。

個々の予定で順次野沢をはなれる。

0228

▼加藤隊 留年

千葉特産の「ピーナッツ」と「袋の破れた」そ

れでも「ほとんど食べられていないサキイカ」

ありがとう:お土産に持ちかえりました。妻が

大好物なので喜んでいました。特に、ピーナッ
ツは、「新物でないほう」を置いていただきあ

りがとう。ワングルらしい皆様のやさしい心に

感謝します。

2/28は 、雪とガス。 しかも、上の方は大荒れ

で、長坂ゴンドラリフ トは、中間駅止まり。上

の平リフトは、休止、しかもフー ド付きのリフ

トは風に弱いためか、撤収していました。

皆様の言うように、日頃の行いと天候とは関係

がないようです。仕方がないので、稼働 してい

る全リフトに乗 り、その証拠としてビデオに収

録しました。苦労しました。

五里霧中の中、ユー トピアもシュナイダーも牛

首も滑りました。

1日 券があつたのですが、1時半頃切り上げ「あ

―、いい気持ちだな―。」と空いた風呂にゆつ

くり入 り、けがもせずに無事帰着しました。和

守のように適当に「毛があると」けがするよう

です。それとも、太 りすぎ?

田村ご先祖様の「シーハイル」の叫びが耳につ

いて離れません。

―

“

―



その後

青柳です。

ご苦労さまでした。今年も楽しいスキーと人生

のリフレッシュができました。いつも思 うので

すが、雪国から東京に戻ると、雪のカケラもな
い晴天と雑踏の大都会。そして何時もと何も変

わらない仕事が待つているこの日常、雪国はま

つたく夢の中となります。このギャップの大き

さが、雪と無縁の都会からのスキーの魅力でし

ょう。

それと、KUWVOBス キーは、いつも思わぬ
ハプニングで、いろいろ楽しませてくれるのが

また魅力です。今年も、十分楽しませてもらい

ました。まったく変てこな個性的集団ですな。

ただ、悲喜劇部分の主役を、 11期が独占して

いることには、我を含めて反省が必要か。

また、先輩 。同輩から、衰えぬエネルギーを吸

収できるのが、この会の楽しみ。皆さんから吸

収した、色んなエネルギーで、2000年 も元

気に過ごせそうです。

今年の桜の開花は早そうですね。4月 15日 に

は、金沢の桜も散つているんじゃないかな。残

念ですが、「お花見コンパ」は欠席とさせてい

ただきます。盛会を祈 ります。

では、また2001年  野沢で会いましょう。

皆さん、心配をおかけしました、高田です。

皆さんの合宿後記を楽しく読ませて貰つていま

す。

まず、加藤さん、病院まで付き添つて貰い、貸

しスキーも返して貰いありがとう。それにして

も、げんきですね。

それから、小山さん、わざわざ長野まで車で送

つていただきありがとう。帰りは眠くありませ

んでしたか。

上村さん、長野まで同行していただきありがと

う。

青柳さん、心配をかけて申し訳ない。他の方も

大変にお世話になりました。改めてお礼を申し

上げます。

左膝の状態は、そんなものです。半ギプスをし

てびつこを引きながら勤務しています。当日は、

長野から新幹線にて東京へ帰り、ホテルに宿泊。

翌日 (28日 )、 東京本社に出社、でもみんな

冷たいのです。実にうれしそうに原因と状況を

聞いてくるのです。昼食会では、俺はゴルフで

やつたことがあるとか、当人の苦労を横に怪我

談義に花が咲く始末。出張の予定を切 り上げ、

その日の内に四国に帰 りました。 29日 に四国

工場産業医の整形外科病院へ行つてMRIを 取

つて貰い、診察を受けましたが、この医者から

して冷たい「年と体重を考えなけりゃいけない

よ。早くゴルフが出来るようになりゃいいだろ

う。装具を作つてやるから当面はそれをつかい

な。」ですつて。これが、ゴルフ仲間の言動で

しょうか。1,2,3,4,5日 と四国に滞在、

5日 のコンペは残念ながら欠席。別のゴルフ仲

間が筋カ トレーニング器具 「ABFLEX」 を

調達して届けてくれました。今日 (6日 )に装

具が出来上がるので、病院に行つて受領、装着

の予定。今週は明日 (7日 )か ら大阪 (7,8,
9日 )、 富山 (9, 10, 11日 )、 金沢 (11
日)、 香川と回らなければいけません、予定は

ゆつくりとしたものを組みました。ただ、 12
日には結婚式の媒酌が有ります。という状況で

す。こういう怪我は良く日にちが薬と言います

が、本当にそのようです。あせらずに、「AB
FLEX」 で筋カ トレーニング (ウ エス トが減

ると説明ビデオは言つています。少し、期待し

ています)を しながら直るのを待ちたいと思い

ます。そして、来年もまた、皆さんとお会いし

たいと思つています。

それから、当日から酒を飲んでいません、飲み

会に行つてもウーロン茶ですませています。ち

ょつと酒に飢えてきた感 じのこのごろです。

以上、お礼と経過報告を兼ねて送信 します。

高田和守

*柴田 勝之   8期
OB会誌を送付いただき有難うございます.

毎号楽しく拝読しております。ホームページの

情報も楽しく拝見しています。

小生、金沢を離れて33年、水戸に居を構えて

20年 になります。50有余年の人生で水戸在住が

最も長くなりました。北園東の田舎ですが、20

年経つと、住めば部で大変良い所です.昨今、

地方にあって国際文化都市と言われています。

さて、30年ぶりにワングルのスキーに家内と

参加する機会を得ました。前日、妙高池ノ平で

スキー大会があり、その足で、飛び入り参加し

たものです.先輩、後輩の面々にお会ういし大

変楽しいスキーでした.その後、 3月 にまた保

田、青柳、森川氏と志賀高原に行く機会があり

、大変良いスキーシーズンだったと思っていま

す。

信州方面でのスキーは20年ぶりでしたが、高

速道路のおかげで時間的に非常に近くなってい

ることが分かったのが収種でした.これを機会

に来年も参加したいと考えております.剛知の
皆さんはどなたか参加しませんか

草々
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お花見コンパ

顛末の記
by せっちゃん

そもそも4月 15日 (土 )は、「8日 (土 )で

は入学式他でOBは 多忙ではなかろうか ?」 と

決定されました。その時点で「花なしコンパ J

とも噂されました。さらには、「その頃なら、

現役の新入勧誘の援助になるのでは ?」 の声も

ありました。後者は人数比に懸念があり、沈静

イヒしていきました。

ところが、ところが、長い冬の御蔭で、15日

がほぼ満開の巡り合わせになってきました。そ

の点では、 8日 に浅ノ川園遊会を催 した某商工

会より、ワンゲルOBの名に恥 じぬ読みの深さ

というべきで した。

しかし、しかし、まともに 100%の降水確率

となり、花より団子の実益をあげた某商工会よ

り、馬鹿さ加減を暴露することになったので し

た ―。

さて、時代は「花金」。土曜早朝に、沈床園

へ駆け付けたせつちやんが見た物は、前夜の宴

の後と、闊歩するカラス、所在なげな陣取り学

生 5組程でした。

宴の後、といつても、わずかの散乱が残るの

みで、カラスの害、ならびに観光シーズンの景

観保持のため、深夜のうちに処分の手が打たれ

たことがわかりました。何より、 トタン製大ゴ

ミボックスが仮設され、 「燃えるゴミ」「燃え

ないゴミ」の区分までされていたのが感慨物て

した。沈床園の酒宴がどこまで許可されている

ものか、ちよつと気にしていただけに、なかな

かの気配りと思えたので tノ た (以上までに、キ

ーワー ドが入つています)。

ビニル シー ト2枚 を広げ、 35周 年記念時に

制作 した 「金沢大学 ワンダーフォーゲル部 白山

記念登山受付Jの垂れ幕を貼 り付け、陣取 り完

了。 まだ家族は夢の中の うちの事で した。

天気予報 つて、あたってほ しくない時にあた

るものなのです。本 日は、 2時か ら観光会館で

エヴェレス トビューホテル社長の講演があ り、

その後沈床園へ向かえば丁度の按配 となつてい

ま した。

ポツポツ落ち始めた空の下、観光会館への自

転車を止め、ひょいと見上げると、あ一、やっ

てる。田村教″且様と、早々から番をしていたと

いう奥名会長。スキー合宿からの差 し入れが、

かなり空いてしまったようです。爛漫の桜の下

の御蔭て、どうにか雨の直撃を免れているもの

の、全面濡れは時間の問題。それに、朝の陣取

り組が全員消え、気合い入ってるワと思えた ド

ームテントも失せていました。 「鈴木 (同期 )

には、断つといたよ.」 仕方ないわよねえ。大

阪からこんな雨の日に来てもらっても。

シー トの内lllが 濡れないように処置して、観

光会館へ向かいました。私はこの講演会がある

ことを、ヒマラヤ観光開発に照会の手紙を出し

たことがあるという友人から聞きました。彼女

が「だから案内がきたんじゃないかしら」と言

っており、講演会後の質疑応答も、それらしき

傾向がありました。

ともあれ、 ビテオに映し出されたのは、 1ケ

月程前に見てきた懐かしい景色でした。但し、

「豪華・快適ホテル」が前面に出ていて、これ

じゃあ、景色をスイスアルプスに入れ替えても

一緒。嵌め込まれた絵葉書にすぎない。石垣、

煙の臭い、牛の糞、シェルバ達。それらの向こ

うに光っていた山々だったよ 1似て非なる物
`

懐かしさと、ちゃうよ |が こっちゃになって、

田村教祖 と奥名会長。

撮影 :舟田事務局長

二人揃えば、OB会

の揃 い踏みな らぬ、

揃い飲み。

この神経があれば、

どんな辺境 にも旅が

できます。
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なんとも複雑な時間でした。

この席で、教相様は、最前列に座られ、質疑

応答の際には、「ヒマラヤに惚れました。しか

し、客では行きません。従業員に雇つて下さい

。」と、いつものペースで座を盛 り上げたので

した。 (その件の後日回答は「月給 2万 円、 3

カ月のみ」…で した)

その講演の間に本降りになり、同席していた

上馬夫婦も帰途につきました。

本日のコンパは返事不要、雨天中止となつて

いました。でも、誰かが顔を出したなら やつ

ばり待つていてあげるのが筋ではないかと、沈

床園へ戻りました。爛浸の桜の豪華な広場はひ

っそり。学生の 1ク ルーブたけが、コミ箱裏に

宴を張つていました。

ビニルシー トの 1枚を屋根とするべく試みる

も、組も足りず、そんな抵抗をしてみたものの

、結局「この大ゴミ箱に屋根としてかぶせるの

が一番」の結論に達してしまいました。では「

燃えるゴミJ側 にするか ?「燃えないゴミJ側

にするか ?な かなかに意味深な選択とも言えま

した。もちろん私達 田村教′日、奥名会長、舟

田事務局長は、どうせなら「燃えるゴミ」であ

2000

りたい人種であ りま した。 しか し客観的に見て

、 「燃えるゴミ」側はやや異臭があり、 「燃え

ないゴミ」側の ビンをどけた方がま しのようで

した。そ うやつての設営中も「ワンゲルでなか

った ら、絶対 こんなことや らん !」 のつぶやき

が聞こえましたが、まあまあ。

なんとかご接待会場が仕上がり、コンロを広

げシューシユー。「あ、いい匂い !」 の声に、

トタン越しに、焼きウインナと花見団子を交換

。数寄者同士、エールを送り合つたので した。

「え |こ んなとこでやつてんの ?」 の松林氏

が加わり、講演会場で出会つた「あれだわ氏」

(ク ンフ協会の代表 G氏 )も 飛び入り参カロ。

まずまずの賑やかさ。

ライ トアツプされた桜は重たげに花房を垂れ

、その隙間からは、これまた思わぬ光線に眩ん

ているような雨粒達がキラキラ落ちてきます。

百間堀もただただ静かに、オレンジがかつた桜

達が、散華の前のひとときをむつみあつていま

した。

7時。これにてお役御免。兼六園の茶屋の甘

酒で温まり、解散したのでありました。

以上、ミレニアム花見の記で した。

14朝  14昼

○  ○

バイ ト現役

佐藤 豪―郎

(5回 生 新OB)
矢内 佑― (4回 生 )

角谷  誠 (4回 生 )

矢田部 桂 (3回 生 )

清水 健作 (3回 生 )

(食料計画 )

0期  田村

15期  奥名

15期  舟田

18期  椿川

13期  辰野

13期  吉田

13期  吉本

15期  上馬

昭夫

正啓

節子

利弘

隆義

穂積

良治

康生

年 春 ′Jヽ 屋 酒 場

12夜  13朝  13昼  13夜

○

○  ○  ○

○ ○ ○ ○

○  ○  ○

○○

○  ○

○  ○

○  ○

○  ○

○

○

○

○

椿川 舟田 奥名  高三郎頂上

【これは、息子から借 りてきたAPS。 リモコ
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18期  椿川 利弘

ゴールデンウィークの次の土曜日に、奥名会

長、舟田事務局長と一緒に、高三郎に登ってき

ました。これまでの高三郎登山で最高 !でなか

つたかと思います。ユキツパキ、タムシバ、ホ

ンシャクナゲ、カタクリの花が見頃で、登山道

にこんなにいっぱいあったかと思うくらい見事

でした。また、新道と旧道の分岐から頂上付近

を見ると、遠く雪の上に見えたカモシカが何と

もかっこよかった。

今回の私の役割は、後発隊が土曜日と日曜日

でベルクハイムの床張りをすることになってい

て、前日の金曜日に犀川ダムからボー トを使っ

て、その資材を運ぶことでした。

資材運びを手伝ったのは、現在、県の河川課

に勤務していて、ダムの職員を知っているし、

犀川ダムのことに間接的に携わっているからで

す。

ここで少し犀川ダムについて説明しますと、

なぜか犀川ダムは、金沢市が工事して県が管理

しているダムで、昭和40年度に完成した県内 2

番目のダムです。そして、洪水調節のほか、水

道用水の確保、発電等の多くの目的がある多目

的ダムとして建設され、ダム上流の倉谷等の集

落の人達が移転 しました。

犀川ダムとの関わりは、昭和48年 5月 に新 ト

レで、駒帰から歩いて、やっと犀川ダムに着い

た時からです。当然高二郎もその時が初めてで

、山を登っている時は周りが何も見えていませ

んでしたが、犀川ダムから見た高三郎はよく覚

えています。

2年生の時にベルクハイムを建て替えること

になり、犀川ダム管理事務所からボー トを借 り

て、セメントや木材を運びました。今では船舶

免許がないと運転させてもらえませんが、この

当時は、ボー トの運転も自分達がして、好き勝

手に使って何回も往復したり、エンジンが止ま

つてオールで漕いだこともあったりしたけれど

も、管理事務所の人も大らかなもので した。

また、大学院の時に、 1学年下の高桑君がダ

ム上流で地質調査をしていた際に行方不明にな

つたと聞いて、犀川ダムの管理事務所に泊めて

もらい、翌朝捜索に行った時にも、ポー トで送

り迎えしてもらい、お世話になりました。そし

て、残念ながら見つけることが出来なく、高桑

君の両親に最初の捜査報告を自分がしなければ

ならなくて、辛かったことを記憶 しています。

ところで、このようにポー トを使える場合以

外、高三郎に登る際には、必ず犀川ダム貯水池

脇の道路を通らなければならないのですが、こ

の道路が年々崩壊してきていて、吊橋の上流で

新たな崩壊箇所もありました。この道路の通行

人としては早 <補修 してほしいものです。

しかし、ダム管理する立場としてみれば、実

際のところポー トを利用するため、この道路を

利用 していないこともあり、限られた予算の中

で、道路補修は後回しになっているのが現状で

す。そのうえ、この道路の管理責任などが明確

になっていないようです。

私的には高三郎と犀川ダムはセットになって

おり、これからもベルクハイムの補修と共に、

貯水池脇の道路も含めた登山道の整備に関わっ

ていきたいと思っていますし、これから年を重

ねても、高三郎に挑戦していきたいと思ってい

ます。

【高三郎頂上部。新緑、

シヤクナゲ、残雪の

頃がベス トシーズン。

現役の頃はフラッベ。

OBな ら、残雪冷え

冷え ビールが至福。】
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*矢内 佑-  42期
先 日は多少疲れましたが、とても楽 しかつた

です。昨年の小屋作業時にベルクハイムの床に

数ケ所穴が空いて しまい、どうなることかと思

っていましたが、今度OBの 方が修復作業を行

うということで、完了した際には是非ベルクハ

イムに足を運びたいと思います。

先 日はお疲れ様で した。

*詠み人知 らず

引退 し や つと分か りし 山の味

ベルクハイムは 姥捨て山

「ザ

*矢 田部 桂  43期
今 までに何度か歩荷のお手伝いをさせて頂

いたことがあ りましたが、ボー トを用いてのお
手伝いといぅのは初めてで した。

歩 く速度にはない、流れる景色と風、そ して
心地よい波 と、とても新鮮でおもしろい一 日で
した。

で も、次に高二郎へ行 く時、あのアプローチ
の長さを思 うと少 しひるんで しまうか もな、と

思った りもしています。

あ りがとうこざいました。また何かあ りまし

た ら、声かけて下さい。

一ｔ

*清水 健作  43期
舟の旅は楽 しかった。春と秋で水量が違 うの

にびっくりした。新緑の高二郎は美 しい。

【水間を抜け、犀川ダムを振 り返る。

「舟」で 「山」に行 く ?】
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春 の LlJ′』ヽ ′― 酒 場

15期  舟田 節子

年 2回の会報発行というのは、この種の会で

は珍しい方だと思う。

そうした理由の第一は、まず、転居の転送サ

ービスが一年間であるから、年 2回発送なら、

移転先不明になる事態を防げるであろう。 (転

送されてくれば、OB会へ転居を未連絡と気付

いてもらえる)。 その第二は、せめて 2回 は出

さないと、行事のお知らせを兼ねる事ができな

いというものだった。

行事のお知らせの度に、連絡費を使い、発送

作業をするのはOBの身には不可能である。さ

りとて、何も行事がなければ、何の為のOB会
なのか ?

ここでOB論 を展開する気はないけれど、部

は学歴以上に、当人の指向がからんでの関わり

である。何周年記念の単発の寄付集めだけなら

、「懐かしいJのみでよいかもしれない。しか

し、存続 し続けるなら、なんらかの行事の提言

は必要である。それが、会報紙面に公示され、

みなにノミネー トチャンスがあるというのも、

大事な事なのだ。

という訳で、実際役員だつてその頃どこに赴

任しているものか ?なのだけれど、かかさず行

事予告を盛り込んではきた。そんな非現実的な

善処をしても、ほとんどのOBに とって、現実

に参加予定を組む程にはならない。よしんば予

定しても、限りなく優先事項が入ってしまう。

そのあたりはどうしようもないのである。

毎度の長い前書だけれど、「ミレニアム 春

の山小屋酒場」も、結局はいつものメンバーで

開催される事になったのだ。 (メ ール網では、

何度か広報が出たし、15期 同期会シリーズのう

ちでもあったが…
)

5月 12日 (金 )

今回私は早々と、代替指導者の手配もして、

ルンルンで準備にあたつていた。苦節 (?)30

年、初めてボー トで倉谷入りできる。例の 「く

たばれ !切れ込み」を横目に悠々と一。それは

、食材の重量も梱包も 気にしなくてもよいと

いう事でもあって、パッキングも鼻歌混じりに

なるくらい。

ただ、参加メンバー滅は、出立直前まで出る

始末。余れば担いで戻らなければならないのだ

から、その度に抜き取り。かく言う私も、直前

に親戚の葬儀が入り、 3日 「つぶれた」 (不謹

慎ですが、十分お年の方で したので)上 に、当

日の朝、まだ泊り客がいた。責任から、お義理

のつきあいまで、「山のような足カセJが、O
Bの現実なのだ。

だか らこそ、ダムに着き、茫洋の湖面 を見た

時には、 「や つと、世間離れができるJの、背

伸びが出た。さあ、 リフレッシュタイムの始ま

りだ !

犀川ダムに 1時集合。その前 に、辰野 さん と

椿川さんは、資材の買い出 しに出ていた。見積

もりでは、老体OBに はとて も搬入は無理 とな

り、 5日 前 に加藤 ジュニアに現役バイ トの手配

も頼んであった。その現役 5人もここへ集合 と

な っている。

まず辰野カーから、杉板をおろし、運搬 し易

いよう、 5本ずつくくる。今 BHに張つてある

合板は見栄えはよいが、湿気にはもろに弱く、

一枚板の方が持ちがよいとの事。さらに、 2×

4建材の中に面取りをした具合のいいものが見

つかったという。このあたり私は知識ゼロ。い

つも感心するのみである。椿川さんは、ダムの

管理人に挨拶に入っている。

そして現役連中が到着。これがちゃんと顔が

わかる。40周年で見た「子」や、去年の懇親会

で飲んだ「子J。 こっちも現役に頼むのはそれ

なりに億劫である。「必然性」もしくは「大義

名分」を用意しないと、そう安易に受話器を取

れるものではない。それが、加藤 Jrに 「任せ

て下さいJの返事をもらい、こうして、犀川ダ

ムの地に現役が来て、一緒に仕事の段取 りとな

ると、ああやっぱり、為せば成る。嬉 しい。

BHが あって、山小屋酒場があつて、良かっ

た !仕事があつて、「必然性」や「大義名分」

が湧いてきて、頼んだり頼まれたりで、人はつ

ながることができる。実際、 BHや高三郎がな

かったら、OB会 の運営や現役との交流は、か

えつて難しくなっていたのではないだろうか。

余計なお世話をしたくもなければ、気楽に頼め

もしないというら、うに、近世、人のご縁は疎遠

に流れるものと、相場は決まっている。我知ら

ず、常識のように身構えた殻を、こんな応ヽうに

破れた時は、 「やったゼ !」 のガッツポーズが

出る気分だ。 (何せ、息子には「学生気分の抜

けんやつ」と呆れられている。 )

事務所から職員と出てきた椿川さんも、 5人
の現役を数えて嬉 しそう。早速指示を出して、

気合いが入った様子。辰野さんは、この後は、

帰社して、本来のお仕事に励まれるそう。ご苦

労様。

今年は雪が多い。そのせいか、ダム湖の水位

もこれまでになく高かつた。ボートまでの階段

が恐怖だつたのに、日前にボー トが浮いている

感じ。という訳で、積込みもいたってスムーズ

に進行する。
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きた圧言「層れIの 31:

さっきまで雨がおちていた くらいだから高三

郎は見えていない。このところ、登山口に着い

たらあら、れる車にギ ョッの山ばか り。この静け

さ、豊かな緑…不便なままで残つてほしい。

ちなみに、金沢だって昔の町名が復活 し始め

ている。効率優先の高度成長期か ら、減速期ヘ

…豊かさの尺度が変わろうとしているのだ。大

量に登れ大量に泊まれるメジャーな山よ り、ヤ

プに紛れそうな道とろうそ く灯る小屋のマイナ

ーな山。車 と高速道路による何 日間百名山踏破

より、近 くて 自然豊かな山への四季詣で山遊び

。後者が復権する時代が来ている。

おまけに、今犀奥は、何重もの規制がかけら

れた、特別 自然保護区域である。そんな所に、

昭和38年来の既得権により、小屋を構えていら

れる。そこは、大学が 3年 に 1度、9000円 の地

代を営林署に払って くれていて、他に維持・管

理費を要求される訳で もない。見方を変えれば

、私たちはとんでもない贅沢な場所に、気楽な

セカン ドハウスを持っているようなものだ。

さらには、介護保険制度ができても人は幸せ

になる訳ではない。動 く体、気力、関わる人が

いて、待ちどお しい朝がある……きっと、そん

なあた りなのだ。わかっていながら、「日常」

はそれを忘れ させて しまうし、そんな ピュアな

感性 じゃや っておられんのが現実。だから山小

屋という「非 日常空間」が貴重なのだ。

以上の 「山小屋復活論」、どこに受理 しても

らえばいいんで しょ ?

第二陣は、奥名会長、私、清水君 (3回生 )

角谷君 (4回生 )。 清水君はNHKの 取材なん
かでナカオの林代表と面議があるといぅし、角

【吊橋をくく
゛
り抜ける。

水量の違 い…それは、

山が生きてぃる証】

オジサン

清水  角谷

谷君は去年の懇親会で、栂さんに憧れの人 !と

いう感 じて密着取材をやってた「子」だ。新人

は13名 入ったとか、話がつながる。

20分で もうボー トは戻 ってきた。残 りのセメ

ン トや、脚立を積込み出発。本当に一度もボー

トに乗 つたことがない。だから、真後ろに遠ざ

かっていくダムに感激。豊かな水際につかる木

々の 目線 も新鮮な ら、その上のムラサキヤシオ

ツツジも秘境の麗花の風情 (誰 にも見れるもの

じゃないんだから)。 切れ込みは、こっちが気

をつけていたか らわかった程度だ つた し、例の

出島は、オジサンがわざわざ、岩壁と出島の間

の、こんな時期の今年 しか通過できないであろ

う限路を通過 して くれた。あの倉谷の赤い吊橋

も見上げて通過。たつた10分で倉谷に、ゴッス

ンと到着。快適すぎてはまっちゃいそ う。

川岸にはまだかな りの材木が積まれている。

さて、と時計を見て、当然のように「4時に迎

えをお願いします」と言つて、舟を見送る。あ

すテ ン設 トレも控えた彼 らには、そこまでが限

度だろう。引き返 してきた椿川さんにそう伝え

たら、彼の方は運搬が済んだ ら歩いて帰るもの

と思い、三便 目までは頼んでなかったらしい。

ハア !?時 に、女の図々しさの方が、事をスム

ーズにして しまう場合があ ります …アハハ。ど

のみち、お礼を言いに行 くのは椿川さんです じ

…。ともあれ 4時 までに運搬を終えなければ。

舟着き場か らは、物を運ぶとなると、 BHは
意外 に遠い。一昨年の長雨で地形が変わ り、川

原が支流で寸断されて しまったが、その支流が

やや深 くな り、二箇所の徒渉地点を探さなけれ

ばな らな くなっていた。長物を抱えてはビョン

ピョンともいかない。ましてやセメン ト袋で こ

けようものな ら一。

徒渉地点確保にスコッパを持ち出そうとした

ら、これがまた、鍵があかなかったそうだ。幸

い今回の荷物にはバールが入っている。これで-61-



こじあけ、新たな鍵は今日帰る現役に、辰野さ

んへの連絡として頼むことにする。

小屋の中はいつものようにカメちゃんが散乱

。これはともか く後回し。スコッパをかかえて

下 りる。 2箇所の徒渉はそもそも、支流が流れ

込んでくるために生じている。その流れ込み口

を塞いでみる事にした。運搬はバィ ト料を払う

訳だ t′ 、椿川プロの元ρ B計 3名 は、流木を運
んだ り、石を転が した りの土木工事に励んでみ

る。つまるところは、本流の川床が高 くなって

いる限 り、ちょっとの障壁 くらいでは止め られ

ないのだった。心持ち水量は減ったが、このま

まえぐられていくとなると、将来的には面倒で

ある。

荷物は中継地点を往復 しつつで、土木工事地

点までまず運びこまれた。ここでバナナ休憩。

みんな汗だ く。 4時までとなると、小屋までど

うにかセーフのあた り。人力頼みはそうはかど

るものではない。ほんと、現役バイ トを頼んで

正解だった。

最後は BHへ のきついきつい登 り。そんな真

似はできるはずもないから、せめて邪魔にな り

そうな枝をせっせと切る。そ してついに全部が

運び上げられた。御苦労様。現役に協力しても

らった資材と思うと、この後 もきっと嬉 しく仕

事ができるだろう。冷やす時間もなかった缶 ビ

ールをつけてありがとう。そ してさょぅなら。

おつと、その前に水洗 トイレ見てってちょうだ

い。といっても見るだけじゃ良さはわからない

。秋の小屋作業までお預けなんて……小屋の価

値がどうした らわかるものだろう。

BHに静けさが戻 った。まずは掃除だ。奥名

さんが水場を見に行き、私達はカメ虫除去。今

年は冬が長かったせいか、ミイラではなく、ご

存命のお目覚めになった所を、お立ち退きいた

だく。 ドバ ッ、 ドバ ッと、 しゃっくりするよう

清 水 角谷 椿川 奥名

にホースから泥水が出てくる。これ も小屋開き
の音のうち。お、澄んできたと思った ら「傷テ
ープないけ ?指先切った。J「ぁ、そぅぃぇば
、辰野さんの水場のマニュァルに、『軍手をは
めて』と書いてあった」。後の祭 り、お気の毒
様です (こ れ も次回は改善されるそうです)。

「この床、明日剥がすんやろ ?」 「ん―。ほ
んで も今日は、寝んならん じ…」真面 目に拭き
掃除をする。あいかゎらず、蛇の排泄物に、諸
々の残骸。これ らが汚いかといえば、ちゃんと

自然に分解されてぃく物達であって、累々の不
燃物の不快さとは次元が違 う。そ して、ゅった
りと流れる時間といい、小屋では誰もが哲学者
になれる。夕食をとって、明日の早出の準備を
した ら、もうすることがない。「ぃぃ所やけど
、一人 じゃおられんなあ」 「田村さんは80日 い
たんよJ

そう、ここで田村先輩は「変わ り者」から、

名実とも「教組」へと解脱された。「大学生 10

年」な ら努力しなくてもできるし、偉かったの
は親の方といぅ tノ かない。が、小屋住まいの方
は物好きだけではゃ り通せない。私も、80日 は

最初か ら真似はできないが、自転車での、ダム

まで往復は 1回やってみたいと思っている。還
暦にそれをやれるだけの体力を保持 しておきた
い…は一つの 目標である。ともあれ、ここで80

日を過ごされたこと、週 1の 買い出しをマウン

テンバイクでされていたことは、既に「田村伝

説」となった。創部者なら必ずいるが、後年に
さらに伝説を加えるような人はそういない。

奥名さんも、椿川さんも、明日は町会の用事
で、高三郎の後はすぐ下山だ。 「朝 5時 に出れ
ば、 1時 には戻ってこれるよ」「それなら、十

分や」。ゅった りした時間といいつっ、その前

後がかっ詰まって しまうのがOBな んである。
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【浮上する ?カ モシカ。 この山本来の住人】

5月 13日 (土 )

ラーメンの朝食。昔は雪山幕営の定番だった

が、今は、ネパール トレッキングのララを思い

出す。インスタン トラーメンごときで思い出せ

るのは幸せだが、小屋の生活つてのは、あそこ

とたいして変わ らない。遠いようで、近い。そ

んな発見がなんか楽 しい。そんな手抜きでも何

か慌ただ しい朝、隣の消音 トイレが、快適。 (

だつて、いつ抜けよう、どこへ隠れようって、

朝はやっぱ り落ち着かないもんです。 )

ダムまでの道は 4月 28日 から通行可というこ

とだった。だから、高三郎にはまだ人はそう入

り込んでいない。今回は新道―頂上―旧道と周

回してみる。久々、登 りの新道。やっば り並み

の急坂ではない。それでもイワウチワが励まし

て <れるし、傾斜がゆるむとユキツバキの大群

生地。「現役の時に、花を見た覚えある ?」 「

ない。前のやつの靴 しか見とらんかった」そう

なのだ。あれだけ関わ りながら、山としての高

三郎の記憶がない。ペグが足 りないとお説教を

くったことや、沢水を食器 4杯飲んだことや、

みんなの汗が道路に筋になっていた事な ら覚え

ているが、あの頃、景色も花も目に入ってはい

ない。シャクナゲなんて卒業 してからの領域な

のだ。

うっか り研倉側に行きかかる。クラコシ尾根

にまたヤプが茂 りだ したのだ。枝伝いに枝渡 リ

と、今の時期でこの状態だと、この後は通行可

とはいい辛い。これを厄介と思うのは人間様の

都合であつて、カタクリに、薔から満開までの

シャクナゲと、花の方は存分に咲いていて くれ

る。このところ、登山ロヘ行つたらギ ョッとす

る程の車、頂上にはわんさかの人―に興醒めす

ることが多 <な った。誰にも自然を楽 しむ権利

はあるが、人を見に山へ来たのではない。だか

ら、ヤプの復活が「困った」というより、好ま

しく思えて しまった。ぃっまで来れるかわから
ないが、ずっと自然豊かなままの山であつてほ

しい。

とはいえ、四肢を駆使 してで、ス トックも邪

魔になるのみ。 「9時に着くかなあJと 言つた

ら、あとの二人に「無理なん じゃなあい ?」 と

言われ意気消沈。大体止 してもらう。 もうちょ

いで前方のシャクナゲ尾根に ドッキングなのだ

が 。「ほら、あそこの影、カモシカみたいな

形になってるよ」 「ああ、あれか」…‐数秒後、

「影がなくなった…」 「えっ ?」 ほんと、消え

ている。そこから中空に浮 くように、移動中の

影があった。高曇 りの空と雪の稜線がとけあっ

て、妙な立体感 になって しまう。

分岐がべった りの雪。日―プのかかる痩せ尾

根あた りが夏道伝いにな り、また雪屁伝いのル

ー トをとって、最後、ずんぐりの雪丘が頂止だ

。無雪期は笹藪の中で興醒めだが、 360度の展

望になるこの時期は惚れ惚れの頂上だ。自山の

頂上部が雲に隠れているぐらい。ここからは白

山北部の山々の北面を見ることにな り、まだ雪

がたつぶ り。南面になる大門は随分雪解けが進

んでいる。そんな景色を見渡 しながらの、 ビー

ルのおいしさは格別。これ以上の贅沢を思いつ

かない。山スキーの跡がある。33期佐藤夫婦が

、予定どおり連体に来たのだろうか。

証拠写真を撮って下山。雪がついていると、

旧道への分岐地点がわか り辛い。新道から女性

が一人上がってきた。一人でも来たい人がいる

んだなあ。「すごいですねえ」と言つた ら、「

いいですねえ」と言われた。そ りゃあ、こっち

は両手に雄花だもん。というより、一人でも登

りたいほどのこだわりの山な ら、なおのこと、

そんな山へ登 りたい仲間のいる人が、かえって
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羨ましいかもしれない…と、思った。で も私は

高二郎にこだわ ったって、一人で来る根性はな

い。だからやは リスゴイと感心するしかない。

分岐下のロープ付近はさらに足場が崩れてき

ていた。そこか らも枝が茂 り気味。昨秋の作業

がここまできていないのと、雪で道になだれか

かつていた木々が起き上がっていないせいなの

だ。枝をよけた り、つかまった り、ずっと「手

足の運動 J状態で、駈け下 りる。

本 日 2組 目のすれ違い者は、 くろゆ リクラブ

の下見の 3名 だった。今春か ら、くろゆ リクラ

フは発足15年 をむかえ、ナカオとの姉妹関係を

打ち切 った。それで、下見に出るなどの 自主活

動も始まっている。見送って振 り返ると、分岐

か ら上はすでにガスの中。同日に登っていても

、展望条件はが らりと変わる。健脚のあの人達

でこのペースな ら、引率される連中に踏破は難

しい。この分裂劇の主因は、ナカオが主導の場

合、 「ほとんどの人が登れる山Jで選定 してい

たのに対 し、 Iい つまで も、登 りたい山に登れ

ないJの 不満の鬱積だった らしい。団体登山に

なれは、水準をとこにおかねばならないか、連

れていってもらう立場のみの人には、同 じよう

な場数を踏んでいてもわか らない。翌週予定だ

つた高三郎はこの下見の結果、行き先変更にな

った。これまでのところ、華々 しい登山計画の

ほとんどが、行き先変更の憂き 目をみて しまっ

たようだ。 「登 りたいJ、 「登れる」、 「他人

を連れて登れ る」、この間に横たわるクレバス

は、責任がかかってみなければ気付かない。事

故がか らまないうちに、個々の 自覚につなが っ

て くれればいいが一。

残雪豊富なせいで、前高も広々ブナ林だ。こ

こは左、左とルー トをとればいい。この地点は

迷い易いと苦情が多いらしいが、この 「苦情 J

感覚がよくわからない。山へ入ればすべてが 自

己責任なのだか ら。

ともあれ、この秋には、倉谷から頂上まで、

8本の標柱が立つことになる。 これは金沢市か

らナカオが請け負 う仕事だ。この春にも、高尾

―吉次山間の 8本を 3回 の作業山行で立ててき

た。ブロが交 じる手際の良さ、ナカオの誇 りに

かけてで集まる人達 に感心 した。 もちろん報酬

は会へで、打ち上げ飲み会ができるかどうかの

額だ。

その後 もおな じみの急坂で、間隔をあけてぃ

たからそ うは 目撃 しなかった ものの、それぞれ

によ くこけた模様。新人 トレには無理やろうな
あて、降 り着 く。登れた 自分を誉めた くなる山

。そ してまた会 う日までと後にする山 。

なお、上馬さんは早朝に新道 にあが り、市倉

やクラコシ尾根で猿の観察を していた。私達が
分岐か ら下 りにかかる所が見えた ということだ

つた。

そんなら、うに、猿や、カモシカに加えて、 K
∪W∨ もこの山に頻繁に出没 していた時代があ

つた。13年 前、白山の時以上 に万感の思いで頂

上の KUWVの 本札を撫でた ものだ。 「帰 って

きたよ !」 今度は、そこヘナカオの人達 と、金

沢市の標柱を立てる。流れた時間への、象徴 と

もいえる仕事。そ う、時が流れたのだ。 KUW
Vが どうであれ、高三郎は高三郎であ り続ける

のだから。ただちょっと、こだわ りの ご挨拶を

胸 に、仕事を してきたい一私のM5。

2000年 春

LL′ _卜 ′事 酒 場

13期  辰野 隆義

前回の報告で予告 したとお り、今回は、小屋

の床の張 り替えが大きな 目標 となった。

秋の山小屋酒場終了後、記憶が鮮明なうちに

材料仕入の下見はだいたい済ませてあった。そ

こで、大仕事のわ りには慌てる事はないと、一

週間前になってか ら、買い出 し品の最終チ ェッ

クに出掛けた。

すると、予定 していた床材が、予定の 3分の

1程度 しかな く、入荷予定は金曜 日との事。金

曜 日といえば、材料搬入の当日である。すでに

ダムのポー トの手配 も済んで いる。間に合 うか

どうか……。運を天に任せるしかない。

5月 12日 (金 )

10時 に椿川君 (18期 )と ムサシの前で待ち合

わせ、買い出しする。床材は、入荷 したばか り

の、まだ梱包も解いていない物を購入する。結

構なボ リュームがある。舟田さんを通 して現役

生のボ ッカバイ トを頼んでおいて正解だった。

購入 した資材は以下のとお り。

床材 (2× 4用 6フ ィー ト材

1800× 49× 19厚 松材)130本
″ (″    8フ ィー ト材

2400× 49× 19厚  〃 )23本
床用釘  2箱 (約2000本 )金槌 3本

脚立 (3m 2ツ 折 り)1台
セメン ト (20kg)2袋  ―秋の作業用

天気予報では金曜頃から天気はよくなるはず

だった。それが半 日ずれてきてお り、午前中の

今、まだ雨が降つている。

午後 1時^ダムサイ トで、今 日入山する人達

と待ち合わせ。木材は、 4-5本 ずつ ビニル紐

で くくり、持ちやす くしておく。それで も40パ

ーツの荷物となる。
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が痛い、膝が痛 いとボヤいている参加OBの 負

担もほとんどな くて済みそ うだ。

この 日ボー トで倉谷へ入ったのは、奥名会長

、舟田事務局長、椿川君 (ボ ー トの手配など、

全てやって くれた)以上 3名 と、現役 5名 。そ

の 8名 と荷物は、 2便 に分かれて倉谷へと搬入

された。

私は、今 日は引き上げ、明朝、他のメンバ ー

と入る事 になっている。現役組 も今 日帰るそ う

だ。

5月 13日 (土 )

いつもの工学部に、いつものメンバーが集ま

った。 もう少 しいろんなメンバーが来て くれる

と良いのたが、それは当初のモ ッ トー「無理せ

ずJ「 楽 しくJ「迷惑かけず」に反することに

なるかもしれない。いろんな人が、都合のつい

た時に参加 して くれれば、それで良いで しょう

いつものということは、田村御大 (0期 )、

吉田、吉本、辰野 (以上13期 )。 久 しぶ りの坂

尻君 (15期 )が時間が過ぎて も現われず、見捨

てて出発c(上 馬君の方へ、親戚の葬儀で不参

加の連絡があった らしい )

さて、ダムヘ着 くと、いつもと雰囲気が違 う

。車がいつもにな く多く停まってお りた くさん

の人がたむろしている。どうや ら、企業局主催

のゴミ拾い大会 (倉谷までの道の、とこにゴミ

が落ちているので しょうか ?)ら しい。開会の

挨拶を している真ん中を通 り抜けて、足取 りも

軽やかに出発。歩 くにはちょうど良い天候だ。

山小屋は、昨秋 と変わ らぬ姿で出迎えてくれ

た。水場 も便所もそのままだ。

昨日入山の連中は、今 日は早朝か ら高二郎ヘ

行っている。で も、 Lノ つか りと、 ビールは冷や

してあった。 ご好意に甘えて、まずは ビールで

喉を潤す。最高 !!こ れがあるから酒場は止め

られない。

小休止の後、さっそ く小屋奥から床板 (合板

のフローリング)を はがす。ばろぼろにな って

いる。雨漏 りだろう。あ、と見ると、右奥の根太

に白ア リが発生 している。これはマズイ。

急速相談。今回、奥の方は床板を固定せず、

秋に自ア リ退治処理を行い、根太を取 り替ス_。

その後、釘止めするとの段取 りをつける。

それ にして も、奥から床板を並べてこなけれ

ば、入 り口側が張れない。そこで、固定は しな

いが、きつち り寸法取 りを し並べてみる。入 り

口側では、寸法合わせや、調整のため、鋸を使

つてのIIBか い細工が必要になる。細かいといい

なが らも、案外いい加減で もどうにかなるもの

である。

そ うやつて半分 くらい板を並べたところで、

高三郎へ行 っていた 3名 (奥名、舟田、椿川 )

が帰 つて くる。疲れているようだが、充実感が

漂つている。私 もその うち――少 しでも ……ち

よつと……無理かな。

少 し手伝 ってくれた後、本 日下山組の奥名、

椿川の二人は名残惜 しそ うに下山。新 しい床で

寝るのは次回までお預けです。

どうにか寸法合わせをし、入 り口側の床だけ

は浮き上がると危ないので、釘で固定する.タ

食まで には形を整える事ができた。

素晴 らしい。実に素晴 らしい。自木の、合板

ではない、 1枚板組の床。寝 っ転がると、本の

香 りがぶんとする。

そこへ、本 日入山組なが ら、早朝出発を して

いた 上馬君 (15期 )が上がつて くる。一人で猿

の調査をやっていた らしい。山小屋へ入るな り

、感嘆の声をあげて くれた ,

夕食は例 によって、山菜のオンパ レー ド。 日

頃目にする山菜か ら、これはどうみて も雑草で

しょうという品の天継羅まで、 じつに素晴 らし

い夕飩であ りました。

【本当は実技いらずの

お立場 らしいのに、

鮮やか手際の辰野

親父。倉谷の廃屋

はあれよの間に朽

ちた。手入れがあ

つてこその山小屋】
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また、田村さんの倉谷での顔の広さと図々し

さの御蔭で、大きな岩魚 2尾、日本酒 1升 も入

手。骨酒にもあ りつけました。吉本曰く、 “現

代版わらしべ長者"だそ うです。

そんな酒宴のつまみは、上馬君の自山山系か

ら倉谷近辺に至るまでの、野性の猿のお話。い

くら好きとはいえ、自分の足と目で確認 しての

話だか らすごい。

メニューの豊かさから、話題の レベルの高さ

から、下界ではとうてい味わえない酒宴であ リ

ました。

その夜は自木の香 りと、酒の酔いにまぎれ、

心地よい睡眠とな りました。

ところが、夜明け前に大雨が降 り、雨漏 りし

は じめ、バケツをあてた り、移動 した りと、気

付いた方は夜中の作業があつたようです。私は

雷鳴を記憶 しているぐらいで、ぐっす り。

5月 14日 (日 )

翌朝雨はあが り、爽快な朝。雷鳴を聞いた者

、雨漏 りに気付いた者、その後の軒を聞いた者

と、同 じ小屋 に泊まったはずが、各 自証言が食

い違 う。大笑いの朝食のあと、せっか くの新 し

【白木の床の豪華さは

我が家以上かも】

い床が雨漏 りで傷んでは大変と、屋根修理か ら

とりかかる。

さっそ く、搬入 したばか りの脚立で屋根 に上

る。原因と思われる箇所に、大きな トタンを打

ち付け雨漏 り対策完了。その後、出発前にも通

り雨に見舞われたが、漏 ってはこなかった。昨

夜は降 り始めてからまもな くポタ リときたそう

なので、とりあえずはOKではないで しょうか。

残りの床板も、可能な物は釘で固定し、フリ

ーの板はNOを つけて再度剥がし、風通しをよく

した上で、今回の作業を終了とした。

次回秋は、自アリ対策の後、床板の完成。そ

れに、いよいよ囲炉裏の製作へと入つていきま

す。興味のある方の参加をお待ちしています。

また、山小屋でぼんやりとしたい、岩魚釣リ

をしたい、高三郎へ登ってみたい、その他、い

ろんな人の参加もお待ちしています。秋には、

栗にキノコがおいしいですよ。

以上、報告及び、お誘いでした。
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山 ′Jヽ ′― 漕 士場諭沿 革 史

ベルクハイムと小屋作業の歴史については、創立35周年記念誌 上巻p180-229を

ご覧下さい。

初代 BH  1964年 (昭和39年 )11月 完工  6期 石橋 合津他

2代 目BH 1974年 (昭和49年)9月 竣工  16期川端 山内他

1993年 (平成 5年)9月  大修復着工 屋根張 り替え 36期石川 立川CL他

94年 (  6年 )9月    ″   床張 り替え  37期福田 戸田CL他

95年 (  7年 )9月 雨漏 り修復 愁心碑修復  38期佐川 正善CL他

9月 23日 修復記念・ 月見の宴 O B35名 参加

10月 25日  月見の宴反省会・兼 3回生 (38期)と OB会役員懇親会

この席で、金沢市の登山道修復補助金を受ける団体として申請することを合議。

かつ、小屋作業をOBでやつてみないかの話がもちあがる。

96年 (平成 8年)3月  やまざと96号外にて、山小屋 リフレッシュ会立ち上げと、OB

による登山道整備を提言。実行時には辰野オヤジにより「山小屋酒場」が正式名と

なる。

第 1回  96年 (H8)5月 12、 13日  参加16名

登山道偵察・ 旧道800m付 近まで整備

器材搬入、小屋までの階段整備、小屋回り整備、残材焼却処理、水場までの

ルー ト刈り開け、ベンチ造 り

*ヮ イン酒多飲氏 (0期 田村)小屋番就任 5月 12日 -8月 1日

第 2回  96年 (H8)9月 21-23日  参加16名  現役22、 23日  39期川本CL他

登山道整備 (800m付近一分岐手前鞍部 )

ホ,ス搬入、水場設置、ホース埋設

*暁風翁氏 (0期 田村)小屋番復帰 9月 25日 -10月 6日

第 3回 97年 (H9)6月 7、 8日  参加10名  現役 4名搬入バイ ト

登山道整備 (800m付近 ロープ設置 テン場刈り開け)

小屋土台の補修、流し場制作、かまど補修

第 4回 97年 (H9)9月 20、 21日  参加 6名  現役19-21日  40期高岩CL他

登山道整備 (分岐手前鞍部一分岐と頂上の中間あたりまで )

トイレ用資材の切 り出し  (OBス キー合宿の話がもちあがる)

第 5回 98年 (H10)5月 23、 24日 参加12名

登山道整備 (分岐―頂上 )

トイレ小屋組、基礎固定、 トイレ給水・排水管敷設、戸枠作成

*創立40周年記念総会・懇親会  9月 12、 13日 医王の里 参加O B58名、家族11名

*現役小屋作業 9月 16-18日  41期河村CL他 (頂上部刈り開け、頂上看板設置 )

第 6回 98年 (H10)10月 4、 5日 参加 7名

便器本体取付・ 固定 給排水テス ト、防腐処理

*99年 (Hll)春 県道寺津―倉谷線不通により中止

*現役小屋作業 9月 18-20日  42期石川CL他 (前高三郎周辺 )

第 7回  99年 (Hll)9月 25、 26日 参加 6名

トイレ完成 屋根修復

第 8回 00年 (H12)5月 12-14日  参加 8名  現役 5名搬入バイ ト

高二郎偵察 資材搬入、床張り替え、屋根修復

第 9回  00年 (H12)秋予定…HP閲覧もしくは事務局へお問い合わせ下さい。

白アリ対策 囲炉裏制作
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ち ょ っ と 久 し ぶ り の 白 山

20期 深田 進

この時期 (ゴールデンウィーク)は山仲間との山行がすっかり恒例になっている。 16
年前に 19期の栂さんから笈ケ岳に登ろうという話があり、就職して以来遠ざかっていた

山に再び足を運ぶきっかけとなった。山仲間のメンバーは19期の栂さん、20期の栃尾、

久富、松下、深田、21期の栂夫人 (旧姓瀬戸)な どワンゲルのOBが中心になっている。

松下君とは最近ご無沙汰しているが、 7年前まではわざわざ鎌倉から駆けつけてくれたも

のだ。白山近辺を主に登ってきて、これまでに笈ケ岳は色々の方向から5回登つている。

最近は県外の山にも行くようになり、尾瀬、越後駒ヶ岳、中の岳と続いたので、今年は久

しボリに自山へ行くことになった。

コースは 2泊 3日 で

①一里野温泉スキー場一―一―奥長倉小屋一――一七倉山一―――小桜平小

屋一一一―新岩間温泉

②一里野温泉スキー場一一一一奥長倉小屋―――一大汝山一――一ゴマ平小

屋―一――中官温泉

の 2コ ースを考えていたが、②は机上登山の段階でかなり無謀な計画とわかり、いちおう

メンバーの調子がよほどよければという可能`性を残して出発することにした。

白山へは高校 2年の 6月 に登って以来かなりの回数になり、初めの頃は登つた回数を数

えては一人自己満足に浸つていたのだが、 10回、20回 と登り、登山の形態が異常にな

るにつれて、どこまでが自山登山なのかわからなくなり、数えるのをやめてしまった。当

初、白山に登るということは最高峰の御前峰に登ることを意味していた。が、山は高きが

故に尊からずということで、大汝、七倉、四塚などの主峰群はいいとしても別山、三の峰、

釈迦岳はどうなるの ?ま して、丸石谷を遡って百四丈の滝を越え清浄が原のネマガリタケ

の中をさまよって帰つてくるというのは ?

それほど行っていると思っていた白山だが、積雪期のこのコースはほとんどのメンバー

が初めてで、昭文社の山と高原の地図「白山」の執筆者である栂さんでさえ雪の小桜平や

ゴマ平は行ったことがないと言つていた。というわけで、今回欲しかつた情報を整理する

と、

①山小屋の状態 :今年は特に雪が多かったので小屋が埋まっていて入れないことも考え

られた。また逆にどの程度の人ムなのかわからないので、小屋が満員の場合に備えて

テントが必要か否か。

②頂上部の雪面の状態 :大汝からお花松原への下りなどでアイゼンが必要か否か。

③美女坂の状態 :標高はともかく急峻なので雪の付き方次第ではかなり危険な場合も考

えられた。

結局アイゼンは持つていったが、テン トは持っていかなかった。そして実際に必要だった

のはアイゼンではなくて、テン トだった。万一小屋が満員なら座ってでも寝ればいいとい

う安易な気持ちからで、雪に埋まっている心配は実は出発してから思いついたものだ。初

日はスキー場の上を出発した時から雪の上を歩き、奥長倉の小屋は冬期の出入り口がちょ

うど雪面の高さにあってすんなりと入ることができた。客は自分たちだけ。畳や毛布もあ

って快適に過ごすことができた。しかし細い尾根の上のこの小屋でさえ頭が少し出ている
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程度である。小桜平はどうなっているだろうか。今頃心配しても遅いのだが、小屋が埋ま

っていたらそのまま下りてしまうしかないということで落ち着いた。この時点でゴマ平回

り
・
はほとんど諦めた。小桜なら下りる元気はあるけれどゴマが埋まっていたらシャレにな

らない。

2日 日、小屋を出ると美女坂が険悪に鴛えている。左の丸石谷側は絶壁なので右の目附

谷側の斜面を絡みながら登る。雪の多いのが幸いしてルー トは楽に取ることができた。右

の斜面も急激に日附谷に落ちていつているので固ければ怖いところだ。念のためアイゼン

を付けている者もいたが、十分に柔らかだつた。美女坂の上から四塚山までは野球ができ

るほど広い雪原を勝手気ままに歩いた。上から 5、 6人のスキーのパーティーが滑り降 り

てきた。四塚山を登 り切つたときはかなり消耗 していて②案はやはり無謀だと思った。七

倉山を従えて鴛える大汝峰は畏敬の念を覚えるほど立派だつた。今回の最高地点七倉山か

ら飽きるほど大汝峰を眺めてから、きびすを返 して下りにかかる。 2週間前くらいに下で

降つた冷たい雨が山では雪だつたようで、例年より雪が柔らかいうえに日差 しですっか り

くさった雪面はワカンが要るくらい足が潜った。栂夫人などは首まで潜つていた。アイゼ

ンは結局使 うことはなかった。下りでは皆すっかり元気になり、小桜平に向かって我先に

と下つていつた。

小桜平の手前の樅が丘の辺りから双眼鏡で小屋を探すが、それらしい物は見あたらない。

自分自身学生時代以来来ていないので、小屋が平のどの辺にあつたか全然覚えていない。

頼 りの栂さんも栃尾もはつきりしない。地形図の小屋の位置を頼 りに、三段になった平を

くまなく探したけれどわからず仕舞い。 「小屋の位置くらい柱を立ててわかるようにしと

けよ 」と捨てぜ りふをはいて即下 りにかかつた。テン トを張れば最高のロケーションだ

った。不幸中の幸いは雪が多くて登山口までほとんど足下を気にせずに下ることができた

ことだ。結局この日の行動時間は 11時間 32分。閉鎖 されている山崎旅館の倉庫を借 り

て、一夜のしとねを確保 した。

登山データ

平成 12年 5月 4日 ～ 6日

メンバー :栂 (19期 )、 栃尾、深田 (以上 20期 )、 栂 (21期 )、 竹田 以上 5名

行動記録

4日  金沢===一 里野温泉スキー場===ゴ ンドラ山頂駅――一奥長倉小屋

8:00  9:20 9i45    9:55 9155      14:50

5日  奥長倉小屋一一一美女坂上一一―天池一一一四塚山一一一七倉山一一一

6:28         7:45      8:18  8:40   11:28  12:07    12:20

小桜平ニーー登山ローーー山崎旅館

15:00 17三35     18:00

6日  山崎旅館一一一鉄管路上一一一中官レス トハウス===中官温泉===金 沢

7:55 8:10 8:47

*ス キー場と中宮レス トハウスに車をとめる。

*早朝でも中官温泉のくろゆり荘には入浴できた。
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【奥長倉小屋】

栃尾 (20期 )竹田 深田 (20期 )栂 (19期 )

IE lレ ラ
｀

【天池付近からの白山】

栂 (21期 )竹田 深田 (20期 )栃尾 (20期 )
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山 イ更 り

10期 木津 治男

2000/06/07

6月 4口 (日 )僧 ヶ岳へ登つてきま した。最高

の 日和で、気持 ちのいい登山を久 しぶ りに満喫

してきま した。
*

奥名さんの数々のメールに煽 られたとい うわけ

ではないのですが、小生の登山への気持ちをず

つと繋いでいただいたとい う点では大いに感謝

してお ります。

小生のかみさんが (の り子とい う名前です )、

3人の 子供達に手が掛からなくなり、休 日の過

ごし方にも変化が出始めたこの 5月 のことでし

た。近所の山好きの奥さんに誘われ、「ちよつ

と山に行つて来る。」と言つて、いきなリゴム

長に手つ甲もどきのスッパ ッツ代用品を持つ

て、金岡1堂 山に登つてきました。

この、元ワングルの亭主を差し置いてと、思い

ましたが、結婚前に長崎から北アルプス槍穂縦

走をガイ ドして以来、その後富山へ帰つて 18

年になりますが、子供達がまだ幼少の頃には遊

園地代わりに、医王山、牛岳、自木峰、薬師岳

へ連れていつたきりでした。

この 10数年登山らしいものからは 一切遠ざか

っていた、ぐうたら亭主の浩券 (一応、元山岳

部～ワンダラー)と いうt)のは、元よりとおの

音に雲散霧消してしまつてお ります。
*

6月 に入つて、また、件の町内の奥さんに誘わ

れたらしく、「今度の日H在 日僧ヶ岳へ登つてみ

ない ?」 とかみさんから誘われました。 このと

ころ心の臓の病かと思われるほど動悸 。息切れ

が自党症状となつてきていた小生としては、健

康診断代わ りにこの誘いに乗ることにしまし

た。ジョギングどころか散歩もせず、完璧なパ

ソコンおタクの 10年 を過ごしてきた 50男に

いきなり僧ヶ岳は殆ど白殺行為にも思えたもの

ですcし かし、この機会を逃がしては一生登山

とは縁が切れるような気がしての一大決心でし

た。 しかも、僧ヶ岳は初めてでしたので、地区|

や磁ィfや 山の道具をと家捜 し始めた亭主に向か

い、かみさんの 一言、「あなた、カメラ ーつで

いいわよ」でした。

リーダー役の近所の奥さんはこの 2～ 3年身体

の健康とかで山登りを始められたわけですが、

こちらも二人の′日、子さんを社会に送り出して、

ご亭主と二人でアウトドアを始められたわけで

す。これも、奥さんがかつてにフィーバーで、

体力的限界のご亭主を置いて、さる登山グルー

プに入り、かなりの登山経験を積まれたらしい

のです。「もう僧ヶ岳には何回も登つているか

ら大文夫、帰 り道の温泉を楽しみに付いてこら

れ」 というオ,け です。
*

「]曜 日早朝、コンビニにサち寄 り、おにぎ りと、

50 0 mlのペ ッ トボ トル数本 (一 人 3本ずつ )

を調達 し、魚津―片貝川 L流の登山「Jを 目指 し

ま した。 コースタイムは次の通 り。
*

7:35 東又登山口出発、初めからすごい登 り、

いつきに直登で小生の心臓はバクバクいい呼吸

はふ―ふ―だつた。生まれて初めて「込ゝ―応ゝ―」

を経験 した。息が切れた状態を、「鮨ゝ―尤ゝ―言

う」と表現する事は知1識では知っていたが、初

めて体験 した。学生時代はどんなきつい登山で

も呼吸はつねに「は―は―」であつた。これが、

30分間のワンピッチの間ずつと|]先 をまるめ

て 「λゝ―ふ―」であつたのだ。どうしても、日

を大きく開けて 「は―は一」とい う呼吸が出来

なかつた。何故だか解 らないが、 2ビ ッチロ以

降は 「は―は―」とい う息が出来た。

そして、 1時間も歩き稜線に取つつくころには

残雪も日立ち始め雪 Lを歩き出すと、身体はも

う宙を走つていたようだ。それまで、 ■人のご

婦人のお尻ばかリパチパチ撮影していたのが、

雪になつたら急にたり出していた。そ して、初

めて前に先回りして撮ることが出来た。

9:50 前衛峰の成谷山 (1600m)に とりつ く

10:50 僧ヶ岳頂 11

13:30 登山ロヘ無事 ド山

背景の山は、毛勝岳、 花々は、いわかがみ 。

いわうちわ 。かたくり。たむ しば 。しらねあお

い等同行のご婦人方は、 2dパ ックにデイバッ

ク、そ して小生は⌒―フデイノくックに愛用のK

ISSと 標準と望遠ズームを 2本、それとレー

ンスーツのみの軽装備でありました。撮影タイ

ムなしなので、花々を撮るときはちよつと苦し

かった、「1脚無しの接写なのでまるで、バイア

スロン競技をやつているようなものでしたc ―

応、ご ^行様は人様にお見せするようなもので

はないのですが、僧ヶ岳頂 11の スナップをお見

せ します。左が小/1i、 中央がわが妻、の り■、

右がリーダーのあつ Fさ ん、の 3名 でした。久

し尤よりのきつい登山でしたが、気分良く登山の

醍醐味を満喫できた僧ヶ岳ではありましたの
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山 イ更 り

FROM: KENAOYAG10aol.com

SUB:尾瀬で水芭蕉ウォッチング

青柳です。

突然思い立って、水芭蕉の尾瀬へ行ってきた。

9日 の金曜に休みがとれて、9-10日 の一泊二日。

ところが、梅雨入りと重なって、雨の出発。

予約があるし、サラリーマンの山行きのつらさで強行。

トレーニングの意味も込めたので、福島の御池側か ら

尾瀬ガ原へ入った。

これが失敗なのか成功なのか、残雪一杯の中を雨に

濡れて歩くことになった。

今年は、春にタップリ雪がふ り、例年よ り2週間遅れで、

水芭蕉の盛期だった。

温泉小屋付近か ら、水芭蕉が迎えてくれた。

雨の中、霧に霞んだ水辺に咲 く水芭蕉。

正に「水の妖精」の名のとお り、幻想的風景に、

疲れが吹っ飛んだ。

東電小屋に泊まる。

そんなに混んでいなかったのに、しっか り

8畳間に 8人詰め込まれ寝させ られた。

山小屋は、 1畳 1人 のルールを守ることが

サービスと心得ているのだろう。
-74-

11期  青柳 健二



10日 は、曇 り。尾瀬ヶ原を水芭蕉ウォッチング。

下田代、中田代、見晴、とほぼ半周。

カッコウ、ウグイス、ホウアカ、その他モロモロの

鳥たちの合唱を聞き、カメラと双眼鏡をぶ ら下げ、

人の 2倍の時をかけて、尾瀬を楽しんだ。

僣しむらくは、至仏岳と隧9岳が全容を見せて

くれなかったこと。

水芭蕉、ザゼンソウ、リュウキンカ、ショウジョウバカマ、

ヒメイチゲ、ミヤマスミレ、ワタズ9^の 可憐な花々と

ミネサクラ、タムシバ、オオカメノキ、そしてアズマシャクナゲ、

ムラサキヤシオツツジの鮮やかな色合い。

ブナと白樺の新緑の中、たつぶ りの花巡 りだった。

帰 りは、平滑の滝と三条の滝を巡って御池に戻った。

尾瀬の水を一気に 100M落 とす、三条の滝は、その

水量の多さに迫力満点 .

滝の展望台までの急斜面の下降で、高所恐怖症の病を

浮かび上がらせたご褒美としても大満足できるものだった。

車の単独行の最大の弱点は、山か ら降 りても、達成感と

疲労をいやす、最良の飲料ビールが飲めないこと。

上半身だけ着替えて疲れた体にムチ打って、それか ら

たっぷ り5時間かけて自宅まで戻つたのだった。

デジカメ、スキャナがないので、折角の写真もお見せできません。

絵葉書みたいに、青空と明るい山容の元での水芭蕉は見れなかった

が、またの楽しみを残しての山歩きとなった。

次は、梅雨入り前に、水芭蕉の満開となる年に行こう。

さて、 8月 の自山に向けての トレーニングは成果があった。

濡れた木道の上でシッカリ転んで、ひざを擦 りむき、バランス

の大切さも再確認。

7月 にもう一山どこか登って、また絶好調で入 りますか ら、

宜しく。

2000. 6. 11
花の写真集で、花の名前を覚えなが ら。

KUWVll 青柳でした。
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山 イ更 り

100m級低山紀行  15期 奥名 正啓

猿山 標高 333m

猿山は能登半島門前にあり、山よりもその断崖

絶壁のほうが進かに景観としては素晴らしいc

能登の山は総 じて高い山はない 1)の の、あまり

人の垢にまみれていないせいか少 し山にはいっ

ただけで、かなり山奥へ入り込んだ気分がする。

富来町のヤセの断崖や能登金剛にくらべると、

はるかに人の気配の少ない孤絶 した地域であ

る。

右写真の 三角点には頂 11の標識が倒れている。

そこには 353mと かかれているように見え

る。左絵には 332m。 そのほかのガイ ドブッ

クには333mな どとなっている。いづれにし

ろ大差はないぃこの三角点は道沿いにはなく、

少 しばかリヤブのなかに踏み込まなくてはなら

ない。そこまで行つても見晴らしがいいわけで

もないぃ

******************************************

春先に花開く代表的な花ぃそれがキクザキイ

チゲ (ス 1)と 雪害1草 (右)であるc

キクザキイチゲはぉぉがらでその花の riさ もう
~

てきだ。時に薄紫色の花 t)あ り、こちらは高貴

な雰囲気がしてなお素晴 らしい。

猿山の代表は何と言つても雪割草の群生であろ

う。この雪割草という名前は春先に真つ先に雪

を割つて花をイヽ1け ることから呼ばれているが、

本当のユキワリソウ (カ タカナで表記している

ところに注意)と は全く違 う。いわばあだ名の

ようなもので、 11式にはミスミソウあるいはス

ハマソウと言う。近年甚だしく盗掘にあい、相

当数が持ち出された。その際、紫色や赤の濃い

色合いのものがとられ、白い花ばかりが残って

いる。

******************************************

猿山の断′圭絶壁は岩だけではなく、カシワ、エ

ノキ、ケヤキなどの樹木が生えている。しかし、

それらは海からの強風にさらされてあまり高く

はのびず、盆栽の枝のようにグネグネと枝をひ

ろげている。

深見の部落から急な坂道を登りきったあたりに

東屋があり、遠 く猿山灯台がのぞめる。振 り返
つて後ろには富来の高爪山が姿の良いシルエッ

トをみせている。

下をのぞくと、高所恐1布症の人は足がすくむほ

ど垂直に近い絶壁である。
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OB― ―言 洒 信

*松尾 秀邦    元願問

やまざと12号拝受。14頁のベルクハイム庭に

ある1愁心"の文字に30年近く前になるWV部
唯―の遭難死を思い出しました。碑に"愁心"

を書いてくれと頼まれましたが、筆は小学生以

来持ったことがないので、幾度か清書して提出

した次第です。当時のキャプテンは小西君だっ

たと思いますが。

通難地に建てられてから一度訪ねたきりでし

たが、ベルクハイムの庭に安置されているのを

見て安心すると同時に、逝つた徳島出身の桂君

の家族の方々を思い出します。ポケ老人の戯言

です。

*田村 昭夫    0期
Ml― M4・ OMn 皆出席予定。

*高田 昌嗣 4期

やまざと12号ありがとうございました。先に

連絡した通り、 1月 中旬に東京を引き払って故

郷の久留米に帰ってきました。住所の山本町が

示す様に、家から5分も歩くと耳納山脈の登リ

が始まる田舎です。目下引つ越し荷物の整理に

追われていますが、一段落したらハイキング程

度から徐々に山歩きに復帰する予定です。

鈴木正田君 (4期)の言卜報は驚きでした.田
村さんより電話で連絡を受けましたが、都合が

つかず、葬儀にも出席できませんでした。思え

ば1994年 8月 にチェコで開催される学会への出

席途中で、駐在中のオランダヘ立ち寄ってくれ

アムステルダム近郊を案内したのが彼に会った

最後でした。冥福をお祈りします。

編集後記の舟田さんの一文は多くの問題を提

言していると思います。本人の意志確認はやは
り必要でしょう.自分はせめてお荷物とならな

い様にしたいと思います。よろしく。

*白井 勇 9期

前略 会報12号お送りいただきありがとうご

ざいます。森島先輩の『鈴鹿セプンマウンテン

制覇』楽しく拝読させていただきました。鈴鹿

の山も最近、ゴルフ場から眺めることが多<な
つてきたことを反省しています。四季を通 じて

楽しめる山です。10期の寺本君、11期の森川君

がご案内させていただきますので、是非お出掛

け下さい。小生は山麓の温泉でご一緒させてい

ただきます。

*高 田 和守 11期

卒業後30年が経ち、三人の子供達 (男 ばつか

し)も巣立ち、家には夫婦と大 (名前は元太

雄のミニダックス)と云う生活でしたが、次男

が離れに居を構え、孫二人 (男 と女)が生活を

変えてくれました。

最近の愛唱歌は「孫」。仕事がら出歩 <こ と

が多いのですが、帰ると孫を相手にと思っても

、当の孫はそれ程でもなく、拍子抜け。まだの

方は早く持ってみて下さい。かわいいですよ。

*近藤 正興 12期

大変ご無沙汰いたしております。OB会報「

やまざと」12号読ませていただきます。たいへ

ん遅れてますが、住所変更を連絡しておきます

*辰野 隆義 13期

スキー合宿参カロさせていただきます。春の小

屋作業の打ち合せは後日や りましょう.荷物が

多くなるかもしれませんが115期の皆様の若さ

に期待しております。

*仁藤 早苗    14期
二重では養鶏や養豚をしていた夫も、やはり

牛をやりたい、しかもフリース トールで飼い

、ミルキングパーラーで搾乳するのでなく、一

頭―頭搾乳している大田原でやりたいと、二年

間いた二重を後にして、 2月 中旬引つ越 しまし

た。二重にいた時は、喜久子や外茂子などと会

おうと云つてたけど、結局子供のことや親のこ

とで頭が忙 し<な り実現しなかったね。乗名の

人とも会えなかった.

大田原の憂しはとてもおだやかで、モーとな

く声を聞いたことがないです。村人は30人位、

うち若い人が10人いて、とても元気で自由での

びのびとしていて村の雰囲気を作つています。

私は子供25人と大人の食事づくりをしています

。昨日は我が子光太郎の希望で、日光の霧降ア

イスアリーナー (屋外)でスケー トを楽しみま

した。では又、会いましょう.

*三宅 毅 15期

また東京で一人暮 らしです。

*椿川 利弘 18期

春の小屋酒場と登山道整備には参加しようと
思っていますが、「マルチ トレーニング in倉谷
」とは、 トレーニングをするのですか。また、
5月 12日 (金)の平日としているのはなぜです
か。でも一応参加にしておきます。
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8月 の自山登山については、カナダに行く予

定とダブラなければ、参加したいと思っていま

す。

*竹中 敏 21期

「シェルバのふるさとを訪ねてJ届きました

.あ りがとうございました。とても感激しまし

た。 トレッキングいつか行きたいなと本だけは

買つたのですが、ぼくにとっては夢みたいなも

のです。

デベットやダライラマの本は興味があつて、

結橋本を読みました.実際にその世界をじかに

見たことはないのですが、おおらかな感じが好

きです.

ちょうど5年前の 3月 に見たテレビが今でも

忘れられません。ヒマラヤ山菫の小さな村で行

われたカーラチヤクラという法要の様子を伝え

る ドキュメンタリーでした.

法要の初めに砂曼陀羅を描くのです。 2m四
方くらいの板の上に何色もの砂を使つて、信じ

られないくらい緻密で極彩色の絵を描くのです

。一番初めにグライラマが下絵の線を引き、そ

の後僧侶達が下絵にそっていろんな色の砂を落

としていって、やがて曼陀羅となるのです。出

来上がるのに2～ 3日 かかつていたと思います

.そ して法要が始まり、通々遠くから何日もか

けて集まった人達が拝んだり、ダライラマの説

話を聞いたりして過ごすのです。

何日か過ぎてカーラチヤクラの最終日、砂曼

陀羅は棒で掻き混ぜられて、あっけなく一瞬で

ただの一色の砂になってしまいました。僧侶達

はその砂を外に持ち出し、ヒマラヤの万年雪と

氷河から融けだす川にサラサラと流すのです.

あの場面の白い峰と、青い空と、ほとばしる川

にキラキラと帰つて行く砂の光が、今でも日に

焼き付いています.エ ンヤのシェバー ドムーン

という曲がバックに流れていました.

あんなきれいなテレビは他に見たことがあリ

ません.

テレビや本より、実際にその場へ行つて見る

方がずっといいと思います.

*荒戸 美雅 25期

2005年 愛知万博が瀬戸 海上の森で開催さ

れることになっていますが、地元では様々な意

見交換がされています.

住民の環境に対する意識の高まりに、今まで

の役所の進め方、コンセンサスのとり方では対

応できなくなっているようです.

会場候補地を歩いてみると、どうしてこんな

所にというのが、私の実感です.大阪がオリン

ピックを開催したいと考えている所は湾岸エ リ

アで、こちらの方が妥当と思われます。

身の回りにも様々なギャップが出ている中で

、子供の育て方、社会との関わり方、仕事の仕

方などを考えています.

*福田 武・ 由佳  37期
OB会費 (5年分X2人分=2万円)を振込

しました。今までの滞納、大変申し駅ありませ

んでした。oB会費滞納にも関わらず、「ゃま

ざとJに住所変更など掲載していただきました

こと、大変恐縮 しております。

やまざとを読む度、山へ行きたくなります。
これからも楽しみにしております。

*西田 秀輝    39期
会費の納入が遅れまして申し訳ありません。

「やまざと」の発刊をはじめ、事務局の方々に

は様々の御配慮を頂き頭があがりません.金沢

を離れてはや 2年になる私にとって、「やまざ

と」は、金沢と大学時代を思い出させてくれ、

元気がわいてきます.これからもよろしくお願

いします.

最近はゲレンデスキーに没頭しつつも、晴れ

た空に浮かび上がる雪山を見ていると、無性に

登りたいと思う時があります。ヮンゲルの血の

恐ろしさ (?)を感じるこの頃です。

劇憲:i2ゝ 具要[jttE■冒「コ椰町か ら

*藤森 忠夫 18期

98年‖月からマレーシアヘ単身赴任中。

*佐藤 かおり   33期
毎回やまざとありがとうございます。

私事ですが、昨年結婚し、新婚旅行は、イー

スター島、そしてアコンカグア (6962m)登 山

をしてきました.相手は福井工大ワンゲルで、

(10数年前)に合ワンで一緒に竜王岳へ登った

人です。

*宮崎 耕輔    35期
いつもお世話になっております.結婚をしま

して、住所が変わりましたので、よろしくお願

いします。
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07期村田.txt

08期篠島.txt

09期清水.txt

03期西尾.txt

ま暮自専子F動
き回っておりますと、結構忙し

03期登駒 .txt

ホームページ拝見致 しました。
最近は老老介護で両親の面倒を見るために中央
線「あずさ」と或は高速バス又は車で信州・伊
那まで往復 し途中の景色を楽 しんでいます。雪
の降る小淵沢から見る甲斐駒とか立科からの浅
間とか楽 しんでおりますが、どうも時間が無 く
てともう一つ体力に自信が無くトレーニングは
専ら内臓に限つてしまっています。こちらの方
は毎日欠かさず頑張つています。
本日の朝日新聞にはアルツハイマーにはアルコ
ールに強い人は1.6倍 とかの記事があり心強
く頑張ろうとしています。
楽しいページ有難う御座いました。
現在は琵琶湖の第24回鳥人間コンテス ト選手権
大会の人力飛行機の作製に頑張つております。
昨年に引続き出場 しますのでご声援お願いしま
す。
「飛びたい野田 !空でいい野田 !」 で飛ばしま
す。
金沢からは金沢工大の夢考房チームが今年も参
加するのではと思っています。

04期森島.txt

あ、また舟田さんに聞かれたら召集礼状が来る
から、秋になってから言わないと・・・・・・

06期石橋.txt
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00期吉田.txt

この 添付・「ただに血を盛る 。四高南下軍
」ちょつと 変 じゃないですか ?
http://www.mahOroba.ne.jp

島県ます場めて
レ
毛柔霜雰管暑写星

ヽ
進であ乗

呉 口菅山寺へ 向かいました。
余呉湖で羽衣を隠され、漁師の妻になつた天

女が生んだ子供が、菅原道真で 6歳に 入門
したのが、菅山寺と いわれのある寺です。今

思ぃ萬:そ姿日、章で
の
1夢 T喜レ干奮奮史け

行きたいものです。

10期木鋒.燎t

先頃より、メールの数々ありがとうございます

11期青柳・txt
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の
　
　
間

ｏ間
だ
き
で
満

雪
　
　
浅
た
浅
今
抜
ま
を

残
　
　
一
し
く
て
り
Ｍ
さ

の
　
　
沢
ま
吹

つ
走
０
白

春
　
　
井
見
芽
通
に
Ｏ
面

〈７
　
　
軽
て
の
を
気
ｏ
の

ヽ
　

　

ヽ
つ
松
廊

一
２
い

で
　
　
に
走
唐
回

らヽ
ろ

の
　
　
日
を

のヽ
で
か
移

も

。
　
３
卜
ら
雪
ま
Ｍ
の

の
す

　

ヽ
一
か

峠ヽ
０
春

て
で
　
は
ル
沢
は
渋
０

ヽ

れ
の
　
で
原
井
ら
の
５
す

さ
た
　
ブ
高
軽
か
賀
！
出

発
せ
　
イ
と
く
泉
志
！
り

触
さ
　
ラ
賀
咲
温
の
適
作

ｏ

に
う
　
ド
志
花
座
国
快
が
た

に
５
国
あ
痛

途
１

にヽ
苦

の
て
て
目
の

宅

つ
り
き
間

帰
乗
降
憂
時

に
に
を
も
０

。

ぎ
速
速
滞
１
た

過
高
高
渋
に
し

時

ｏ
て
も
実
で

３
上

つ
で

ｏ
の

。以
切
道
時
た

し
像
い
国
１
れ

多
想
思

のヽ
ら

も
は

ｏが
夜
い

苦
滞
る
だ
深
強

渋ヽ
な
の
は
を

ば

とヽ
た
宅
ブ

れ
が
滞

つ
帰
イ

け
た
渋
走

。
ラ

多
い
で
を
た
ド

幸
つ
分
道

つ
の

１
の
腰

方ヽ
足

て
八
の

つ

ｏ輩

あ
た
我

が
し

ヽ

事
で
り

法
の
あ

たヽ
も

は
れ
症

日
ら
遺

７
い
後

。

の
強
の
す

後
を
倒
で

最
座
転
タ

体
正
の
メ

連
の
で
タ

くヽ
面
メ

て
近
斜
う

し
間
ブ
も

そ
時

コ
は

ｏ
　
で
は
に

す
　
れ
け
粋

ｏ
　
で
　
疲
明
純

。

ね
　
と
　
務
体
の
す

す

ｏ
こ
　
激
連

へ
で

で
と
な
　
の

面ヽ
の

う
こ
構
　
け
は
方
た

よ
の
結
　
明
係
西

っ

の
と
て
　
休
関
関
だ

況
年
く
　
連
融

変ヽ

盛
り
多
　
と
金
て
大

は
た
が
　
休

ｏし

ヽ

場
あ
み
　
連
す
そ
て

酒
も
し
　
５
ま

。
つ

屋
花
楽

　

てヽ
す
あ

小
楠
と
　
は
じ
て
が

・
石
る
　
方
り
の
張

谷
の
あ
　
当
た
な
出

倉
郎
が

　

ヽ
つ
し
の

和
離
蔵
　
ま

ヽ
ぐ

雄
鮮

取 りやら、凍結防止
、本来の仕事をした
で、北アルプス展望
は、日本一のアルプ

賓計ガ甜響
事な景観をタップリ

車
ら
ま
村‐
が
プ
　
見

ｏ

の
や
村
岡

花
ル
　
る
た

庭
節
岡
大

の
ア
　
が
し

の
調
大

。
桜
の
　
繋
ま

家
の
ら
む

だ
雪
　
に
り

の
道
か
し

ま
残

ｏ馬
浸

績
水
村
楽
　
ｏ
の
す
白
に

麻
た
績
を

里
ら
ま
ら
せ

いヽ
麻
ブ

の
か
り
か
幸

は
て

イヽ

望
村
な
念
む

日
し
と
ラ

展
の
に
常
し

５
を
あ
ド

ス
岸
絵
　
楽

外
枚
１。壕山、咄
ゅ
麒
”
責　
期
縦九
肝
」
つヽれ
　御鉄
は
なっ珈
うヵ、　。Ｊ醸わ
略

こ

ｏん
た
の
日
の

・
ん
シ
ま
社
し
と
行
引
れ
開
　
一一

時ヽ
の
し
も
送
ま

。頂

こ
す
し

つ
雪
昨
達
学
し

一
い
は
指
ス
念
を
け
再
　
一Ｔ
ら
の
慮
ま
と
て
り
ん
を

開ヽ
の
で
か
歩
の

ツ
私
い
し
ち
し
フ
盟

しヽ
ろ
ま
年
探
５
ま
家
つ
メ
ル
る
り
ま
よ

』
訓
時
は
な
時

す
。

こ
一

ヽ
また
表
に
妨
響
“
越
れ
ば
」
い
¨
嗅

ゲノレ２
“
暗

‐ま
ヽ

な
唯
″
い
〔
」
凛

の
ア
今
前
は
木
ま
＜

＞
テ
日
３
今
し
岡
わ
日
婦
り
こ
め
ン
が
大
に

Ｇヽ
落
の
り
節

。
こ
ド

年ヽ
を
白
し
卜
会

ユ
休
　
は
話
高
終
休
夫
た
　
た
ワ
々
た
者
ら
Ｐ
が
も
送

連体は、前半ちょっと信州で遊んできました

卜彗〒琴2馨賛革≦讐稟層λ鍵留モ手チ増サ手
ャんのヒマラヤ紀行と水戸の先輩・桑名の同輩
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に
会
地
　
画
り
じ
材
し
　
き

め
力

　ヽ
計
の
な
人
ま
　
で

た
電
で
　
な
場
と

ｏ
い
　
が

る

。と

。う

一
村
す
思
　
ア

す
す
こ
す
よ
キ
た
で
に
　
リ

供
で
る
で
の
ス
い
ら
う
　
エ

提
と
す
と
こ
ド
て
か
よ
　
ス

。

に
こ
続
こ

ヽ
ン

つ
た
の
　
ビ
ね

Ｋ
の
接
の
が
ラ
わ
れ
例

　
一
い

Ｈ
と
も
と
す
ナ
携
ら
事
　
サ
さ

Ｎ
る
に
い
で
イ
に
得
の

　

下ヽ

を
す
場
た
村
ダ
営
が
高
　
し
て

像
置
役
し
鷲

経ヽ
材
最
　
成

つ

映
設

にヽ
高
は
場
人
る
　
由万
寄

の
を
い
石
い
の

一
の
す
　
が
に

速
バ
使
布
じ
る
キ
部
に
　
道
こ

高
イ
を
の
乏
き
ス
外
ン
　
陸
こ

や

ア
線
化
の
で
で
る
プ
　
北
非

山
フ
回
報
材
案
ラ
あ

一　

海
是

白
光
の
情
人
立
卜
の
オ

ｏ東
ら

て

社ヽ
域
　
が
ス
み
を
た
　
た

や
ま
を

ち
し
び

つ
に
遊

く
庫
の

な
倉
ド

め

ヽ
一

求
は
モ

を

一
夏

み
キ

ヽ

し
ス
し

楽

ｏ換
いヽ
交

も
な
を

で
は
ヤ

ん
味
イ

住
意
タ

に
る
も

。

こ
い
車
う

ど
て

よヽ

も
き
て
え

で
生

つ
考

11期加藤.txt

今年の 8月 の白山はよさそうですね。気持ちが
動いて来ています。就職活動中の長女と問題の
17歳で受験生である長男の動向の見極めが必
要ですが。

11期 上村.txt

私は連体中は故郷の高鷲村で過ごしました。今
年は'96以来久 しぶりに 5月 連休が桜の季節と
なり、高鷲村の沿道の桜を楽しみました。高鷲
村の北の荘川村の荘川桜はまだでしたが、南の
白鳥町ではもう散つてしまいました。 よたつなにけか出おヘろ

て

こ

く

と
良
な

が
ろ

日
い

曜
ろ

。

いヽ
ネ

は

すヽ

年
様
で

今
皆
う

ヽ
１１）

に
で

的
と

分
こ

気
う

で
い

の
と

う
た

い

つ

と
か

休
な

連
い

が
て

辺
え

周
燃もヽ

ば
徒

え
生

ｏ

言
も
か

を
生
う

難
先

よ

II富単[f響清ζ≧ξ言]:抒量等:言署禁

連体でお疲れの方々、ご苦労さまでした。ハィ

11期森川.txt

i:奪讐][[7言
是ど霊雷E藤容温泉療養に

蕉
ア
ヤ
テ
集
品
を
と
手
い
　
比
３０
と
今
地
他
て
光
て

芭
ル
シ
ン
付
商
心
ほ
を
と
　
に
は
た

。過

しヽ
観

つ

鷲
の
ル
プ
ト
良

ヽ

料ヽ
学
し
今
で
０
、や
長

つ
こ
と
を
ま

高
売
夕

ヽ
一
の
き
く
無
大
で
　
ン
パ

。延
ま
起
た
下
い

話
ブ
の
し
先
葉
ク
る
　
Ｏ
を
機
り
る

リ
ア
用

ｏは
言
ン
い
　
２
査
て
で
な

く
ピ
共
す
の
の
夕
て
　
を
調
し
ま
く

つ
卜
Ｖ
じ
る
分
ク
え
　
金
の
と
に
な

ゆ
フ
Ｔ
で
え
自
ン
考
　
助
画
点
村
は

も
ソ
ル
と
伝

ｏシ
も
　
補
計
拠
泉
で

と
は
夕
こ
に
す
る
手
　
ら
ス
の
和
夢

方
に
ジ
の
上
で
あ
う
　
か
イ
そ
県
は

の
町
デ
と
を
う
の
ら
　
県
フ
が
井
と

当
鳥
と
い
い
よ
績
も

　

オヽ
町
福
こ

ｏ

担
白
備
た
思
い
実
て
　
で
卜
鳥
く
う
す

化

ｏ整
し
い
し
に
し
　
ま

一
白
な
い
ま

報
た
点
現
熱
難
化
出
　
春
ゾ

でヽ
と
い

情
し
拠
実
の
も
性
提

ｏ年
り
が
け
を
思

の
ま
の
を
そ
で
活
て
た
今
て
た
だ
ス
に

場
り
て
備

町ヽ
域
し
し
は

つ
し
村

イ
う

役
あ
し
整
ら
鳥
地
と
で
で
ら
ま
鷲
フ
よ

町
が
と
ラ
が
自

書ヽ
と
村
も
い
高
オ
る

鳥
会
チ
フ
な
な
く
告
こ
鷲
円
て

卜ヽ
来

白
機
ン
ン
し
的
な
報
の
高
万

つ
し

一
が

す
ラ
イ
か
進
で
の
と
　
Ｏ
や
能
ゾ
時

さ
村

ｏ取
業
出
全
活
し
旨
し

設
は
た
は
の
ち
は
て
く
主
置

開
長
し
と
つ
打
業
し
な
が
設

が
社
ま
者
５
を
事
入
を
と
を

ア

りヽ
業
位
針
る
導
着
こ
ラ

リ
で
あ
い
下
方
め
を
癒
る
メ

エ
の
が
な
い
の
始
理
の
す
カ

ス
な
会
き
な
と
ら
原
者
供
Ｖ

ビ
ク
機
で
く
る
か
争
業
提
Ｔ

一
セ
す
絡
し
え
今
競
と
に
は

サ
３
話
連
芳
替

ヽ

アヽ
客
で

＜ヽ
り
で
の
れ
れ
る
り
お
こ

秋
務
く
ル
績
入
ぞ
す
工
に
こ

の
専

つ
一
成
と
れ
に
ス
価

ｏ

こ
の
ゆ
メ
②
者
そ
提
ビ
安
す

は
こ
も
①
い
業

ｏ前

一
も
で

に
そ
と

なヽ
い
す
を
サ
で
と

村

ｏ＞
は
じ
し
で
化

しヽ
こ

鷲
す
す
で
き
新
う
報
し
こ
の

高
ま
で
こ
引
は
そ
情
化
す
と

れ
長
こ
り
者
す
て
性

だヽ

5/6快 晴。
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風
が
雪
分
ぶ
は
柔
に
と
が
小
こ
年
で

滑走。「精で滑っ舞迦嚇払・＜な馴居Ⅷ壊剛

叫た時、に絲ため、る。東。急斜苦闘。一カ倒川碑囃

しヽて程のある戦しか工うさた

い
と
同

悪
年
と

も
昨
日

質
で
昨

雪
前

ｏ
ｏ

ｏ手
る
る

ず
の
け
見

え
宿
受
を

見

。を
け

然

へ
え
焼

全
宿
迎
タ

が

出ヽ
い

く
り
御
な

行
戻
の
つ

に

へ
鳥
と

見
堂
雷
ひ

を
室
に
雲

山
で
う
な

白
ス
よ
う

で
バ
じ
よ

ま

。同
じ

え
し
た

加
は
え

を
れ
考

日
そ
を

５
　
書ヽ
ヽ

み
が
行

休
す

コ

ス
で

ツ

ク
の
日

ツ
た
モ

レ

つ
は

フ
な
時

に
も

一

体
に
＜

＞

連
体

ｏ
・

９
連
た

・

ヽ
６

し

ｏ

合
１
で
が

場

んヽ
す

の
と
せ
で

私
る
ま
の

し
あ
い
が
日

と
が
咲
ス
な

つ
落
が
プ
的

よ
集
花
ル
型

ち
て
の
ア
典

ｏれ
モ
北

ヽ

す
ま
モ
の
は

で
囲

雪ヽ
壁

い
に
ラ
残
白

し
園
ク

やヽ

ら
樹
サ
リ
家

ば
果
い
が
農

す
に
遅
あ
の

は
面
や
が
き

野
斜
ゴ
リ
葺

曇
の
ン
ぼ
藁

ン
　
ヽ
い

ラ
と
い

卜
る
て

ス
い
く

レ
て
な

い
ね
ら

し
ず
乗

新
た
に

にヽ
キ

し
番

一

た
順

コ

き
を
ヒ

。

で
ら

。ね

ん
れ
す
す

さ
こ
ま
で

く

。め
い

た
す
し
し

も
ま
楽
れ

館
り
も
う

術
あ
日
が

美
も
何
の

の
ま
の
貴

東
り
夏
高

関
な
初

，

，と
に
て

て
節
当
し

ぎ
季
本
そ

過
の

，
，

に
色
は
紫

ち
じ
日
の

ま
同
数
藤

ち
も

こ

，
。

た
こ
こ
は
花

も
ど
た
で
の

々
は
ぎ
く
桐

日
緑
過
近
す

の
る
を
宅
わ

緑
見
夏
小
漂

新

で
立

ヽ
え

い
部

ｏな
さ

淡
野
た
う
感

平
し
よ
な

皆
ろ
こ
陸
を

ｏご
た
北
中

た

，
つ
ら
の

し
ろ
あ
が
光

で
し
で
な
風

気
に
し
間
の

天
た
ご
期
緑

お

つ
過
短
な

い
な
お

，か

よ
に
を
合
や

に
け
々
場
爽

当
か
日
の
も

本
出
な
生
復

，お
か
小
往

は

，ど

ｏ
の

体
に
の
す
そ

連
れ

，ま
と

の
ぞ
ろ
い
在

年
れ
し
思
滞

今
そ
に
と
の

様
寝
と
で

お
考
の
向

ら
参
期
方

か
ご
雪
い

れ

，残
悪

こ

で

　

，

，

，の
お
が

て
す
な
す

け
ま

。ま

避
い
す
り

は
思
で
わ

。

雑
と
ど
変
う

混
か
な
は

よ

の
う
況
況
し

休
ろ
状
状
で

連
あ
路
に
い

，も
道
々
な

で
方
の
日
わ

ろ
の
辺

，か

こ
け
周
故
向

と
か
で
と
は

出
ま
こ

ヘ

東
ま
日
谷

の
い
て

。

，た
１
原

こ
な
来
す

ら
れ
と
田
　

，面
ら
で

か
さ
く
下
が
当
か
と

年
錠
歩
＜

ん
は
方
こ

昨
鎖

，
ｏ
せ
と
遠
た

，で
が
た

ま
こ
に

つ

は
ろ
す
し

り
く
う
困

道
こ
で
ま

あ
開
よ
変

林
と
の
い

題

，の
大

の
の
た
ま

問
う
生
は

へ
家

つ
し

ば
も
小
に

岳
の
だ
て

れ

　

，者

ケ
れ
道

つ
れ
＞
が
う

走
ず
な
な

通
理
す
い

鷲
は
利
に

が
無
で
と

・
落
便
山

道
だ
配

，

山
集
変
の

林
ま
気
で

抜
の
大
り

の
は
な
間

白
口

。か

ら
期
う
時

二
ま
が

か
時
よ
短

＜
通

一
新

ば
開
頂
の

れ
の
山
間

よ
年
岳
渓

に
△〓
石

，

示

，方
と

掲
＞
三
山

。

の
？

，白
う

で
ば
だ
の
よ

路
れ
ま
雪
し

道
け
は
自
で

‥
な
に

。と

道
い
頃
筈
こ

林
連
の
の
な

一
間
こ
り
事

パ
に

。な
見

一
憶
日
か
が

ス
記
５
が
比

山
の
月
雪
対

白
生
６
は
の

小
は
帯
緑

一
い
へ
た
を
パ
暮

，ら
り
の
上

キ
て
面
出
谷

一　
，ど
得
廻
谷

，

ス
い
方
に
蛇
ス
て
な
が
く
支
は

，開
場
根

，
ｏ
つ
杯
感
き
西
道

は

ｏ
一
尾
ば
事
登

一
足
大
谷
林

道
錠
キ
の
め
見
で
の
満
を
附
の

林
鎖
ス
場
進
が
ま
ル
い
谷
目
線

の
で

ｏ
一
で
め
点

一
し
附

，支

ら
ろ
雪
キ
ま
眺
地
ビ
応
目
て
る

か
こ
で
ス
こ
の
の
の
相

，し
す

野
と
先

，こ
岳
こ
ら
に
お
対
流

里
の
く
が

ｏ
ケ

，が
り
な
に
合

一
岐
ら
す
可
笈
に
な
わ

。線
て

‥
分
ば
ま
不
と
ど
め
終
う
本

つ

道
線
じ
め
進
山
な
眺
の
よ
道
登

林
支

，進
前
笠
り
を
き
し
林
ら

の
の
も
ま
で
大
帰
々
歩
で
の
か

谷

へ
て
ま
雪

，の
山
山
と
記
谷

附
面
し
の

，て
道
く
の
こ
上
ギ

目
方
と
そ
で
て
林
ゆ
日
る
む
サ

場
た
は
先
隔

一
れ
１
れ
込
ウ

晴3呈品零終うま百塘
「

晴の八方で始まり、快

11期 芝田.txt

む否季景Pぐらめた連体、皆さんいかがお過ご

その代わり、日帰りで近場を巡つています。

とくに
た扇状
ります
て、 こ
見えま
本です

皆さんは、いかがお過ごしですか ?
:

11期長岡.txt

安
状
り
の

ｏ
ｏ

地ヽ

ｏ
い
す
ね
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15期松林・txt

誓察籍お奮弩哀婆季。
ここも好展望)までの除

]Ili':瀑
』蘇I撃1331警壼量ξttI

15期上馬.txt

欄　あと、ヽ春を　はれ脚無　燎崚

無　詢は力ヽｏてヽ教叫７８時“う。ヽもぅ難

相
格
うヵ、わ
勅
稿
帖
た。囀
凱
おヵ、い
に
あ

一
た
続
加
が

ｏな
　
で
あ
ろ

キ
し
び
＜
地
た
食
　
ま
地
こ

ス
ま
伸
好
の
し
昼
　
杯
の
と

一
い
に
絶
＞
ま
の
　

一
り
た

り
ま
部
望
望
い
ら
　
夏
作

つ

卜
し
上
展
展
て
が
　
の
出
だ

ン
て
に
の
大
え
な
　
こ
の
事

力
し
ら
山
の
増
め

　

，昔
見

ス
と
さ
白
で
も
眺
　
で

。が

口
々
て

，ま
人
を
　
旧
た
望

ク
広
経
は
峰
る
山
　
復
し
展

‥

，を
で
ノ
来
白
　
害
ま
の

麓
て
こ
い
三
に
と
　
災
い
山

山

つ
こ
沿

”
り
り
　
‥
て
白

南
わ

，道
部
撮
び
　
道

つ

，

山
終
ら
林
頂
を
ん

。林
な
ば

西
が
か
越
山
真
の
適
の
と
け

の
備
谷
木

”
写

，最
谷
止
行

峰
整
道
白
跡

，ん
も
十
禁
に

。

自
の
大
る
室
来
ろ
に
五
入
り
す

場

ｏけ
賀
出
む
ど
　
進
た
で

満
す
の

力ヽ
の
イ
リ
も

仲翻方
仕
↓鷹
けも
凝

マ吸
や
い力糞
ン
て
こ

し
呼ヽ科
一た。わ
け力
‐まヽ

「い
。ユキッ権
と‐こなっ〕
¨
一一

あ
に
む
り
こ
花
分
さ
た

で
右
進
切
く
の
倉
か
え

り
左
と
を
行
ナ
砺

消ヽ

ｏ

ま
を
り

一
を
ブ

。と
の
開

始
ワ
く
夕
上

たヽ
る
雪
満

の
チ

つ
ツ
の
き
い
い

。が

リ
ウ
ゆ

ヤ
雪
続
て
で
う
ワ

登
ワ
く
シ
残
が
ち
ん
合
チ

識
研
綺
維
旋
鰤

‐こ落
琳
剛
”

開
こ
新
や
の
上
ト
ス
イ

に
ナ
近
峰
側

ｏづ
乗
人
門
づ
き
じ

ま
ク
付
ケ
両
い
近
か

一
大
色
歩
そ

や
ヤ
ｍ
成

。
し
を
と
る
い
か
を
山

載”０。。三方、世臓機れ”襲れ韓つ。白

”畦敵
日ヽ側
鰤
”劃
‐まヽ
蹴い
だ
巨

″
に
。標動
整
動
吋講
柾
輌
ｍく腱
岨
る。

る
開
た
中
と

イヽ
の
尾
て
０
は
く
げ

ぃ
桂
あっる。剥
舗
呻岐へ動
れ
０。れ
”
杯

燕一一呻一〔一ヽ新道分中の足跡。ヽ標高‐」一中

コ
タ
だ
三

アヽ
ジ
ら

。者
だ
な
時
の

ラ

ｏま
高
も
シ
ウ
が
る
山
ま
い
０
り

ク
格
先
鳩
材
い
油
晴
殉
娃

山
。
に

ヽ
‐

鯛

衣
＞
白

ｏ

母
頃
大
ま

御
見

，ま

，が
が
の

で
休
す
錠

過
連
ま
鎖

通
は
り

，

つ
通
あ
は

つ
普
も
道

じ
＜
と
の

感

性
尺

域
と
花
う
峠

流
い
開
い
生

上
遅
未
と
天

の
は
は
雪

，

流
春
桜
は
峠

本
も
川
で
オ

川
で
荘
奥
ナ

庄
こ
の
　

，ブ

・
こ
脇
だ

，

２
　
湖
ま
川

間
　
愛
分
の
　
体
金

週
　
を
気
日
　
団
に

　

。

一　

緑
な
４
　
う
で
　
す

い
　
新
う
１
　
い
ま

。ま

長
　
＆
よ

　ヽ
と
れ
す
み

た
　
業
い
ら

。会
そ
ま
頼

ま
　
作
た
か
す
究

いヽ
を

らヽ
　
屋
し
朝
で
研
で
て
絡

か
　
小
加
の
う
育
の

つ
連

日
　
の
参
日
そ
教
な
思
ら

明
　
ム
に
３
り
学
定
と
た

ｏ　
イ
リ
ー
な
化
予
ば
い

リ
　
ハ
ぶ

ｏか

のヽ
れ
て

わ
　
ク
し
す
と
ら
席
け

つ

終

。
ル
久
ま
何
か
出
行
ま

で
す
べ
に
り
ら
後
に
へ
決

日
ま
の
会
お
な
午
会
＞
が

今
り
週
む
て
で
の
総
間
か

も
ま
来
飲

つ
ま
日
期
角
と

Ｇｗ
鵡

で
まヽ
け
揃

‐４
鍼
斌
曜

・その韓脚雌』‐こつき麻訃」「統識だし，叫̈
』薫穂嘲

３
　
で

，で
滞
に
　
由
雪
せ
被
た
側
中
で
　
登
不

15期坂尻.txt
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ノ

ｅｓ
ス
い

ク
ｄｒ
レ
新

テ
Ａｄ
ド
更

レ

大ヽ
け
慢
ど

っ

後ヽ
か
か
我
ほ
あ

が
の
と
に
と
半
で

た
そ
ん
肩
い
問
き

い

層Ｉ
Ｉ
■
■
嬌
と

で
る
は
か
ら
１
と

ん
切
吸
首
な
と
ひ

噸夕一を中は横ヽ‐こ麻誨

も

ツ

ｏ手
て
気
の

ヽ
ヤ
る
年
き

ｏけ

は
シ
す
去
て
た
だ

山
て
を

ヽ
っ
い
人

白
え
寝
が
ま
て

一

ら
換
昼
た
た

っ

ｏ

が
り
で

つ
が
な
た

な
取
中
あ
れ
く
い

念
を
の
で
疲
な
て

残双
ゼ
妹
ω礎
眠った。

16期 中野 .txt

山

　

　

　

ｏ

い
　
　
　
す

し

　

。
。ま

か
　
ん
す
じ

懐
　
せ
で
も

」請
。舞輩』

信
も
景
屋
さ
だ
す

通
つ
情
小
加
変
で

ＯＢ
い
の
山
参
大
変

た
て
し
変
ん
先
ま
す
か
ま

し
し
ば
る
そ
優
き
で
る
し

ま
を
飛
戻

ｏを
で
念
あ
い

り
し

つ
へ
す
と
加
残
も
願

な
暮
ぶ
卜
ま
こ
参
に
と
お

と
り
を

一
い
す
か
当
こ
く

＞
任
と
速
パ
て
ご
な
本
る
し

と
赴
ひ
高
ア
し
過
か
に
す
ろ

ろ
身
な
は
に
返
に
な
の
加
よ

い
単
ま
に
朝
り
緒
は
な
参
は

ろ

へ
ま
末
早
繰

一
に
杯
で
き

い
県
気
週
の
を
と
事

一
族
と

＜
賀
で
も
曜
ン
族
行
が
家
の

。滋
卜
て
月

一
家
会
画
ら
そ

付
鳩
ル
』

り
、考
難

ＯＢ
ｍ
畦

ん
。

ま
月
ア
と
帰
活
土
い
し
と
せ

さ
４
の

ｏ
へ
生
で
ま
楽

つ
ま

請
¨
謝
討
絣
麟
桝
乱
ん
。
聾
晰

ｏ

ご
昨

ｏ
い
て
則
な
し
せ

ｏも
す

しさ
は
こ律
て見
に
　
ｏ

郷
∝始
。麒
い
雄対
ん。討

九
区
。２か
一
桜ヵ、
』粗
証
制

。　
だ
に

園ヽ
す
に

ｏ
て

ご
第
あ
ら
々
で
て
　
い
ま

う
が

たヽ
野
の

つ
　
思
し

。と
す
が
し
に
い
ら
　
で
が

す
が
ま
す
で
休
遠
も
　
と
気

ま
り
し
て
知
連
Ｆ
て
　
こ
な

り
あ
き
て
存
の
ら
き
　
の
う

お
を
聞
い
ご
こ
か
て
　
一則
よ

て
ル
お
つ
を
も
弟

つ

ｏも
た

し

一
を
に
店
の
義
買
た
紀

つ

汰
メ
事
子
ン
す
た
を
し
世
だ

沙
も
ぬ
餃

一
ま
め
子
ま
半
店

無
つ
か
ト

エ
い
始
餃
き
四
ン

ご
い
つ
イ
チ
言
み
卜
聞
　
一

に
あ
の
に

つ
が
た
か
な
言

ナ
で
雪
足
下
り

つ
下
し
と

ブ
ク
が
が
て
わ
か

らヽ
ｊ

ｏ
ヤ
の
れ

つ
ま
な
中
鳴
ね

る
ジ
も
疲
走
の
い
途
を
た

下
ン
る
に
く
膝
て

ｏ鈴
し

を
レ
れ
が
よ

ヽ
つ
う

でヽ

ｏ

道

。わ
す
を
に
持
ろ
て
高
人

旧
く
思
さ
こ
い
を
だ
し
最

一

は
つ
と

こヽ
ら
ク
と
そ
は
性

り
に
糞
は

くヽ

ツ
こ

ｏ
日
女

帰
目
い
り
は
い
卜
た
人
今
た

とヽ
こ
下
代
な
ス
っ
一
Ｆ

っ

発
ら

つ

。時
れ

ｏか
性

いヽ

分
た
粘
た
生
ら
た
ど
男
て
て

０
や
の
い
学
じ
い
ひ
る
き
い

４
が
そ
て

。信
て
と
く
て
抜

時
ギ

ちヽ
た
が

つ
つ
て

つ
い

２
り
か
落
き
と
な
も

つ
下
追

１
ド
う
に
て
こ
く

登ヽ
ら
て

ヤ
ろ
上
出
た
痛
ら
ら
が

つ

あ
ま
ず
ム
白

で

らヽ
ダ
に

者
が
寄

上ヽ

山
る
ち
き
の

登
あ
立
歩
緑

い
で
に
ら
新

な
ら
ム
が

ヽ

少
か
イ
な
と

ｏ

と
た

ハ
み
る
た

外
い
ク
飲
返

つ

以
て
ル
を
り
か

れヽ
べ
水
振
し

は
疲
と
い

ｏぶ

て
は
ら
し
着
ま

し
う
か
い
分
が

と
と
る
お
０
郎

期
ん
く
で
３
三

時
ほ
も
所
時
高

の

ｏ週
か
６
く

こ
た
来
３
１
輝

つ
た

にヽ
く

15期宇野.txt

PS.
GWも 終わ り明日か らまたサラ リーマンです。

16期金森.txt

16期清水.txt

荼蚤碁七PI、 1潔I李菫喜を晶屋え晨黒号季李

17期小島.txt

i:ilttI::i:EZ]:言
「

:;Fま
:

17期渡辺.txt

し
で
　
た
や
い
　
回
　
ｊ
ン
所
嫁
大
の
を
う

ま
杯
　
つ
ん
ま

　

　ヽ
里
ソ
た

ｏは
旅
れ

よ

来

一　

入
さ
り
　
上
　
の
ン
い
た
然

ｏそ
し

て
せ
　
の
い
振
　
以

。霧

ハ
て
し
偶
た

ｏ
で

外
群
　
耀
譴
厳
　
紳
鰤
訴
象

待っ
は
瓜
札
村
和

で
が
　
観
い
愛
　
が
が
ｒ
イ
を
ら
た
り
情
え

日
な

ｏど
こ
に
　
気
術

イヽ
ス
も
し
な
人
言

２
れ
た
ん

つ
客
　
勇
か
に
Ｆ
バ
を
ま
に
と
と

泊
か
し
と
懐
光
　
る
し
中
に
終
ン
い

一
色
た

１
吹
ま
ほ
人
観
　
き
す
の
こ
最
イ
言

ハ
景

つ

を
に
き

ヽ

うヽ
　
生
ら
山
そ

ｏサ
と

一
の
だ

道
風
て
で
は
交
　
で
暮
の
り
た
し
ろ
ミ
地
旅

古
の
け
ま
で
き
　
人
く
中
有
し
わ
め
と
土
い

鰯
晴
袖
輸
哺
齢

。
↑
艤
帷
都
離
К
は
耀
“
朧

よヽ
村
数
い
ん
た
中
と
道
こ
で
り
菜
け

たヽ

は
地
山
の
な
さ
し
の
々
古
と
ん
夕
春
な
は
来

ＧＷ
ハ
駒
脇
Ю
出
畦
燃
は
鰯
”
雌
詢
紳
」
膀
酬

た
熊
　
こ
お
て
　
り
　
と
Ｊ
に
さ
事
楽
満

ざ
ベ
レ
ち
も
い

ご

ｏイ
た
年
て

う
す
卜
私
２５

つ

と
ま
洗
ば
う
残

ｏ

が
て
水
え
も
も
す

り
い
れ
思
は
今
ま

あ
頂
さ

ｏの
が
し

ｏ
て
備
た
た
分
が

た
せ
整
し
し
部
気

し
ま
が
ま
築
の
い

ま
読
備
し
改
ど
た

り
く
設
心
を
の
み

取
し
水
感
屋
時
て

け
楽
排
は
小
の
ね

受
も
給
に
山
あ
ず

号
つ
の
と
に

たヽ

‐２
い
ム
こ
年
で
度

と

ｏイ
た
の
と

一

ざ
す

ハ
来
業
こ
か

ま
ま
ク
出
卒
の
の

や
い
ル
が
の
前
る

昨年の11月 に勤務先のHewlett Packardが 分
社 し私が所属する計測器部門は新会社

〃
Agilen

t Technologies″に、日本法人は「アジレン ト

-84-



喜ヒ冨写:|ア
ドレスが変わりましたので

25期高橋 txt

26期 畠山.txt

畠山、 26期です。 新潟県上越市在住です。

に
ら
――
は
電
と
ろ
東
夕
間
オ

勤
知

ｍ
前
員
ん
こ

・
杉
時
ネ

転
お

け
以
満
な
と
急
小

のヽ
！

場
で
し
　
更

職
こ
と
　
変

に
そ
＞

　
の

院
は

一　

簿

病
私
ラ
　
名

二

ｏ
セ
　
に

第
す
ン
　
う

登
で
ウ
　
よ

能
院
力
　
の

る
病
と
　
下

あ
の
う
　
以

に
科
い

。
で

市
神
く
す
の

尾
精
た
ま
た

。

七

ｏ平
い
し
す

たヽ
＜

て
も
ま

ら
し
士
し
し
し

か
ま
理
を
越
い

春
り
心
事

つ
願

の
移
床
仕
引
お

こ
が
臨

て
　
を

山
で
す
小
に
の
て
ま
山
か
見
よ
上
で
ス
　
つ
か
て

脚帥碑］
。予想一‐こなっれ坤‐こしっ麻叫つた都卸サ一ビ　』
。せっ赫

寸
脚魏な
趾細
那ず‐こけ殖な
樫
たヵ、期
雑
。隊討
難
‐

速
ネ
で
ル
の
は
く
た
よ

ルヽ
し
み
い
は
す
卜
い
の
う

？
早
ン
リ
ア
と
て
歩
持
ち
く
ア
泊
て
良
半
ま
ス
も
世

よ

か
に
卜
帰
北
る
し
を
ら
ぐ
良
央

一
つ

後ヽ
え
の
方
き
し

¨
¨
枷

した
。

日
一
一
¨
ユ
”
一
』
「
螂
¨

。
水の都
”
一
一
赫
書
讐

妻
ゴ一仲
↓
。今鵬
風
乱は
つた吹帰
な
つと用
吐
節
最
だ
∽
』

送
　
と
な
な
え

お
　
い
に
ろ
与

”
　

た
生
こ
を

と
　
し
年
と
会

ざ

。を
三
た
機

ま
た
山
校
て
い

や
し
登
学
え
い

”
ま
山
小
考
て

いヽ
白
年
と

つ

ｏ

た
ざ

で
今
な
と
す

ま
ご
族
が
か
に
ま

ｏう
家
娘
る
私
て

す
と
り
の
け
は

つ

ま
が
よ
下
行
画
思

い
り
て

。と
企
と

て
あ
ね
た

つ
の
た

し
き
か
し
や
回
い

汰
だ

まヽ

今ヽ
だ

沙
た
て
て
で

たヽ

無
い
さ

つ
の
で
い

ご
り
　
思
る
の
て

山
し
医
に
ぐ

・

て
ま
と
ク
す
が

め
り
郎

一
は
た

じ
あ
三
ピ
部
し

は
で
高

なヽ
ま

に
山
は
て
ん
り

ろ
白
グ
し
こ
お

こ
が

ン
労

ヽ
て

の
の
二
苦
ず
し

員
た

一
て
え
意

部
じ
レ
れ
覚
決

人
動
卜
入
は
と

新
感
の
を
動
う

てヽ
回
石
感
ろ

前

つ
２
に
り
や

年
登
で
ク
ま
て

フ
に
ま

ツ
あ
め

２
山
れ
ザ
も
や

ば
い
そ
で
て
も

え
し

ｏ山

つ
で

思
ら
た
王
立
に

・
苦

・

・
の

コ

・
荷
感

と
歩
実

渓

充ヽ

雪
い
た

と
か

つ

畑
ん
わ

花
か
味

お
い
て

と
て
め

望
れ
初

展
連

ｏ

大
に
た

。
こ
　　（ノ

た

こ
か

つ
ら
な

違
か
じ

は
初
感

・
山
最
は

・
白

労ヽ

・

な
し
の

参ヽ

ん
ろ
私
が
不

そ
よ
に
す
て

ｏ
ｏれ
で
れ

い
た
そ
二
恐

た
し

中ヽ
に

い
ま
女
は
度

ら
い
三
女
極

も
思

長ヽ
を

て
と
女
＜
虫

つ
い
次

ｏ
の

知
た

すヽ
レ

を
し
妻
ま
イ

カ
み

ｏし
ト

魅
込
す
望
と

に
し
ま
希
の

供
申
し
加
る

子
で
い
参
け

ちヽ
願
で
焼

に
持
お
人
が
＞

妻
気
く
４
肌
加

ン
め
う
　
く
で
申

ビ
じ

よ
　
て
ら
い

ケ
は
じ
　
え
た
願

はヽ
で
　
教

い
お

で
り
の
　

らヽ
づ
く

の
ま
い
　
た
近
し

い
ど
よ
　

つ

ろヽ

な
ン
ら
　
か
で
よ

れ
ビ
た
　
わ
の
が

な
ケ

つ
　
等
な
す

に

ｏ
い
　
定
話
ま

気
す
て
　
予
の
け

く
ま

つ
　
の
先
か

い
し
持
　

らヽ
だ
倒

で
望
を
　
か
ま
面

い
希
何
　
れ
だ
ご

。

担
を

　ヽ
こ
ま

。す

を
泊
で

　

ヽ
。す
ま

卜
宿
の
　
た
い
で
げ

ン
の
な

。ま
さ
構
上

テ

ヘ
て
か
　
だ
結
し

18期 大西.txt

23期興井.txt

36期樫村.txt

け暴菫ぢ百警よ室芋Fど 送ヽつていただいてあ
そして、いろいろとお疲れさまです。
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鈍 行 列 車 で 思 つ た こ と

0期 田村 昭夫

恒例の春の小屋酒場からの帰路、長岡の長女

の処に寄つてから、鈍行列車に乗り継ぎ、小出

経由で会津若松に帰つてきた。

新車両二台.前の車両には私を含めて五人、

後の車両には日経集団が十二、二人.やがて前

の車両は私一人の貸切となつた。

窓の外は深緑と残雪の風景.贅沢とはこのこ

とを云う。年金生活者の一人旅には理想的設定

である。ここに最愛の夫に先立たれた傷心の一

人旅の美しい女 (ひ と)が乗り込んでくれれば

天国である….

しかし、現実は苛酷である.どやどや乗り込

んできたのは、茶髪、顔黒の痴呆高校生達。彼

らの品性の下劣さときたら表現の域を越えてい

る。彼らの先生と思しき二人が「年々生徒の質

が低下してきますね」と話していた。

日本は滅びた。日本を減ばしたのは議か.男

連である.大切な吾子の教育を、愚かなカミさ

んと、低能な学校の先公にまかせた男達に責任

がある。

女が稼ぎ、男がヒモとして家にあり、子供の

躾教育をするのが本来あるべき姿である.一億

総サラリーマン化した昭和三十年代に、今日の

減亡した社会の萌芽を見る.

拝啓

先日は大変お世話様になりました.山 に居る

時だけが、幸せな気分になれます。ベルクハイ

ムの下にテントを張つていた「コピキ塗装Jの

社長との語らいが今回の収穫の一つでした。

別紙原稿の文章で「低能な先公」は「低脳な

先公」のあやまりです。お詫びして訂正させて

いただきます。

自山南竜でお会いできるのが楽しみです.そ
れまで左ヒザを直 しておきます。   敬具

和ヘヨミ  Jヒ 腱奎 ナ:ヽlニユ フに ■諄

0期 田村 昭夫

(工学部の同窓会誌に投稿したものに、改善を

加えたものです。 )

北陸地方の大学は州立一校で充分である。国

立や私立大学はもはや不用である。

北陸州立大学の本部を金沢に置き、医学部、

文学部、理学部は金沢大が引き継ぐ。薬学部、

経済学部は自山大が引き継ぐ (※ 1)。 ェ学部

部、法学部を福井大が引き継ぐ (※ 2)。 教育

学部は各県立とする.各地域の伝統と特色を生

かすとこの様な配分になるが、如何なものか。

現在進行中である角同地区への工学部、薬学

部の移転を中止して、前者を福井へ、後者を富

山へ移す。北陸先喘技術大学院大学は現在の辰

ノロで国立のままで良い。又学生の数は今の半

分で良い。そして、社会人を受け入れる開かれ

た大学にする。

大学人は角間に籠らず、香林坊に出没すべし

.公開講座は片町、香林坊で行う。少子化がさ

らに進み、生涯教育が叫ばれる昨今、教育改革

は急がねばなるまい。

古来金沢は天下の書府として世間に広く知ら

れてきた。日本の教育改革は金沢から起きて当

然である。

以上が私案であるが、これを叩き台として、

議論の輸が広がれば幸甚である。

※ 1 富山に薬学と経済学を置く理由…古来

越中は売薬を通 して情報収集と蓄財の才

にたける。

※2 福井に工学と法学を置く理由…古来、

越前は織物工業の盛んな地であり、明治

憲法の元となった「五ケ条の誓文」の草

案を作つたのが、越前藩士由利公正であ

る。

付記)私大、短大を一般教養部に改組。

一般教養部の復活 (志望学生全員入学)

金沢美工大を芸術学部に改組する。

一般学生は全寮制とする。

社会人は専門学部へ入学さす。
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大学の概要
沿革

♯然

`直

然

(B召 和39)(1964)(平成 8年 3月 廃止)

平成 8年度から「教養教育機構_(学内措置)

大学院自然科学研究科

に改組のため平成 9年

度から学生募集を停止

で教養教育を実施

壌市輩震詮軍絲斃キlT
ら名称変更

多ム慾

大学院 自然科学研究科

(昭和62)

(昭和24)(1949)

(昭和42年がん研究所に改組)

L_____J蹴
雰

短期大学部 鉛

|

醜射下

ヽ

１

／

大学院文学研究科

(昭和47)
第四高等学校

(明治27)

(1894)

大学院散育学研究科

(昭和57)

教 育 学 部

(昭和24)
(昭和24)(1949)

(昭和55年文学部,法学

部,経済学部に改組 )

(平成元年3月 廃止 )

大学院法学研究科

(昭和46)

法 学 部

(昭和55)

大学院経済学研究科

(昭和59)

経 済 学 部

(昭和55)

大学院理学研究科

(昭和38)

理 学 部

(日召澤日24)

大学院医学系研究科

(昭和30)

医 学 部

(昭和24)

附属 病 院

(昭和24)

薬 学 部

(昭和24)金沢大学

工 学 部

(昭和24)

(大正 12)

大学院社会環境科学研究科

(平成 5)

がん研究所

(昭千142)

附属図書館

(昭和24)

金沢大学歴代学長一覧      (在 任期間)

初 代  戸 田 正 三  (1949922～ 1961921)

第 2代  石 橋 雅 義 (1961922γ 1967.9.21)

第 3代  中 川 善之助  (19679.22-1973.9.21)
第 4代  豊 田 文 一  (1973.922～ 19799.21)

第 5代  金 子 曾 政  (19799.22～ 1985.9.21)

第 6代  本 陣 良 平  (1985.9.22-1989921)
第 7代  青 野 茂 行 (1989.922～ 19939.21)

第 8代  岡 田   晃  (1993922～ 1999921)

第 9代  林   勇二郎  (1999922■_   ^)

→渦杯

部学

晰
文
昭
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金 大 WV同 巣 会

人 材 派 遣

3期の西尾氏は小松製作所 (現在コマツ)を
退職後、コンサルタント業で多忙である由.毎
日を如何に過ごすかで腐心する私にとっては、

誠にうらやましい限りである。

そこで提案したい。各界のエキスパー トを擁

する金大WV同巣会は非営利団体 (NPO)と
して名乗 り出る。同巣会員は全員、各自の得意

とする分野をワングルホームベージに載せる。

宮沢賢治の「雨ニモマケズ」の様に、困つてい

る人達がいたら、世界中何処でもすぐに飛んで

行く、お助け鳥集団.

私の例で恐縮であるが…。

田村 昭夫 1936年 8月 28日 生まれ

(専門) プラスチック成形加工

(趣味) 山野紡径 宇自論

(運転免許)な し

(パ ソコン操作)不可

(連絡先)〒 965-0031

会津若松市相生町4-15
11  日Ⅸ  0242-22-0506

こ1の 国 を 減 tt誓 す 司Ь の

0期 田村 昭夫

先日、地元会津大学で、世界各国から来てい

る外人教授達による「わが母国の教育について

」のパネルディスカッションが行われた。

各国共通なのは、「子供の仕付けは父親の役

割」であること。翻って、日本の仕付け役は母

親。

「わかった !」 会津藩の掟にある、「婦女子

の言は間くべからず」の真意がやっと解った。

思春期の男の子の心身に荒れすさぶ嵐を、母

親は絶対にわからない。それがわかるのは、嵐

の経験者である父親だけである。息子が―人前

になろうとする最も大切な時、単身赴任とやら

で父親が家を離れたらどうなるか、云わずもが

なである。又、例え家に居たにしても、働き蜂

に成 り下がって、息子との対話がなく、 PTA
は母親任せでは、父親失格である。

しかり。この国を亡ぼすのは、サラリーマン

親父である。仕事仕事と云って会社イノチで生

きてきても、会社では忠誠心だけである。無能

な高給取りはもはや不用なのである。

サラリーマン諸君 !も ういいから大切な家庭

に帰ってくれ !そ して貧しくてもいいから自立

した姿を家族や息子に見せてやっていただきた

い。

議 考L丁■
‐
ミミ

:/r

／

ｒ

／

鐸
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p.89～ 92は 、「自然人」 (橋本確文堂)NO.51、 2000年 4月 1日 号の
転載ですらp.92か らお読み下さい。

筆者 栂 典雅は19期OB

某
広
葉
樹
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
高
山
帯
で
は
同
様
に

ハ
イ
マ
ツ
や
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
内
根
内
を
伴
う
樹
種
で
あ

２●
。高

山
帯
に
お
け
る
キ
ノ
コ
調
査
は
、
全
国
的
に

も
ほ
と
ん
ど
例
が
な
く
、
本
県
で
も
ま
だ
、
緒
に

付
い
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
の
地
帯
で
は
菌
根

菌
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た

（表

１
）
。
ま
た
、
高
山
帯
に
特
有
と
思
わ
れ
る
ハ
ク

サ
ン
ア
カ
ネ

ハ
ツ

（仮
称
）
や
イ
ロ
ガ
ワ
リ
キ
イ

ロ
ハ
ツ

（仮
称
）
、
北
欧
に
生
育
す
る
と
さ
れ
る

ア
カ
キ
ヒ
ダ
タ
ケ

（仮
称
）
と
い
っ
た
新

（産
）

種
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
る
。
反
面
、
山
地
帯
の

キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
か
ら
高
山
帯
の
ハ
イ
マ
ツ
ま
で
、　
い

わ
ゆ
る
五
葉
松
と
共
生
す
る
ゴ
ヨ
ウ
イ
グ
チ
や
べ

ニ
ハ
ナ
イ
グ
チ
、
平
地
か
ら
広
く
分
布
す
る
ヌ
メ

リ
イ
グ
チ
な
ど
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
般
に
、
標
高
が
高
く
な
る
ほ
ど
ｌ‐
崚
の
栄
養

分
は
乏
し
く
、
温
度
や
水
分
の
条
件
か
ら
も
植
物

の
生
育
に
は
厳
し
い
環
境
と
言
え
る
。
そ
う
い
う

場
所
に
生
育
す
る
樹
本
に
と
っ
て
は
、
菌
根
菌
の

働
き
は
よ
り
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
菌
根
菌
は
壊

れ
や
す
い
高
山
帯
の
生
態
系
を
地
下
で
文
え
る
力

持
ち
と
言
え
よ
う
。

兼
六
園
と
キ
ノ
コ
た
ち

兼
六
園
に
キ
ノ
コ
は
似
合
わ
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
実
は
関
係
お
お
あ
り
な
の
で
あ

る
。
同
園
の
庭
師
で
あ

っ
た
故
南
多
喜
男
氏

の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
国
内
で
見

つ
か
っ
た
キ
ノ
コ
は
二
百
二
十
六
種
類
に
お

よ
び
、
中
に
は
ケ
ン
ロ
ク
エ
ン
ク
ギ
タ
ケ
（仮

称
）
や
ブ
ド
ウ
ヤ
マ
ド
リ
タ
ケ

（仮
称
）、
ク

ロ
ア
ザ
キ
ヒ
ダ
タ
ケ

（仮
称
）
な
ど
の
新
種

も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
同
園
が
国
内
有
数
の

冬
虫
夏
草
類

（
ｐ
ｌ９
）
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な

っ
た
。

な
ぜ
兼
六
園
に
キ
ノ
コ
が
多
い
の
か
？

ひ
と
つ
は
、
シ
イ
や
カ
シ
な
ど
元
々
そ
こ
に

あ
っ
た
樹
木
に
加
え
て
、
松
や
桜
な
ど
様
々

な
樹
木
を
移
植
し
、
池
水
や
築
山
な
ど
多
様

な
環
境
が
創
ら
れ
た
こ
と
。
も
う
ひ
と

つ

は
、
落
ち
葉
掃
き
な
ど
の
管
理
が
常
に
な
さ

れ
、
菌
根
菌
の
生
育
に
適
し
た
環
境
が
保
た

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

中
に
は
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
類
や
マ
ツ
オ
ウ

ジ
な
ど
、
生
き
て
い
る
老
本
に
も
発
生
し
、

そ
の
死
期
を
早
め
て
し
ま
う
厄
介
者
も
い
る

が
、
大
手
の
キ
ノ
コ
は
天
下
の
名
園
の
維
持

に
役
立

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

時
に
は
キ
ノ
コ
の
視
点
で
禾
六
園
を
散
策

す
る
の
も

一
興
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際

『
米
六

園
と
キ
ノ
コ
た
ち
Ｌ
ｐ
２９
）
は
最
適
な
ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク
に
な
る
。

（
Ｊ

フナの枯本に生えるフナ八リタケ。「かのした」などの方言で呼ばれる

熱帯性とされるオオシロカラカサタケ (撮 影/山下良明)
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林
の
衰
退
↓
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
等
の
被
害
と
い
っ
た

よ
う
に
、
人
と
樹
木
と
キ
ノ
コ
の
間
に
は
密
接
な

関
係
が
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
変
化
は
、
熱
帯
性
の
キ
ノ
コ
の

進
出
で
あ
る
。
近
年
、
カ
キ
ノ
ミ
タ
ケ
（■
）、イ

カ
タ
ケ
（ワ
）、
ヤ
コ
ウ
タ
ケ
（％
）、
オ
オ
シ
ロ
カ

ラ
カ
サ
タ
ケ
（
鶴
）、
ダ
イ
ダ
イ
ガ
サ
（
つ
、
「
）
と

い
っ
た
南
方
系
の
キ
ノ
コ
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
熱
帯
地
方
か
ら
輸

入
す
る
観
葉
植
物
や
バ
ー
ク
堆
肥
な
ど
に
菌
が
混

ざ

っ
て
く
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
熱
帯
性
の
も
の
に
限
ら
ず
、
南
半
球
の
固
有

種
な
ど
も
や
っ
て
く
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
地
球
温
暖
化
の
問
題
が
あ
る
。
環
境

庁
は
温
暖
化
の
指
標
と
考
え
ら
れ
る
生
物
の
ひ
と

つ
と
し
て
オ
オ
シ
ロ
カ
ラ
カ
サ
タ
ケ
を
挙
げ
て
お

り
、
数
年
前
に
同
庁
が
発
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
、
関
西
地
方
ま
で
北
進
し
た
こ
と
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
キ
ノ
コ
の
移
動
は
、
直
接

的
に
は
人
為
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
し
て

も
、
北
進
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、

今
後
は
本
県
で
定
着
、
増
加
す
る
の
か
ど
う
か
、

観
察
が
必
要
で
あ
る
。

キ
ノ
コ
の
宝
庫
　
山
地
帯

標
高
五
〇
〇
屑
を
超
え
る
と
、
雑
木
林
の
主
要

な
樹
種
も
コ
ナ
ラ
か
ら
ミ
ズ
ナ
ラ
に
替
わ
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
ブ
ナ
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
石

川
県
に
お
け
る
本
来
の
山
地
帯

（ブ
ナ
ク
ラ
ス

域
）
は
、
ブ
ナ
帯
と
も
呼
ば
れ
て
い
て
、
も
う
少

し
低
い
標
高
か
ら

一
六
〇
〇
厨
あ
た
り
ま
で
と
さ

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
主
に
ミ
ズ
ナ
ラ
林
と
ブ
ナ

林
の
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ブ
ナ
に
生
え
る
代
表
的
な
キ
ノ
コ
と
い
え
ば
、

ナ
メ
コ
や
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ

（か
の
し
た
）
、
ム
キ

タ
ケ
な
ど
が
あ
り
、
ミ
ズ
ナ
ラ
に
生
え
る
も
の
に

は
マ
イ
タ
ケ
や
ク
リ
タ
ケ

（も
た
せ
）
な
ど
が
あ

る
。
こ
れ
ら
は
山
村
の
人
た
ち
が
昔
か
ら
採
っ
て

い
る
美
味
な
き
の
こ
で
、
い
ず
れ
も
腐
生
菌

（本

材
腐
朽
菌

・
ｐ
ｌ７
）
で
あ
り
、
老
齢
木
や
風
、
雪

崩
に
よ
る
倒
本
が
広
く
存
在
す
る
地
域
で
は
、
ま

と
ま
っ
て
生
え
る
優
秀
な
食
菌
の
み
を
採
取
対
象

と
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
菌
根
菌

で
は
、
ブ
ナ
ヌ
メ
リ
ガ
サ
や
ア
ケ
ボ
ノ
サ
ク
ラ
シ

メ
ジ
な
ど
が
ブ
ナ
林
に
特
有
の
種
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
地
域
で
確
認
さ
れ
た
種
類
の
多

く
は
、
実
は
、
里
山
地
域
と
共
通
で
あ
る
。
例
え

ば
、
南
方
系
と
さ
れ
る
ヒ
メ
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
や

ム
ラ
サ
キ
ヤ
マ
ド
リ
タ
ケ
が
、
冷
温
帯
気
候
の
ブ

ナ
林
か
ら
も
採
取
さ
れ
て
い
る
。
里
山
本
来
の
樹

種
で
あ
る
シ
イ
や
カ
シ
、
雑
木
林
の
主
要
樹
種
で

あ
る
コ
ナ
ラ
や
ア
ベ
マ
キ
な
ど
と
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ブ

ナ
は
同
じ
ブ
ナ
科
の
樹
木
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
キ

ノ
コ
の
分
布
も
連
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ま

だ
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

な
お
、
環
境
庁
の

『植
物
版
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
』

（
一
九
九
七
）
に
記
載
さ
れ
た
キ
ノ
コ
類
の
う

ち
、
本
県
で
は
ム
カ
シ
オ
オ
ミ
ダ
レ
タ
ケ
、
エ
ビ

タ
ケ
、
タ
マ
チ
ョ
レ
イ
タ
ケ

（以
上
、
絶
滅
危
供

Ｉ
類
）
と
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
（絶
滅
危
供
Ｈ
類
）
の
四
種

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
前
三
種
は
と
も
か
く
、
ツ
キ

ヨ
タ
ケ
は
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
選
定
に
は
疑
間
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

は
、
自
然
性
の
高
い
ブ
ナ
林
に
発
生
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
良
好
な
ブ
ナ
林
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

菌
根
菌
の
威
力
？
　
亜
高
山
帯
～
高
山
帯

石
川
県
で
は
、
標
高

一
六
〇
〇
屑
か
ら
二
四
〇

〇
腐
あ
た
り
ま
で
を
亜
高
山
帯
、
そ
れ
よ
り
上
部

を
高
山
帯
と
し
て
い
る
。
代
表
的
な
樹
木
は
、
亜

高
山
帯
で
は
常
緑
針
葉
樹
の
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
や
落

白山の高山帯で発見されたイロガワリキイロ八ツ (仮称 )

９

ι

つ

こ
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多
彩
な
キ
ノ
コ
　
丘
陵
帯

海
岸
か
ら
概
ね
標
高
■
○
○
肩
ま
で
の
、
い
わ

ゆ
る
ＩＩＩ
山
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
帯
を
中
心
と
し
た
こ

の
地
域
は
、
古
く
か
ら
人
間
の
様
々
な
活
動
に
よ

り
、
自
然
環
境
の
変
化
が
著
し
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
元
々
の
植
生
は
、
ス
ダ
ジ
イ
や
タ
ブ
ノ
キ
、

カ
シ
類
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
が
生
え
る
照
葉
樹
林

帯

（ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
域
）
が
広
く
占
め
て
い

た
が
、
現
在
は
社
寺
林
な
ど
に
わ
ず
か
に
残
る
だ

け
で
、
平
地
の
大
部
分
は
都
市
や
農
地
に
改
変
さ

れ
、
里
山
地
域
も
ス
ギ
な
ど
の
植
林
地
や

マ
ツ

林
、
雑
本
林
と
呼
ば
れ
る
落
葉
広
葉
樹
の
二
次
林

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

し
か
し
、
人
の
手
が
人
っ
た
雑
本
林
や
樹
木
の

多
い
公
園
な
ど
は
、
菌
根
菌

（
ｐ
ｌ６
）
に
と
っ
て

は
、
む
し
ろ
生
育
に
適
し
た
環
境
と
な
る
。
そ
の

た
め
、
身
近
な
林
で
は
昔
か
ら
き
の
こ
狩
り
が
盛

ん
で
、
ア
カ
マ
ツ
林
で
の
マ
ツ
タ
ケ
や
ア
ミ
タ
ヶ

（し
ば
だ
け
）
を
は
じ
め
、
海
岸
ク
ロ
マ
ツ
林
で

の
シ
ョ
ウ
ロ
や
シ
モ
コ
シ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
の
雑
木

林
で
の
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ

（
か
っ
ぱ
）
や
ヌ
メ
リ
サ

サ
タ
ケ
な
ど
、
お
な
じ
み
の
き
の
こ
が
並
ぶ
。

こ
の
よ
う
に
、
人
為
の
影
響
を
受
け
た
多
様
な

環
境
を
反
映
し
て
、
こ
の
地
域
の
キ
ノ
コ
相
も
多

彩
で
あ
り
、
種
類
数
は
全
体
の
八
割
以
上
に
お
よ

ぶ
こ
と
が
表
１
か
ら
読
み
と
れ
る
。

ま
た
、
人
為
的
作
用
と
自
然
の
遷
移

（復
元
）

に
よ
る
影
響
を
受
け
て
、
キ
ノ
コ
相
の
変
化
も
他

の
地
域
に
比
べ
て
大
き
い
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
里

山
の
変
貌
で
あ
る
。
燃
料
革
命
以
来
、
里
山
の
雑

木
林
は
放
置
か
、
開
発
か
、
植
林
か
の
い
ず
れ
か

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
燃
料
と
し
て
の
薪

や
炭
、
肥
料
と
し
て
の
落
ち
葉
な
ど
が
採
集
さ
れ

な
く
な
っ
た
雑
木
林
は
、
常
緑
樹
も
茂
る
暗
い
林

に
な
り
、
上
壌
は
宙
栄
養
化
し
て
く
る
。
こ
の
よ

う
な
変
化
は
、
マ
ツ
タ
ヶ
生
産
量
の
激
減
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
菌
根
菌
の
種
類
の
変
化
と
減

少
、
腐
生
菌
の
増
加
を
も
た
ら
す

（表
２
）
。
つ

ま
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
き
の
こ
狩
り
の
対
象

種
の
多
く
が
菌
根
菌
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
生
育

環
境
が
人
為
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
決

し
て
無
縁
で
は
な
く
、
放
置
↓
菌
根
菌
の
減
少
↓

ヌメリササタケ。県内では「ずべたけ」「むらさきのめり」の方言で親

しまれている

表 2  マツ林の環境とキノコ相

９

こ

オ本齢若 オ木齢1士 林齢老

林  相 下層植生、 AO層 (※ )と も貧弱であ

る

下層植生が多 くなりAO層 がやや発達

している

高木の広葉樹が競合 しA・層が発達 し

て土壌が肥沃化している

菌 根 菌

マツ特有種がほとんどである マツ特有種、広葉樹 との共通種が見 ら

れる

マツ特有種はほとんど見られず、広葉樹と

の共通種や広葉権i特有種が見られる

フユヤマタケ、キツネタケ、クロトマ

ヤタケ、スナヂアセタケ、ササタケ、

オウギタケ、ヌメリイグチ、チチアワ

タケ、アミタケ、ハツタケ、 トキイロ

ラッパタケ、ショウロ、コツプタケなど

キシメジ、シモコシ、シロシメジ、マ

ツタケ、マツタケモ ドキ、マツシメジ、

ホンシメジ、ムラサキナギナタタケ、

ホウキタケ、クロハリタケ、チャハリ

タケ、クロカワなど

テングタケ、タマゴタケ、ツルタケ、

ガンタケ、キアプラシメジ、ヌメリサ

サタケ、 ドクベニタケ、チチタケ、ケ

シロハツモ ドキ、クロハツ、キチチタ

ケ、カノシタ、ニンギョウタケなど

腐 生 菌 ほとんど見られない

落葉分解菌が見られる 落葉分解菌が多 く見られる

モリノカレパタケ属、クヌギタケ属、
ハラタケ属など

モリノカレバタケ属など

■A層 =地表の落枝葉とその分解物の層を指す
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石
川
県
の
キ
ノ
コ

１
１
自
然
環
境
と
キ
ノ
コ
相
―

栂
　
典
雅

・
米
山
競

一

石
川
き
の
こ
会

は
じ
め
に

い
っ
た
い
日
本
に
は
、
何
種
類
の
キ
ノ
コ
が
生

育
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
で
最
も
多
く
の

キ
ノ
コ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
鑑
は
、
保
育
社
の

『原
色
日
本
新
菌
類
図
鑑
』
で
あ
る
が
、
そ
の
数

は
約
千
種
類
で
あ
り
、
実
際
は
そ
の
数
倍
と
い
わ

れ
て
い
る
。
菌
類
は
、
他
の
動
植
物
に
比
べ
て
、

研
究
が
遅
れ
て
い
る
生
物
群
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
えヽ
ス
一。

そ
れ
で
は
、
石
川
県
内
の
キ
ノ
コ
の
種
類
数
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
県
自
然
保
護
課
の
委
託
に
よ

り
石
川
き
の
こ
会
が
実
施
し
た

「自
然
環
境
保
全

計
画
調
査

（キ
ノ
コ
）
」
の
報
告
書

『
石
川
県
の

キ
ノ
コ
』
貧

九
九
九
）
に
は
、
ま
だ
正
式
な
学

名
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
合
め
、
標
本
に

基
づ
く
千
百
五
種
類
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

後
も
新
し
い
種
類
が
次
々
と
見
つ
か
っ
て
い
る
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
石
川
県
の
キ
ノ
コ
相
に

関
す
る
調
査
研
究
は
、
充
分
と
は
言
え
な
い
が
、

比
較
的
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
県
の
キ
ノ
コ
相
を
概
観

よねやま きょういち
1986年生まれ。きのこの分類と分布、植生とのかかわりに興味をもち、きの
こ会の中では山地帯、亜高山・高山帯の調査グループに属し、調査活動に加
わつている。石りきのこ会副会長。

とが のりまさ

1955年 金沢市生まオЪ 子どもの頃のきのこ狩り体験がキノコの世界を知る
きつ力ヽ すに。現在、石川きのこ会I望事。白山高山帯の調査などをj8当。

全
国
的
に
み
て
も
キ
ノ
コ
の
調
査
研
究
が

進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
石
川
県
で
は
、

そ
の
多
彩
な
キ
ノ
コ
相
が
す
こ
し
ず

つ
明

ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

す
れ
ば
、
本
県
が
日
本
の
中
央
部
に
位
置
し
、
海

岸
か
ら
高
山
帯
ま
で
様
々
な
環
境
を
有
す
る
こ
と

か
ら
、
キ
ノ
コ
も
南
北
両
系
の
も
の
が
混
在
す
る

な
ど
、
多
様
性
に
富
む
こ
と
が
特
徴
の
ひ
と
つ
で

あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

表
１
は
、
本
県
を
大
ま
か
に
二
つ
の
植
生
帯
に

分
け
、
前
に
述
べ
た
千
百
五
種
類
を
標
本
採
取
地

の
植
生
帯
お
よ
び
生
活
型
ご
と
に
区
分
し
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
複
数
の
植
生
帯
で
採
取
さ
れ

た
も
の
も
あ
る
た
め
、
各
々
の
合
計
数
は

一
致
し

な
い
。

以
下
、
各
植
生
帯
別
に
キ
ノ
コ
相
の
特
色
や
現

況
を
述
べ
て
み
よ
う
。

シヨウゲンジ。アカマツ林に生える食菌であるが、本県では白山の八イマツ

林で初めて採取され、その後、キタコヨウ林でも見つかつている

-92-

表 1 植生帯別・生活型別キノコ確認種数

植生帯区分

生活型別種類数(96)

菌根菌 腐生菌 寄生菌 言十

丘陵帯

(平地～里山)

371(40.3) 512(55,6) 38(4.1) 921(83.3)

山地帯

(ブナ・ミズナラ林)

187(47.9) 193“ 9.5) 10(2.6) 390(35.3)

亜高山帯～高山帯 83(63.4) 48(36.6) 0(0) 131(H.9)

言十 449(40.6) 610(55.2) 46(4.2) 1,105

* 石川県のキノコ (1999)を 改変

∩
∪

９

こ



◎中村元風(なかむら0がんぶう、陶芸家●日本工芸会正会員)

北国新聞夕刊 「舞台」から

舞台、古久谷のこころを今に    。25のように掲載されたとのことですが、
HPに入ってきた形でご紹介 します。

本文 : 伝統とは古いままを残す ことではなく、創業当時の大切なこころ

を残す ことだと思つている。

九谷焼は三百五十年程前に創始された古九谷をルーツに持つ。私

は十六年前に陶芸を志 した時、古九谷作品を真剣に調べ始めた。美

術館や古美術商に頼んで手に取 らせてもらったことも数えきれない

。しか し見て触るだけではよくわか らなかつた。マラソンも実際に

走ってみないと本当のことがわか らないように、古九谷も、実際に

真似て造つてみないと本当のことがわか らないのだと悟つた。

幸運なことに、私のしつこさに負けたのか、ある大コレクターが

、古九谷百点程を十年近 く貸 してくれた。

私は十年程、それを写す仕事に没頭 した。実際に"本歌"を 目の

前にして写 してみると、それまで見えていなかった様々なものが見

えるようになってきた。古九谷を造つた人々の意図も少しずつ見え

てきた。

真っ白な白磁を求め、端正な形を求めていたことがはつきり見え

てきた。当時の技術の限界の中で、もがき苦しみ、デザインを工夫

して最善の作品に仕上げようとする執念がはつきり伝わつてきた。

私は十年近くにおよぶ、この古九谷を写すという仕事を通じて、

古九谷に始まる九谷焼の伝統とは、その時代の最新の技術を駆使し

て、その時代でなければできない、そして今までにない、よりよい

作品を目指し造り続けることだと知つた。

私が一生の中で、どんな作品を残すことができるのか、私の挑戦

は始まったばかりである。

(加賀市)       JL 国 平成12年 (2000年)5月29

「今九谷J力作80点並ぶの詭
雉
赫神
議わっ鹸
疵

の

「今
九
谷
色
絵
磁
器
展
」

た
。

＝
写
真
＝
が
こ
の
ほ
ど
、
東

中
替

倉

程

、
雇

山
を
題
材
と
し
た
作
品
を
手

掛
け
て
い
る
。
今
回
の
個
展

で
は
地
元
の
自
山
を
は
じ

め
、羊
蹄
山
、大
雪
山
、
丹
沢

大
山
を
描
い
た
新
作
の
大
皿

四
点
が
公
開
さ
れ
た
の
を
は

じ
め
、自
馬
三
山
や
妙
高
山
、

磐
梯
山
、
蔵
王
山
、
鳥
海
山

京

。
日
本
橋
高
島
屋
で
開
か

な
ど
の
小
皿
も
展
示
さ
れ
、

れ
、
自
磁
に
九
谷
の
五
彩
を

来
場
者
は
じ
っ
く
り
と
色
鮮

使

っ
て
絵
付
け
を
施
し
た
今

や
か
な
作
品
を
鑑
賞
し
た
。

カロ賀の中村さんが個暴
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新入生 トレーニング

:∫ l」 旱 {ユ ζ ttξ す  

金 沢 大 学
― ― ― ―

見 上 峠
― ― ― ―

医 王

Dパー ァ ィ_

5華撃曇撃贅聖螺   (斉5発甥3鼻ち7:;6-264-020

のの増伽

顧間のひとり言 前田 達男

Sumer Canp Training

先週末は、福井県大野市と鳩が湯温泉、刈込池に出かけてきました。教職員組合法文

分会のレクレーション行事です。刈込池には残雪の三の峰が映り、イモリの卵が水の

中にいうばいありました。昔、赤兎山から下山してきたときは、そのまま勝原まで歩

きました。岩魚をかじりながら温泉につかってのんびリー泊、という夢がやっと叶っ

たというところです。狭い山道でバスの運転手は慎重運転そのもでした。

夏合宿の計画書が 2通出てきました。この夏は4パーティが (1)北海道 (2)南 ア

ルプス北上 (3)北 アルプス (蝶 ―槍 ―笠)(4)北アルプス (燕 ―槍 ―裏銀 ―針の

木)に 出かけるということです。前期試験と集中講義を済ませての夏休み入りですの

で、8月 に少し入っての出発となることで しょう。

主将挨拶 第 43期主将 小倉 亮

私自身は 2年前からしか金大ワングルを知らないが、諸先輩方の話や過去の記録を見るに

年々ワングルも変わつてきているようである。もちろん夏合宿をはじめとして トレ山など

はしつかりとこなしてお り何も心配することは無いのだが、やはり全体的に易 しくなって

きているようである。そんな中、今年も一回生、男 5人女 4人が入部 した。人数こそ少な

いが荷歩 トレや強雨の中の新 トレ (正直私は何人か辞めると思つた)を経験 しても、次の

山行にむかい、やる気十分の彼らには心強さを感 じる。今年は夏合宿でも 10泊 を超える計

画のパーティーがあるなど、又少 しずつワングルが変わり始めている。部活の為に人がい

るのではなく、人の為に部活があるのだからワングルがその時のニーズに応 じて変化 して

いくのは当然だと思 う。かといって全く好き勝手にやるのではなく、今まで築き上げられ

てきた金大ワングルの伝統を土台に、2000年の金大ワングルの理想形を創る、ということ

に主将として、又一部員として、その一端を担えるよう努力 していきたいと思います。
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2000年 JヒアルプスParty 第 1回 トレーニング山行

[目 的]体 カアップ

[日 程] 6月 24日 (土), 25日 (日 )1'自 2日 非常 1

[山域]人 形山

[行程]1日 日(6/24)金沢大学 ==(車)==上梨 ―一―中根山荘上部駐車場 (幕営)

2日 目(5/28)幕営場 ―一―富屋敷 ―一一人形山 一一―宮屋敷 ―一中根山荘

上部駐車場―一 上梨 ==(車)==金沢

[メ ンバー]L阿 納真弓 (文一人間 3)sL Jヽ倉 亮 (法 3)深山裕貴 (教一人環3)

山本資治 (エー人機 2)日 野鋼貴 (文一人間 2)福村岳代 (教―障害 2)

、      森本達也 (エー機械 1)松 山文枝 (医―保健 1)

[連絡員]

谷上 望 (文一人間 3)076-232-5648090-9444-4969

チト澤:具手う蔵 (理里-1勿 3) 076-235-2767 090-2839-2461

北海道PARTY第 1回 トレーニング山行

[目 的地]富士写ケ岳

[目 的]林さんのカラ元気を出せるようにすること。 2回生は本番スイカをたくさん持つ

ていく予定なので限界に挑戦してもらいたい。 1回生はとりあえずしつかりはじ

ってね。

[日 程]2000年 6月 24日 (土 )～ 6月 25日 (日 )1泊 2日 メト常 1

[行程]1日 目 金沢大学 ==(車)=我谷ダム ーーー富士写ケ岳登山口 (枯淵口)(幕営)

2日 目 登山ロ ーーー前山 一一―富士写ケ岳 ―一―展望台 ――我谷ダム ==(

車)==金沢大学

[メ ンバー]L奥 野岳志 (エー土建 3)sL 清水健作 (理―物 3)医療 河原一美 (教一学

校 2)西 大輔 (エー人機 2)谷村一成 (エー人機 2)日 向 (医―保健 1)

渡 洋子 (医―保健 1)

[連絡員]

谷上望 (文一人間 3)090-9444-4969井 澤寿予 (理―物 3)076-235-2767090-2839-2461

2000年度夏合宿 Jヒアルプス裏も表も加藤Party

第1回 トレーニング山行

[日 程]6月 17～ 18日 1泊2日 リト常 1

[山域]倉ケ岳、獅子吼高原 (後高山)、 奥獅子吼山

[目 的]1回生 :山行における基礎的技術を向上させ、係の仕事を身につける。

2回生 :1回生への技術的指導、精神的援助を行なう。

3回生 :L、 sLの経験を積み、全体を把握した適切な判断を下す。

全体 :男 25kg、 女18kgの 歩荷で、技術・体力を養う。

[行程]〈1日 目〉金沢 ==(車)==月 橋 ―一 大池広場 ―一―倉ケ岳 ――一大池広場 ―

一―風吹峠 ―一―獅子吼高原 (幕営)

〈2日 目〉幕営地 ―一一月惜峠 一ニー奥獅子吼山 一――ケカン谷の頭――一不動滝

――…板尾=(車)==金沢
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[メ ンバー]L谷上 望 (文一人間 3)

石山晶代 (教―養別科 )

[連絡員]井澤寿予 (理―物 3)

阿納真弓 (文一人間 3)

sL加 藤菜就 (エー物化 3)医療 久原宗仁 (文―史 2

深作亮太 (エー人機 1)真 村メリッサ

076-235-2767 090-2839-2461

076-232-6301 090-1396-3967

`|コ

2000年度南アルプス茶無羅為 (さ むらい)Party

第l回 トレーニング山行

[日 程]6月 17～ 18日 1泊 2日 リト常 1

[山域]倉ケ岳、奥獅子吼高原

[目 的]体力づくり、ルー トファインディングの初歩

[行程]〈 1日 目〉金沢 =(車 )=二 月橋 ――一大池広場 ―― 倉ケ岳 ―一一大池広場 一

― 風吹峠―― 獅子吼高原 (幕営)

く2日 目〉幕営地 ―一一月惜峠 ―――奥獅子吼山 一一―ケカン谷の頭一―不動滝

―一―板尾=(車)==金沢

[メ ンパー]L杉村明慶 (教一人環 3)sL 矢田部 桂 (理―物 3)角 田幸久 (経 2)

石原 諭 (経 2)中 川拓哉 (理一化 1)竹 内雅幸 (法 1)

[連絡員]森田善文 076-235-4807伊藤純司 076-263-8353
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（
約

二
、

一
〇
０
房
）
間
を
、
ネ
ッ

ト
で
包
ん
だ
物
資
を
つ
り
下
げ

な
が
ら
ヘ
リ
が
往
復
。
計
約
二

十

ント
を
運
ん
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
笠
至

堂
を

″
引
退
〃
し
た
木
下
道
雄

主
任
会
し
の
笈
任
と
し
て
管
理

を
預
か
る
中
．■
隆
幸
副
主
任

の
こ
と
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
約
十

人
が
、
運
び
込
ま
れ
る
物
資
を

手
際
よ
く
倉
厳
へ
収
納
し
た
。

室
堂
付
近
の
残
雪
は
、
三
―

五
厨
ほ
ど
と
昨
年
よ
り
は
る
か

に
多
く
、
建
物
は
上
部
だ
け
が

顔
を
出
し
た
状
態
。
セ
ン
タ
ー

は
建
て
替
え
工
事
中
で
宿
泊
は

で
き
る
が
食
事
提
供
は
な
し
。

同
協
会
で
は
、
登
山
者
へ
白
炊

の
用
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

室
堂
の
新
番
人
・中
出
さ
ん

アルバイ ト学生らに指示を送る中
出さん=白山室堂センター付近で

山
に
慣
れ
気
合
新
た

三
十

一
年
間
に
わ
た
り
室
堂

セ
ン
タ
ー
に
常
駐
し
た
木
下
道

雄
余
じ
主
任
の
後
任
と
し
て
、

今
年
大
き
な
″
パ
ト
ン
タ
ツ
チ
″

を
受
け
た
中
出
隆
幸
室
堂
副
主

任
含
↓
＝
鶴
来
町
＝
は
、
五
月

の
春
山
開
き
か
ら
室
堂
で
業
務

を
開
始
し

一
カ
月
あ
ま
り
。
同

協
会
事
務
局

（鶴
来
町
）
の
木

下
さ
ん
か
ら
無
線
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
　
″独
り
立

ち
″
へ
向
け
作
業
が
続
く
。

五
日
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の

物
資
空
輸
で
は
、
次
か
ら
次
に

運
ば
れ
る
荷
物
を
、
ア
ル
バ
イ

ト
学
生
に
指
示
を
与
え
な
が
ら

て
き
ぱ
き
と
倉
庫
へ
収
納
。
二

年
間
木
下
さ
ん
か
ら
み
っ
ち
り

指
導
を
受
け
た
と
は
い
え
、
機

械
操
作
な
ど
業
務
内
容
は
幅
広

く

「
ま
だ
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま

せ
ん
」
と
苦
笑
い
。
そ
れ
で
も

「
し
っ
か
り
と
登
山
客
を
迎
え

た
い
」
と
気
合
を
見
せ
、
夏
山

開
き
へ
準
備
を
善
々
と
進
め
て

い
る
。
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例
年
よ
り
残
雪
が
多
い
白
山
の
南
竜
山
荘
付
近
　
　
＝
２９
日
午
前
１０
時
、
北
國
新
聞
社

」し

平成 42年 (2000年 )6月29曰

2000年 (平 成 12年 )6月 29見

響
ヽ

〃夏
″
日
前

白
山
残
雪
多
く

二
十
九
日
の
石
川
県
内
ほ

　
〇
度
と
別
世
界
。
同
日
の
関
　
室
堂
付
近
に
は
五
〇
―

一
〇

高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
青
空
が
　
山
祭
に
臨
む
白
山
比
畔
神
社
　
ｏ
鷲ン
の
積
雪
が
あ
り
、
登
山

広
が
り
、
午
前
九
時
の
気
温
　
の
神
職
ら
関
係
者
約
六
十
人
　
道
に
も
雪
が
残
る
と
い
う
。

は
金
沢
一
百
丁
〓
一度

（平
年
　
が
残
雪
を
踏
み
し
め
な
が
ら
　
　
白
山
で
は
現
在
、
来
年
度

一
計

．一竪

塾

」
）．

　

１

日

に

山

開

き

と
蒸
し
暑
さ
を
感
じ
さ
せ
る
　
室
堂
を
目
指
し
た
。　
　
　
　
　
の
完
成
を
目
指
し
て
室
堂
ビ

梅
雨
の
中
休
み
と
な
っ
た
。
　

　

白
山
観
光
協
会
に
よ
る
　
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工

七
月

一
日
に
夏
山
開
き
を
迎
　
と
、
今
年
の
自
山
は
四
月
入
　
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今

え
る
白
山
は
濃
い
霧
に
包
ま
　
り
し
て
か
ら
も
雪
が
降
り
、　
　
夏
は
登
山
者
へ
の
食
事
の
提

れ
、
同
時
刻
の
気
温
が
八

・
　

例
年
に
な
く
総
一雪
が
多
い
。　
　
供
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、

県
は
弁
当
な
ど
の
持
参
を
呼

び
掛
け

て
い
る
。
県
は
七
、

八
月
中
、
室
堂
な
ど
で
自
然

解
説
員
′）ヽ

‘
る
高
山
植
物
な

ど
の
解
説
を
行
う
。

金
沢
地
方
気
象
台
に
よ
る

と
、
三
十
日
の
県
内
は
梅
雨

前
線
が
北
上
し
、
県
内
は

再

び
雨
模
様
と
な
る
。
夏
山
開

き
す

る
七
月

一
日
は
曇
り

一

壁
由
の
見
込
み
。 t彎

鐘
≦

黎

夕

一

鱚
褥
一繹
靭聯．僚
仄
¨

一南
駐
協
鶴
養
壁
離
躍
観
男
得
嘲増一勝
努
購
討
騨
憾

純
発
酬
野
露
一静群
醒
嗜

ン
タ
ー
」
と

「
市
ノ
瀬
ビ
ジ
タ

一
白
山
山
頂
部

に
か
け
て
の
総
合

一
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
環
境

タ
ー
も
平
成
十
三
年
度
″一に
完
成

一
て
完
成
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト

Ю
理

胚
宅

電

薯

界

Ｔ
蓬

し
Ｆ

る
。

　

一榜

二
腫

て
、
杏

焉

五

完
成
を
祝

っ
た
。

珈嵯詢一裁ピ）県などが一は珀［踊略継略畔畔貯″網一

rJ「コメヒ

0完成 した自山国立公園セ ンター =
白峰村風嵐地 区で0同 じく市 ノ瀬 ピ
ジターセンター=同村市 ノ瀬で

一
あ
り
、
国
立
公
園
の
玄
関
口
と

る
。
利

用
は

春

山
開
き

の
五

国

`｀

`■

●
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國 口覇 平成12年 (2000年 )5月8日  (月躍日)
」L

０
歴
史
が
示
す
２‐
世
紀
の
指
針
●

昨
年
七
月
、
国
旗
国
歌
法
案
に
関

す
る
衆
院
内
閣
委
の
地
方
公
聴
会
が

金
沢
市
で
開
か
れ
た
と
き
、
元
連
合

石
川
会
長
の
荒
島
勝
基
氏
は

「拙
速

は
避
け
る
べ
き
だ
が
、
国
旗
国
歌
の

法
制
化
に
は
必
ず
し
も
反
対
で
な

い
」
と
述
べ
た
。
長
年
の
労
働
運
動

家
と
し
て
は

英
腫
曇
戸

の
荒
島

氏
は
少
々
は
に
か
み
な
が
ら
、
こ
う

も
語
っ
た
。

「私
に
は
日
露
戦
争
で

勲
章
を
も
ら

っ
た
先
祖
も
い
る
」

複
雑
微
妙
な
思
い

そ
の
先
祖
を
し
の
ぶ

「荒
嶋
軍
曹

武
勲
之
碑
」
は
今
も
郷
里
の
金
沢
市

宮
野
町
に
立
つ
。
明
治
三
十
七
年
、

金
沢
第
九
師
団
歩
兵
第
七
連
隊
の

荒
自
軍
茨
郎
上
等
共
は
難
取
不
落
と

さ
れ
た
旅
順
要
塞
の
攻
略
に
参
加
し

た
。
ロ
シ
ア
軍
の
砲
火
を
浴
び
た
七

連
隊
が
大
損
害
を
受
け
、
連
隊
長
も

旗
手
も
戦
死
し
た
と
き
、
荒
島
は
重

傷
に
屈
せ
ず
軍
旗
を
抱
い
て
帰
り
、

連
隊
の
名
誉
を
守

っ
た
。
こ
の
殊
勲

で
第
二
軍
司
令
官
乃
木
希
典
の
感
状

と
功
六
級
金
鶏
勲
章
を
授
与
さ
れ
、

軍
曹
に
特
進
し
た
の
で
あ
る
。

戦
争
や
軍
隊
を
懐
か
し
む
気
に
は

な
れ
な
い
が
、
さ
り
と
て
多
く
の
将

兵
の
死
間
を
忘
れ
去
る
こ
と
も
情
に

一来
一た
一り
一

>51

お
い
て
忍
び
な
い
―
戦
後
五
十
五
年

の
い
ま
、
往
年
の
郷
土
部
隊
を
回
想

す
る
と
き
、
こ
の
種
の
複
雑
微
妙
な

思
い
を
抱
く
人
は
荒
島
氏
ば
か
り
で

は
あ
る
ま
い
。

明
治
初
期
に
戻
る
と
、
河
合
辰
大

郎
は

「金
沢
論
」
で
旧
藩
時
代
の
金

沢
に
は

「士
卒

一
万
七
一十
余
人
」
が

い
た
と
し
て
い
る
。
江
戸
に
次
い
で

全
国
第
二
位
の
武
士
人
口
で
あ
り
、

家
族
も
含
め
た
消
費
は
膨
大
だ

っ

た
。
武
具
の
需
要
が
職
人
を
育
て
る

と
い
っ
た
副
産
物
も
あ

っ
た
。

が
、
維
新
後
、
金
沢
は
名
古
屋
鎮

台
の
分
営
と
さ
れ
、
兵
力
も
歩
兵

一

個
連
隊
の
み
。
官
僚
を
兼
ね
た
旧
藩

の
武
士
と
単
純
比
較
は
で
き
な
い

が
、
め

っ
き
り
貧
弱
な
陣
容
に
な

っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
北
方
の
巨
人
ロ
シ
ア
と

の
緊
張
は
金
沢
に
再
び

「軍
都
」
の

明
治
以
来
の
戦
没
将
兵
が
眠
る
金
沢
市
野
田
山
の
旧
陸
軍
墓
地
ｃ
長
い
年

月
の
風
雪
に
よ

っ
て
土
盛
り
が
削
ら
れ
、
倒
れ
そ
う
な
墓
碑
も
見
ら
れ
る

嬉

葎

だ

。
塁

戦
争
で
九
師
団
は
旅
順

や
奉
天
（現
藩
陽
）
の
激

戦
に
投
入
さ
れ
、
石
川

の
戦
死
率
は
高
知
、
岐

阜
に
次
い
で
全
国
三
位

に
達
し
た
。
殊
勲
の
荒

島
栄
次
郎
も
、
戦
傷
が

も
と
で
戦
後
間
も
な
く

世
を
去

っ
て
い
る
。

そ
の
後
も
シ
ベ
リ
ア

出
来
、
満
洲
事
変
、
上

海
事
変
、日
中
戦
争
と
、

歴
戦
の
九
師
団
は
流
血

を
強
い
り
れ
た
。
大
平

洋
戦
争
末
期
、
沖
縄
を

守
備
し
て
い
た
九
師
団

が
、
米
軍
上
陸
を
目
前
に
台
湾
移
動

を
命
じ
ら
れ
な
か

っ
た
と
し
た
ら
、

全
滅
の
悲
劇
を
演
じ
た
で
あ
ろ
う
。

忘
れ
得
ぬ
亡
き
人
々

現
在
の
金
沢
に
は
陸
上
自
衛
隊
の

第
十
四
普
通
科
連
隊
な
ど
が
あ
る
だ

け
で
、
そ
の
規
模
は
明
治
初
期
よ
り

′―、■
ソ

、ヽ
軍
都
の
面
影
は
な
い
。が
、

こ
の
町
が
か
つ
て
師
団
設
置
を
機
に

浮
上
し
た
歴
史
、
そ
し
て
今
日
の
平

和
の
い
し
ず
え
と
な

っ
た
亡
き
人
々

を
、ゆ
め
ゆ
め
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

地
位
を
与
え
た
。
明
治
三
十
年
代
初

頭
に
九
師
団
が
置
か
れ
る
と
、
兵
力

は
飛
躍
的
に
増
え
た
。師
団
司
令
部
、

菱

ハ
旅
団
亘

藤

の
ほ
か
、
騎
共
、

砲
兵
、
工
兵
、
毯
墓
共
の
各
部
隊
も

新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

金
沢
市
も
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
兵

営
用
地
の
予
算
が
不
足
し
た
と
き
は

進
ん
で
募
金
を
実
施
し
た
。
師
団
の

設
置
は

「国
家
の
長
計
た
る
の
み
な

ら
ず
、
我
が
地
方
の
利
益
を
増
進
す

る
」

（募
金
趣
意
書
）
と
い
う
目
算

が
あ

っ
た
か
ら
だ
。
旧
藩
主
前
国
家

も
演
習
場
を
購
入
し
て
寄
付
し
た
。

三
十

一
年
、
金
沢
―
小
松
間
に
開
通

し
た
鉄
道
は
九
師
団
の
輸
送
手
段
と

い
う
意
味
執
轟
ち

て
い
た
。

鉄
道
開
通
や
繊
維

・
機
械
産
業
の

発
展
と
並
ん
で
、
九
師
団
の
設
置
は

維
新
後
減
り
続
け
た
金
沢
の
人
口
が

底
を
打
ち
、
旧
藩
時
代
の
水
準
に
回

復
す
る
き

っ
か
け
と
な

っ
た
。
第
二

次
大
戦
ま
で
金
沢
の
人
口
の
約

一
割

は
軍
関
係
者
が
占
め
、
そ
の
経
済
効

果
は
計
り
知
れ
な
か

っ
た
。

た
だ
し
、
軍
都
の
繁
栄
は
多
く
の

-101-
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●
歴
史
が
示
す
２‐
世
紀
の
指
針
０

「土
地
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
た
と
い

う
点
で
、
四
高
の
右
に
出
る
学
校
は

全
国
に
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
」

井
上
さ
ん
の
言
葉
に
誇
張
は
あ
る

ま
い
。
四
高
の
誕
生
は
明
治
二
十
年
。

当
時
、
一
高
（墓
こ
一蕎

↑
理
こ

三
高

企
呆
都
）
五
高

（熊
本
）
と
並

ん
で
全
国
五
つ
の
官
立
高
等
学
校
の

一
つ
だ
っ
た
“
維
新
後
、
意
気
消
沈

し
て
い
た
金
沢
市
民
に
と
っ
て
、
四

高
は
希
望
の
灯
で
あ
り
、
生
徒
は
掌

中
の
玉
と
思
え
た
だ
ろ
う
。

臓覇 平成12年 (2000年 ) 5月9日  (火躍日)

D>52

「軍
都
」
と

「学
部
」
―
戦
前
の

金
沢
に
共
存
し
た
二
つ
の
伝
統
を
考

え
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
双
方
と
縁

の
深
い
人
物
を
思
い
出
し
た
。
作
家

の
井
上
靖
で
あ
る
．

井
上
の
父
隼
雄
は
伊
豆
湯
ケ
島
の

な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

市
民
に
愛
さ
れ
て

こ
こ
な
り
は
Ｆ
Ｔ
さ
ん
」
と
呼

ば
う
。
亡
く
な
る
直
前
の
平
成
二
年

十
月
、
東
京

・
世
田
谷
の
自
宅
を
訪

出
身
だ
が
、
金
沢
医
専

（現
金
大
医

学
部
）を
卒
業

え
し
」
暉
医
で
あ

っ
た
。

父
が
陸
軍
金
沢
衛
成
病
院
長
と
な

っ

た
の
に
伴
い
金
沢
に
移

っ
た
井
上
は

昭
和
二
年
、
第
四
高
等
学
校
に
入
り

柔
道
と
詩
作
に
熱
中
し
た
。

縁
は
異
な
も
の
で
、
金
沢
が
軍
都

で
な
か

っ
た
ら
、
後
年
の
大
作
家
が

こ
の
地
に
学
ぶ
こ
と
も

恐
ら
く
は

ね
た
と
き
、
既
に
病
み
衰
え
て
い
た

井
上
さ
ん
だ
が
、
四
高
の
話
に
な
る

と
背
筋
が
伸
び
、
目
が
輝
い
た
。

金
沢

・
広
坂
の
文
房
具
商
で
店
を

四
高
生
の
た
ま
り
場
に
し
て
い
た

「宮
地
の
オ
ッ
サ
ン
」
の
話
や
、
商

売
そ

っ
ち
の
け
で
井
上
さ
ん
ら
四
高

柔
道
部
と
全
国
を
回
っ
た
熱
狂
的
フ

ァ
ン
の
豆
腐
屋
さ
ん
の
話
も
出
た
。

四
高
が
名
古
屋
や
新
潟
で
は
な
く

金
沢
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
や
は
り

学
問
の
伝
統
が
大
き
か

っ
た
。
藩
政

末
期
か
ら
の
諸
学
校
を
統
合
し
て
地

方
で
は
ま
れ
に
み
る
水
準
の
石
川
県

専
門
学
校
が
既
に
存
在
し
た
の
だ
。

「金
沢
論
」
の
河
合
辰
太
郎
や
実
業

政
迫
奮
蓬
欄
五
甲
り
は
そ
の
卒
業

生
で
あ
り
、
四
高
に
移
る
こ
ろ
に
は

哲
学
者
西
田
幾
多
郎
、
宗
教
学
者

鈴
木
大
拙
、日
早
傘
著
藤
岡
作
太
郎
、

作
家
徳
田
秋
声
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

桐
生
悠
々
、
天
文
学
者
木
村
栄
ら
も

学
ん
で
い
た
。

生
徒
の
大
部
分
が
県
内
出
身
者
の

専
門
学
校
を
西
田
幾
多
郎
は

「全
体

が

一
家
族
と
い
う
よ
う
な
温
か
み
の

あ
る
学
校
で
あ
っ
た
」と
回
想
し
た
。

こ
れ
を
基
礎
に
、
旧
藩
主
前
田
家
や

菫
民
が
多
額
の
地
元
負
担
金
を
払
っ

て
四
高
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
西
田
は
四
高
当
初
の
校
風

に
反
発
し
て
中
退
し
て
し
ま
う
。
開

婆

で
議

聾

暴

霧

藉

が

石
川
県
人
を
無
能
呼
ば
わ
り
し
、
こ

れ
も
薩
摩
人
の
初
代
校
長
が
ス
パ
ル

タ
教
育
を
導
入
し
た
か
ら
だ
。
四
高

が
落
ち
着
い
た
金
沢
色
を
帯
び
る
の

は
、
人
格
者
と
し
て
名
高
い
北
条
時

敬
が
校
長
を
務
め
、
西
田
が
教
授
と

な
っ
て

「善
の
研
究
げ
を
書
き
始
め

た
明
治
三
十
年
代
以
降
で
あ
る
。

大
学
再
編
の
中
で

四
高
の
上
に

「北
陸
帝
国
大
学
」

を
設
置
す
る
こ
と
も
金
沢
市
民
の
悲

願
だ

っ
た
が
、
こ
れ
は
実
現
し
な
か

の
結
晶
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
金
沢
は
多
く

の
大
学
を
擁
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
中
で
郊
外
角
間
に
移
転
し
た
金

大
の
設
備
は
見
連
え
る
よ
う
に
充
実

し
た
が
、
研
究
教
育
の
情
熱
や
市
民

と
の
き
ず
な
の
面
で
は
四
高
時
代
や

金
大
草
創
期
と
比
べ
て
ど
う
か
。

独
立
行
政
法
人
化
に
向
け
た
国
立

大
学
再
編
が
進
む
今
日
、
新
潟
大
な

ど
も
日
本
海
側
の
拠
点
大
学
の
地
位

を
う
か
が
う
。
金
大
に
自
り
の
殻
を

破
る
努
力
と
地
域
に
寄
与
す
る
気
概

が
求
め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

旧
制
四
高
本
館

（現
石
川
近
代
文
学
館
）
を
背
に
立
つ
四
高
生
の
像
。
明
治

（中
）
大
正

（左
）
昭
和

（右
）
の
三
時
代
を
表
わ
す
　
　
＝
金
沢
市
広
坂

っ
た
。
そ
し
て
戦
後
の
学
制

改
革
で
昭
和
二
十
五
年
、
四

高
は
六
十
三
年
間
の
歴
史
を

開
じ
た
。
こ
の
間
、
寮
歌
に

「北
の
都
」
と
う
た
わ
れ
た

金
沢
で
青
春
を
過
ご
し
、
世

に
出
た
人
材
は

一
万
壬
ｉ
ホ

鍵
離
夢
曇

針

拓酬
型
年
人
に
も
縣
一一九
の
期
待

は
熱
か
っ
た
。
設
置
費
用
に

合
「ιまの

峙
聡
甘
当
て

，り
れ
た
。」
園

立
な
が
ら
金
大
は
市
民
の
汗
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喘

生
ロ

月 30日 )

く 収 入 の 部 》

O B会 費 納 入

4期 森 島氏原稿掲載料

OBス キー合宿余 り寄付

預  金  利  息

735, 580
10, 000
4, 225

340
計

《 支 出 の 部 》

OB会 報 (や まざ と)

春 の小屋酒場資材

″   食費

″   備 品他

No.12印 刷費

郵送料

750, 145

213, 400
125, 990
52, 037
14, 710
12, 576
30, 000
10, 500
32, 020
21, 640
20, 392
4, 088

″   現役バ イ ト代

号 外印刷費

″ 郵送料

通  信  費

文具・ 備品費

そ  の  他

計

《差 引 剰 余 金 》

前 回 (H.12.31現 在)繰越 金

収  入  の  部

支 出 の 部

537, 353

2, 087, 349
750, 145

537, 353

差  引  合  計 2, 300, 141

-108-



今回より、返信はがきは同封されていません。

はがきで、一言通信をお出しになる場合は、下をご利用下さい。

920-0911
金沢市橋場町 10-49

金沢大学ワンダーフォーゲル部OB会事務局
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